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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 

 

開催日時 令和 2年 1月 17日（金）19:00 ～ 20:43 

会  場 東静内会館 

自治会名 東静内連合自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、 

酒井建設部長、木村農林水産部長、上田教育部長、渡辺医療介護対策室主幹、 

村岡企画課主幹、田中企画課主事 14人 

【自治会側】 

20人（男性 13人、女性 7人）のほか町議会議員 2人、報道 1人 

 

≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 村岡企画課主幹 19:00～ 

自治会長挨拶 東静内連合自治会長 

 自治会の皆さん、今日はお集まりいただきありがとうございます。 

 お忙しい中職員の方々もお出でいただき、今日はたくさん話そうと思ってきま

したけど、先に釘をさされましたので優しく行こうと思います。よろしくお願い

します。 

町長挨拶 大野町長 

 令和 2 年最初のまちづくり懇談会でございまして、まだ職員は慣れておりませ

んのでお手柔らかにお願いしたいと思います。 

 ここ 1日、2日のニュースを見ますと大阪の大地震から 25年経ち、今でもテレ

ビの映像が思い出させます。こんなことがあるのか、高速道路がこんなになるの

かと 25年も経ったのだと思っています。 

 昨年はこの町で大きな災害が無かったところでございますが、いつ災害が来る

かわかりません。この地区は海に面しておりますので、皆さま方が力を合わせな

がら、常日頃からご近所付き合いをして自分の身を守っていただきたい。私ども

も一生懸命やりたいと思っておりますけれども、まずそこが大事だと思いますの

で、まちづくり懇談会の挨拶というよりは私の常日頃の思いを話させていただき

ました。今日は役場から 3 点お話しさせていただきます。ざっくばらんにご意見

を賜りたいと思いますのでどうぞよろしくお願いします。 

職員紹介 村岡企画課主幹 
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資料説明 坂総務部長 

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

質  疑 

自治会長 

 

 

 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

渡辺健康生活部長 

 

 介護サービスの関係について、静寿園、蓬莱荘、まきばのベッド数と入所者の

数はどのくらいか。結構空いていると聞いているが申し込んでもなかなか入れな

い。介護する職員の数が足りないのか。目指す方向として民間に委託するとなれ

ば、働く人が大変ではないか。民間になると大変ではないか。1人の職員が何人の

入所者を介護するようになっているのか。 

 

 介護施設の概要ですが、静寿園は 120 床ありまして 120 人入所しております。

蓬莱荘は 50 人になっております。まきばは 50 人が定員になっております。静寿

園と蓬莱荘は、現在、定員にほぼ近いだけの入所者が実際に入っています。ただ

し、入院などで一時的に病院に行かれている方がおりますので、その分は空いて

いる状況であります。 

 ご心配されている施設の稼働率ですが、平成 30 年度で言いますと静寿園で 120

床に対して 96.5％入所しているところでございます。蓬莱荘では 90.4％、まきば

は 87％で、基本的に施設はほぼ満床で稼働していますが、民間だと稼働率が高く

なっている状況でありまして、退所して次の方が入所するまでの期間は、行政側

がやっていると長くなっているという傾向がございますので、この辺りのノウハ

ウを活かしてなるべく空けないよう、待機者も相当数おりますのでできるだけ早

期に入所できるような仕組みを民間のノウハウで行いたいと考えています。 

 職員の関係は、基本的には入所者 3に対し職員が 1と言われており、120人の定

員に対して 40人が基準となります。ただし、静寿園はユニット型の個室であるた

め全国的にも 3対 1で入居者を見ることは難しいと言われており、2対 1以上の職

員が必要だと言われております。民間の方にお話しを聞くと静寿園の規模では基

本的には 40人ですが、10人に対して 5.5人の職員が必要ではないかと言われてお

りますので、66 人の職員がいれば対応できると考えております。それに比較する

現在の職員は 77人おりますので、11人多いのですが、ゆったりと作られている施

設のため職員の数が 5.5 人だと安全に介護をするために、事故などを考えると難

しいので、今はそれ以上の職員が必要な状況になってございます。それと大変申

し訳ないお話ですが、今まで介護施設の経営を行ってきた中で、他の施設との比

較をしていなかったため、以前から独自のやり方を繰り返してきてこともござい

まして、経営的に赤字が出た理由のひとつにもなっています。 

 

 デイサービスあざみについて、サービス需要を判断し存続を検討するというこ

とは、老朽化しているからいずれ無くなるということか。 

 

 あざみは平成 8 年に建設し、保育所と併設したデイサービスセンターとして運
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営を開始いたしまして、一般浴は普通の風呂ですが、ストレッチャーに入ったま

までしか入浴できない方のために機械浴という装置が 1 台ございます。デイサー

ビスセンターの主な目的は、レクリエーションよりもお風呂に入りたいという方

が主な目的です。機械浴は過去に一度更新をしましたが、また老朽化してきてお

りまして、あと何年もつかは怪しいところでございます。ただし、機械浴につい

ては町営施設が 3 か所ありそれぞれに設置されています。機械浴の稼働率もフル

タイムで稼働しているわけではなく、一般浴で対応が可能な方については、一般

浴で対応しているのが現状です。 

今後のあざみの運営については、デイサービスを利用される方の推移や 2025年

あたりの団塊の世代がピークに達するこの頃までの状況を見た中で、もし利用者

が減るようであればなごみ一本にして対応が可能であればあざみは廃止の方向に

進むでしょうし、現状と変わらず利用者がいる状況が続けば当然閉鎖できません。

ただし、機械浴については、大変高価な機械ですので、機械浴が必要な方はなご

みを利用していただき、あざみは一般浴で対応可能な方に利用していただき、選

択することで考えております。 

 

 あざみの方が良いと言う話も多々ある。説明があったようにあと 10年くらいで

廃止になる。できるのであればなごみ一本ではなく、何でも本町でなく、郡部の

方にも目を向けてもう少し心を広く持って利用者を守ってやりたいという気持ち

がある。 

 

 まきばは廃止となっている。現在、まきばを利用するにしても空きがないので

なかなか利用ができない。ショートステイやリハビリをしたいという人はどうし

たらよいのか。まきばで採算がとれないということですが、今後新しくなったら

ニーズに答えていただけるのか。 

 静寿園に入所したいといっても順番待ちで何を基準に決めるのか。私たちも老

人で老々介護をやっているが、入りたくても入れない、利用したくても 1 か月前

から手続きしないと利用できない等、そういうことが多々ある。まきばが無くな

ったら利用している方が短期入所を利用できるか。 

 

 まきばは、廃止しようという方向性で考えております。現在利用されている方

は、我々も一番心配しているのはデイケアの部分です。定員は 15人ですが、職員

の数が足りないため実際は 5人程度、それも毎日ではない状況でございます。我々

が一番苦労しているのはお金のことですが、介護していただける方たちが集まら

ず受け入れをしたい気持ちはありますが、安心安全な介護サービスを提供するに

は専門職の確保が必要です。他の市町村の施設も介護職員不足で難しい状況にな

っています。まきばは、入所されリハビリを受けて家に帰っていただくという施

設です。3か月程度の入所が基本になりますが、実際に 1年以上入所されている方

が数人います。そういう方は本来まきば等の施設ではなく、老人ホームや病院の

療養病床に入ることが基本です。ご指摘のとおり空きがないということが大きな

理由となっておりますので、ショートステイやデイケアの部分も強化していきま

す。それを町立静内病院などに担っていただこうと考えています。施設は無くな
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っても代替えを準備しなければ廃止できないと思っています。いろいろ検討させ

ていただきたいと考えております。 

 また、ショートステイが使えないというお話を聞きましたので、その部分は担

当にどのような状況か確認します。 

 静寿園の入所の基準は、入所判定委員会という組織があり、そこで申込者の中

から決定しています。次に入所できる可能性がある方には事前にお話しをしてい

ます。 

 

 まきばに 1 年以上入所している方がいるということだが、まきばは病院から退

院しても自宅に帰れずリハビリを行うための施設である。利用したくても空きが

ないため利用できない。ショートステイをお願いしても 1 か月前から申し込んで

ほしいと言われる。しかし、計画性のあるものであれば可能だが、すぐに利用し

たい時は無理である。もっと病院でリハビリをできるようにしてくれたら安心で

きます。私たちにとってまきばは大事な施設で。3か月で退所する方が 1年以上い

るというのは検討していただきたい。役所の仕事のやり方だ。まきばに入所した

い人が入れない。 

 

 まきばの廃止にする理由ですが、全国的に病床再編に取り組んでいます。日高

管内ではベッドの種類をあと 5 年程度でこの数にしなさいとレールが引かれてお

ります。町立静内病院は 58床ありますが、全て一般病床で急性期の病床です。三

石国保病院は一般が 20 床で、残り 22 床が療養型であり、長期間入院される方の

専用のベッドです。国では一般病床を減らして、日高圏域では半分以上減らして

回復期病棟を作りなさいとなっています。回復期病棟というのは、いわゆる現在

の老健の役割に代わるものと言われています。日高管内ではやっと浦河赤十字病

院に 10 床だけできました。当町では 4 月に静内病院に 10 床作りたいと考えてい

ます。今後は利用実態を見ながら増やしていければまきばの役目を果たして、病

院で行えるということです。それがまきばを廃止する理由です。ただし、制約が

いろいろありまして、今まで介護保険で受けられた老健のサービスが医療保険に

切り替わることで利用者の立場からすると介護保険は 1 割負担ですが、医療保険

では 3 割となり、大変な面はありますけれども、病院のベッドの種類を一般病床

から回復期病床にして老健を廃止しようという考えです。 

 

 町立病院を廃止するということが新聞に出ていた。町立病院が無くなったら町

民は困る。入院患者を引き受けるとなれば日高徳洲会病院になる。合併して大き

くなって町立病院が無くなったとなればいかがなものかと思う。私たちはすごく

不安である。何とか町立病院だけは残していただきたい。 

 

 昨年の 9 月に新聞報道された病院の件については、厚生労働省が過去 1 か月の

データで算出したもので、全国の病院を集計して稼働がなかったところを拾い上

げて発表したものです。回復期病床を作ることで国が進めています。それに従っ

て日高圏域でも計画を練っているところですが、日高圏域の計画は新聞報道とは

真逆で現在 637床のベッド数がありますが、5年後にはこれを 8床増やす計画にな
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っています。これは北海道も認定している計画でございます。厚生労働省の勇み

足で、全国の自治体から反感をかっている状況でございます。町長も報道に関し

て議会で答弁していますが、町立病院は絶対に無くさないと答弁していますので

心配ありません。 

意見交換 

自治会員Ａ 

 

坂総務部長 

 

 

 

 

 

自治会員Ａ 
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 坂総務部長に 4、5年前に質問した内容がわかるか。バス停は以前のままだが。 

 

 ご質問を受けたことはよく存じています。その時の回答と変わっていないので

すが、町の施設も老朽化した施設が多く、その老朽度合いや利用度を勘案して急

いでいるところから手を付けています。ご質問いただいたことを忘れていません

が、順番で実施しておりますのでいつ実施できるかということはお約束できませ

んのでご理解いただきたいと思います。 

 

 総合町民センターのはまなすホールはどの程度の利用があるのか。少ないので

あれば、あそこに大きい建物はいらないし、何でも建てれば良いというものでは

ない。 

 

 一定の財源を使って建設し、大部分が起債ですとか補助金を使って建設してお

りますので、町の直接の経費は総額の一部になります。ただし、立派な施設を建

てましたので、その施設を有効に利用していかなければならないと思っています。

地域の方も施設をより利用するために、民間の方がいろいろな催しを考えてやっ

ておりますので、是非こちらからも足を運んで、新ひだか町の施設として皆さん

に利用していただきたいと考えております。 

 

 総合町民センターの権能は、庁舎や図書館もありますが、大ホールはそんなに

稼働率が高くなるものではありません。以前文化センターがありましたけれども、

文化センターは固定型の椅子で、年間の稼働はリハーサルなどを入れても 80日く

らいでした。施設の目的が毎日使う施設と図書館のように毎日開いている施設、

権能が違うので稼働率が 100％でなかったらおかしいのではないかというのは言

い過ぎではないかと思います。 

合併時になぜ総合町民センターを建てたのかということは、三石地区は今後人口

が増えることは基本的には難しいですが、ホールを作ることによって交流人口を

増加させる。小学校や中学校の観劇などを実施し、子どもたちが行き来したり、

老人クラブの芸能大会などを合同で行うことによって、高齢者の方々も三石地区

に行き交流が深まることの交流人口の増大ということにねらいを定めて、過疎化

を少しでも防ぐことで施設を建設しました。席数は 300 席ですが、そういう目的

で建設しているので、目的をご理解いただいて、稼働率を高めるためにこんなこ

とをしたら良いのではないかというご意見を賜り進めて行かなければまちづくり

は良くなりません。ロビーが広いため、地元の方々もお茶会をやったりしていま
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す。多目的に利用できるような仕組みを模索して行くということでご理解を賜り

たいと思います。 

 

 わかりました。 

前町長時代から閉校になった学校がある。統計上で今後児童がどのくらいになる

のかわかったと思う。それなのに新しい学校を建てて、何年もしないで児童数が

少ないから廃校にする。そういうものにお金を使って、今になってそのしわ寄せ

がきていると思う。何か言えば予算がない、自治会で何か頼めば予算がない、ち

ょっと待ってくれ、やってもらえば満足なことをしていない。本当に腹立たしい

思いだ。 

 ＪＲのことが新聞に載っていたが。 

 

ＪＲのお話の前に三石庁舎のお話や小さな修繕も直してくれないし、自治会で

はそんなにお金がかかることでもないのになかなか回ってこない、そういう気持

ちがあるのは私も十分わかります。既にできてしまったもの、三石庁舎ひとつを

取っても、できたものを有効に活用するということしかないのです。我々は皆さ

んと病院の話も介護の話も別な話もいろいろありますけれども、いろいろ厳しい

ことをご相談しながら行政を回して行こうと思っている中で、過去のことを反省

することも必要ですが、このままでは大変だからみんなで頑張って少しずつ我慢

しながらでもやっていこうという思いで 2 年やっています。我々はできるものを

放っておくということはしたくないですが、少し待ってくださいという気持ちで

やっていますので、理解してほしいと思います。 

ＪＲの話は、去年 11月の町長会議で、結果的には多数決になりましたが、線路

はずっとつながっているものですから、無くした場合の利活用なども含めてバス

に転換してどう走らせようかという時も全線で考えなければならない。1つの町だ

けでは解決できない問題なので、本当はみんなで話を合わせてやろうということ

だったのですけれども、結果的に浦河町さんだけが最後まで反対されて、今はＪ

Ｒの方と具体的な協議を７町連携しながら行っています。議会の全員協議会の中

で素案のような形で町としてこんなことをＪＲに求めたいということをご説明し

て意見交換させていただきました。その中で一番先に考える必要があるのは、国

道沿いの道路にバスをどうやって走らせるか、高速で札幌や苫小牧に行くもの、

えりも町は線路がないのですが、えりも町の方も札幌の病院に午前中に行けるよ

うにできないかなどを考えながら日高管内の人たちの利便性が良くなるようなバ

スの運行計画を検討しています。ただし、これはとても難しいもので、ここに止

まってほしい、ここでも止まってほしいとなったら 1 時間半くらいでどこかに行

けるものが、2時間、3時間もかかってしまうことになるので、この便は速く行く

便、これは各駅で行く便、これは各駅よりはちょっと速い便など、3種類くらいで

いろいろなタイプを検討している最中です。まずこれを作って、ＪＲも地域に対

して地域振興の形でいろいろな手立てをしたいと言っています。金額は別ですが、

そういうお気持ちがあるので我々としてはここの駅舎を改造してこんなことをで

きないかだとか、そういうことをこれから考えたいと思います。そのため、日高

管内の各町がＪＲと協議します。それを 3 月末までにまとめていきたいというこ
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自治会員Ｃ 

 

大野町長 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とで動いています。我々としては、議会の全員協議会の中で意見交換させていた

だいたので、それを基にしながら素案を作って、静内地区と三石地区の両地区で

説明会を実施する計画もありますので、もっと具体的になりましたらまた皆さん

に声をかけたいと思います。鉄道がもう一度走るということは恐らく無いと思い

ます。5年も経っていますし、あの線路の状況を見たらお金がかかりますし、ＪＲ

もこういう状況ですし、国や北海道がお金を出すということもないですから。そ

うなると早く便利な交通網を考えることが必要だと思っています。 

三石庁舎の話など、そういう気持ちはよくわかりますが、できたものはみんな

で盛り上げて使いましょう。介護や病院なども悪くするために改革するわけでは

ありません。何とか良くしよう、良くするためには民間の力を入れて良くできな

いか、あるいは介護と病院を一緒に見直すことによって、まきばの機能を病院の

方に取り込んでしっかりとやる。そういうことを考えています。 

 また、町立病院を無くさないでと言われていますけれども、そんな考えは一切

ありません。病院は形を変え、いろいろなことをトレードするということは必要

ですけれども、住んでいる方々にとって最後の頼りにするところです。介護のは

民間の人たちがいろいろな方法でやっており、そういうノウハウを利用した方が

もっと良いサービスができるし、もっと効率的に運営ができる可能性があるので、

介護はそちらの方向に行こうと思っているのですけれども、病院は現時点ではや

めることや今年の 4 月からこの形にするということは考えていません。皆さんか

ら意見をいただきながら、どんなことができるかということを一刻も早く詰めて

いきたいと思っていますのでご理解ください。 

 

 町長は、議員定数についてどう考えているか。多いのではないかと思う。 

 

 私の立場で発言するものではないのですが、20人から 16人になりました。将来

的には人口減少が進む中で議員の定数がどうあるべきか議会の中で自ら検討され

るべきだと思います。10人が良いのか、20人が良いのか、ルールに基づく答えは

ないと思います。少なければお金がかからないことなどがあるかもしれませんが、

少ない人数で町のことを議論することも片手落ちなことなので、ある一定の水準

は必要だと思います。議会の中では常日頃から議論されていますし、これからも

議員の皆さんの中で議論されるだろうと思います。 

 

 昨年 12月に真歌公園の改修が終わって使用できるようになったが、屋根や柱が

無くなり町が全て見えて良くなった。その反面、屋根が無くなったために鳥が直

接フロアに降りてきて糞をして滑ったり床が早く腐るという問題が出てくると思

う。 

また、これまでは屋根の上にＮＨＫの定点カメラがあり、月に数回カメラを通し

て天候やメッセージの発信があった。もう一度屋根を付けて定点カメラを設置す

ることはできないのか。町の状況が発信できるし、災害時も様子がわかる。前面

に柱を設けず、中央に柱を設けて屋根を付けることはできないか。 

 先日、新聞に例年ワシが 60羽のところ 130羽来ているという報道があった。私

は毎日行くが、札幌ナンバーの車がカメラを持ってたくさん来ている。 
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自治会員Ｅ 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

 

 

自治会員Ｅ 

 

 

 

大野町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｆ 

 

 

 

 詳しい状況はわかりませんが、おっしゃることはわかりましたので調べてみま

す。公園の改修時に重さなどの制限がありまして工法を検討し、できる限りの形

にしました。そこに重いものを載せることはできないと思います。 

 定点カメラが付いていたのかわかりませんが、できるようならどこか見れると

ころがあればと思いますので調べてみます。 

 

 スクールバスについて、昨年から運転手のことで苦情が入っていると思うが、

いまだにその運転手がスクールバスを運転している。 

 

 東静内地区から苦情のお話があったことは承知しています。担当課長からその

ようなことが無いようにすぐに注意をしたことは聞いています。そういう状況が

続いているようなので、再度厳重に指導します。 

 

 子どもが怪我をしてからでは遅いので、早急に解決してほしい。 

 日高自動車道について、静内地区は神森付近にインターチェンジができると聞

いているが、その先は何か進展があるのか。 

 

 日高自動車道は、室蘭開発建設部で対応しております。静内インターチェンジ

は静内市街地の静内第三中学校の手前当たりにできると情報はいただいていま

す。昨年末に開発の職員がみえられて、これから浦河方面に向けて基礎調査を行

う段階とのことで、どこにインターチェンジを設けるなどの詳細は全くわかりま

せん。浦河方面に向けて各地域で情報を得て行くということを伺いました。 

 

 要望だが、この地域は海岸沿いで裏山が急で人は登れない。車も上っていくと

ころがほとんどない。できればこの沢で高速道路に避難できるように車の乗り入

れだけでもできるようにしてほしい。 

 

 恐らくかなり難しいことだと思います。静内地区にできて、次は三石地区にで

きるのではないかと思います。ただし、逃げる場所について、高規格道路とは別

に整理しなければならないと思います。高規格道路は静内浦河間で以前から要望

していますが、全てを一度に要望しても予算がつかないため、一度三石地区当た

りで区切って要望に動いています。三石地区までの間は、計画として本当に載せ

て良いのかということを国で検討しています。検討に入るということは、間違い

なく三石地区まで延長するので、これから数年後に具体的な計画となって出てき

ます。避難の考え方としては、津波がきた時に上れるようにしてほしい、迂回で

きるようにしてほしいというのは、何らかの形により高規格道路以外でできない

のか考える必要があると思います。 

 

 昨年 7 月頃に町から要望事項の照会があり、連合自治会を通して提出したが、

いまだに返事がない。どのようになっているか。 

 旧静内第二中学校が避難所になっているが、夜間は鍵がかかっているが、どの
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自治会員Ｂ 

 

 

坂総務部長 

 

 

 

ように開錠できるのか。 

 

 自治会で要望を取りまとめていただいて提出いただいております。例年 5 月の

自治会長会議において各自治会に回答書を配付しているので、もう少しお待ちい

ただきたいと思います。 

 

 昨年のまちづくり懇談会の中でも同じ内容のご質問をいただきました。旧静内

第二中学校は鹿美健という業者に貸与しています。貸与期間は 3 年で来年までと

なっていますが現在も避難所に指定しています。避難所は町内に多数ありますが、

災害時にそれを全て解放するということではありません。津波の時には、海岸線

よりもより高く、より遠くに避難してほしいと思います。東日本大震災では、車

で避難されて津波に飲み込まれた方が多くいます。そこで静内市街地は徒歩で避

難してくださいと説明しています。東静内地区は、一旦は、川合、西川に行く道

道を使って車で避難していただく方法もあると思います。津波にもいろいろな種

類がありますが、想定しているのは地震が発生してから津波が到達するまでに 30

分の時間があります。この時間を有効に活用していただき、情報をすぐ得て行動

に出ていただく。数年前に神社に階段があるので利用してくださいと言ったら、

高齢者は上がれないと言われました。足腰が弱い方もおられますので、近所の方

と一緒に逃げていただきたい。 

 大雨時には、気象庁から役場に情報が入り、雨量や土砂災害についても危険地

帯が確認できるので、状況をみて避難所を設けます。昨年雨が強く降った際に職

員が浅野さんと連絡を取り合いながら現地を確認して相談させていただきまし

た。そのような状況で避難所を開設します。旧静内第二中学校を解放する場合は、

必ず職員がついて解放します。防災無線や携帯電話の緊急速報メールでお知らせ

します。 

 また、数年前に東静内地区で防災訓練を実施した際に、防災無線が聞こえづら

いという苦情があり、令和 4 年までにアナログ式からデジタル式に変更しなけれ

ばなりません。できれば令和 2、3年度で防災無線を整備したいと考えています。

防災無線はトランペットスピーカーで放送するもののほか、今までにない機能と

して登録をしていただくと防災無線で流れた内容が携帯電話に流れる仕組みにな

っています。携帯電話を持っていない方は、電話番号を事前に設定して災害時に

電話していただくと防災無線と同じ内容が流れる機能があります。 

 防災については、初期の行動や町は情報を住民の皆さんに早く伝えられるかと

いうことが大切だと思いますので、地域の皆さんもご協力をお願いします。 

 

 気が動転している時に電話をかけることはできない。防災無線がきちんと聞き

取れるようにしてほしい。それより早く高いところへ逃げた方が良い。 

 

 津波の時はどれだけ早く行動できるかが第一になります。東静内連合自治会に

は自主防災組織が設置されておりますので、地域の中でも話し合いをしていただ

きたいと思います。 

 また、町では全体の津波避難計画を作成しております。各自治会でもどのよう
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自治会員Ｈ 

 

 

 

 

 

 

岩渕総務部参事監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

な経路で津波浸水区域以外に逃げるかを作っている自治会があります。そのよう

なお話があれば職員が説明に伺います。 

 

旧静内第二中学校を避難所にする場合に職員が来て開けると言っていたが、橋

が決壊したなどの場合はどのようになるか。 

 

 土砂災害の危険がある場合は、町で河川の水位がどうなっているか見ることが

できます。また、気象庁とダイレクトに情報を入手できるルートがありますので、

状況を勘案しながら、そうなる前に行動させていただきたいと思います。 

 

 スクールバスの件でお願いだが、1年前に要望していた船入澗入口というバス停

の件で、登校時は国道の海側で 6、7人が乗車しているが、下校時は山側になるの

で横断歩道を渡らなければならない。以前の要望は叶わなかったということだが、

雪深い時に１年生はつなぎを着ているため、深い帽子をかぶっていて右も左も見

えていない状況である。春立方面から来たらカーブになっているため、通学路の

標識を建てるなど再度検討をお願いしたい。できれば、東静内駐在所から海側に

右折して市場で子どもたちを降ろすのが良いと思う。来年以降も児童の人数が増

える予定で、親御さんで毎日立ってくれる人もいる。 

 

 下校時にバスを降りて横断歩道を渡るので、スクールバスを安全な場所に停車

してほしいということですね。それが可能か不可能か、できない理由は何かとい

うことをもう一度確認しますので時間をいただきたいと思います。 

 

 国道沿いは光回線が入っているが、奥へは今のところ予定がない。携帯電話の

電波も 4Ｇですら受信しづらい環境で、若い人を雇用することや後継者などは光回

線やワイファイに慣れている。また、新規就農者を呼ぶためにはとても不便な環

境にあり、農業もＩＣＴを活用する時代になっていきている。5Ｇが出てきても電

波は悪いらしく、ますます環境が悪くなる。何か良いアイデアはないか。人を呼

び込むためにはインフラ整備も必要だと思う。 

 

 地域の方からはいろいろお話を伺っています。静内地区には大きな沢が 3 本と

三石地区には 2本あり、光回線はＮＴＴが所有するため毎年要望を上げています。

要望だけではなく、可能性を探るために地図や貼付戸数のほか、昨年暮れから今

年の初めにかけて豊畑、川合、西川、東別、西端地区方面にアンケート調査を実

施し、それを基に地域として光回線を必要としている要望事項もまとめて提出し

ております。 

 また、少しずつではありますが、西端地区から街の方に電波エリアが拡大して

います。光回線を実施するためには、電波塔やケーブルにつながる一つの回線の

契約者数が最低でも 50人から 100人必要です。地域ごとに 100世帯以上の方が住

んでいても、そのうち 6 割から 8 割程度の方からつなぐ意思がなければ、ＮＴＴ

も採算が取れないことになります。今回の事前アンケートも多いところで 40％で

した。契約件数が少ないと経営が成り立たないので難しい状況です。今後、光回
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大野町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

線を職場の中で使うことができれば働く方も増えると思います。現時点では契約

を予定する方が少ないので難しい状況です。今後もＮＴＴに情報提供しながら要

望していきます。 

 

 新冠町では 2 年かけて光回線を通す予定です。ＮＴＴが費用を全部出すのでは

なく、国の補助金を利用して町でも 12億円前後の費用を負担して実施します。当

町で実施すると 20億円以上の費用がかかり、その費用は借金になります。12月に

アンケート調査を実施して希望をまとめました。これから要望に行きますが、だ

めだった場合は我々が真剣に考えなければならない。町が 20億円以上の費用を負

担して全域で光回線になるかというと財政的に無理です。農業のＩＣＴや新規就

農などを考慮して地域の優先順位を付けながら将来的に進めていくことになると

思います。必要性は理解しています。昨年のまちづくり懇談会で小学生の女の子

に手紙をもらい、塾の勉強をインターネットでできる仕組みがあるが十分にでき

ない。塾に通える範囲であれば良いが、インターネットでやるしかないからお願

いしますと書いてありましたが、それに答えられていない。いずれにしても努力

したいと思います。 

閉会挨拶 大野町長 

 ありがとうございました。いろいろなご意見をいただきまして、皆さんの要望

に応えるような町政ができていないと思っていますが、今しばらくお待ちいただ

いて改革を進めながら少しずつ着実に町政を進めてまいりたいと思います。 

 特に病院や介護施設については、今よりも良いものを作るために頑張ります。

決して明日から病院や介護施設がどうなるということではございません。皆さん

のご意見を聞きながら、赤字があるため一刻も早く解消して、その予算を他の事

業に向けるなど改善しながらやっていきたいと思いますので今後ともご協力を賜

りたいと思います。 

 どうもありがとうございました。 

閉  会 20:43  終了 
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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 

 

開催日時 令和 2年 1月 20日（月）18:00 ～ 19:16 

会  場 観光情報センターぽっぽ 

自治会名 本町第 1自治会、本町第 2自治会、本町アカシア自治会、本町はまなす自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、 

酒井建設部長、木村農林水産部長、上田教育部長、渡辺医療介護対策室主幹、 

柴田企画課長、村岡企画課主幹 14人 

【自治会側】 

12人（男性 9人、女性 3人）のほか町議会議員 1人、報道 1人 

 

≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 柴田企画課長 18:00～ 

自治会長挨拶 本町第 2自治会長 

 皆さん、お晩でございます。 

今日は年１回のまちづくり懇談会で忌憚のないご意見をお願いしたいと思いま

す。 

平素より町長をはじめ町職員の方々には、行政並びに町民の代わりにご尽力い

ただきましてありがとうございます。 

昨年、消費税率が上がりまして、経済的にも大変になると思いますが、皆さん

にご尽力をいただきまして、町民が幸せに暮らせるようによろしくお願いします。 

今日はよろしくお願いします。 

町長挨拶 大野町長 

 お晩でございます。 

 年に１度ということでお集まりいただきまして誠にありがとうございます。 

 今年の正月に家の中から外を見ていると春が来ているのかという日差しで、外

に出ると風が冷たいのですが、今朝少し雪も降りましたけれどもすぐに溶けてし

まいました。こういう年はもしかしたら災害が来るのかという気がしないわけで

もありません。当町は、決して災害に強い町ではないものですから、皆さまに支

えられながら役場としてもできる限りのことをしながら対応していきたいと思い

ます。 

 今日は私どもから 3 点の説明がありますけれども、その他に懇談テーマもいた

だいていますので、ざっくばらんにご意見を聞かせていただきたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

職員紹介 柴田企画課長 
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資料説明 
坂総務部長 

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

質  疑 

自治会長 

 

 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会長 

 

 

 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

 

自治会長 

 

 

 歌笛診療所が今年か来年に無くなると三石地区の町民から聞いている。いつ歌

笛診療所が無くなるのか、三石国保病院が外来だけになるのか、年度だけでも聞

かせていただきたい。経費がたくさんかかっていることはわかるが、町民は不安

である。 

 

 先ほど説明させていただいた介護施設と病院については、決定したものではご

ざいません。我々は町の考え方として方向を示させてお話しさせていただいたの

で、実施するにしても相当たくさんの課題が伴います。その課題を解決して最終

的に廃止などをするのかということでございます。今後皆さんの意見をお聞きし

ながら最終的に実行計画を策定させていただきますが、その中で時期もお示しし

たいと思っていますし、実際に廃止などをするということもその計画で決定する

と考えています。三石国保病院は、病院を無くす考えはなく、入院の部分だけを

廃止させていただき、外来の機能を他の診療科目を含めて充実させることを考え

ています。歌笛診療所は、基本的には廃止という考え方を持っています。現在、

歌笛診療所は、初診を受けない体制になっておりまして、三石国保病院を受診し

た方が予約制で 2週間後に受診する仕組みになっており、2週間に一度しか開設し

ていない状況です。それが地域の病院にとってプラスになるかということもあり

ますので、それらを含めてもう一度皆さんに意見を聞いて最終的な決定をしてい

きたいと考えております。来年、再来年に廃止ということは考えていません。 

 

何年も先延ばしすると赤字が増えるのではないか。早く議会と協議して進めて

ほしい。町立静内病院は赤字だということは町民もわかっている。先延ばしする

と取り返しのつかない借金になるのではないかと心配している。人件費を減らし

て赤字を解消していく構想でやらないと新ひだか町が無くなる。よく考えてほし

い。 

 

 できる限り早期に決定したいと思うが、今後、医療と介護は確実に確保してい

かなければならない部分だと思いますので、単純にやめることは難しいと思って

います。それ以外にも町全体として他のもので削減できるものがあるのであれば、

それらも含めて検討させていただきたい。時間をかけることはしませんので、で

きるだけ早い時期に答えを出させていただく考えです。 

 

 使用料・手数料の見直しについて、サークルが 1 回 200 円だったものがいつか

ら 1回 500円になったのか。更に見直しをかけるのか。 
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坂総務部長 

 

 

 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

自治会長 

 

坂総務部長 

 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

坂総務部長 

 

 

 

 

 1回 500円は変更ありませんが、冬期間は暖房料がかかっていますので、その分

はいただきたいと考えています。 

 時間の区分は、例えば会議等で 11 時から 14 時まで借りたい場合は、これまで

午前の区分と午後の区分の料金をいただいていましたが、時間単位にすることに

よって借りやすくするため、これまでの午前・午後・夜間の単位を時間単位にし

て使いやすいものにしたいというものです。 

 

 サークル活動の 500 円は変えていないです。冬場は暖房を入れるため、暖房料

を別途徴収させていただきたいというお願いです。使い方に変更はありません。 

 

4年ごとに見直しをかけるのか。 

 

 施設を使うことや役務の提供は、受益者負担が原則です。実際にかかった経費

を基に算出しています。急激に上昇するものは、その料金にすることは難しいた

め、政策的に一定の割合で抑えています。 

また、定期的に見直しを行わないと大幅に料金が変わってしまうため、町長や

議員の任期中に１回は見直しを行うことで考えています。 

 

使用料で上限額の 1.2倍についても 4年ごとに見直しを行うのか。 

 

当初、町では、既存の料金が千円以上と以下に分けて考え、千円以下のものは

1.3倍も考えましたが 1.2倍で改定させていただきます。 

4年後は、この 4年間で算定し直して、改めて町民の皆さんにも説明しながら進

めたい。 

懇談希望テーマ 

 

自治会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

 

①静内産業裏の土盛りについて 

②河川の草刈りについて 

昨年の台風の時に苫小牧市や浦河町で被害があり、幸い新ひだか町は被害が少なか

ったが、古川の静内産業の裏に水が出たときに 30センチメートル程度の土のうを積ん

でいただき助かった。しかし、数週間後に土のうが片付けられていた。また雨が降っ

たら古川が増水するのではないかと思う。再度土のうを積まないと心配だ。一度実施

したらそれで済むのでないかと思う。 

 昨年要望した本町の川の草についてお願いしていたが、草刈りをしていただいたの

は大変嬉しいが、時期が 10月頃だったと思う。以前水が出た場所や昔は牧草畑だった

ところは土地が低いために水がたまり冠水する場所があるため、雨の時期になる前に

草刈りをお願いしたい。 

 

 旧真沼津川の草刈りについて、一昨年の自治会要望にもありまして、町で発注する

準備をする中で、業者が決まらなくて着手が遅れたことは申し訳なく思っています。

今年の反省を踏まえて、来年は雨の時期の前に一回目の草刈りを実施し、お盆前後に

二回目を実施することで計画しています。自治会でお手伝いをしていただきましてあ

りがとうございました。 
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自治会長 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

 

自治会長 

 

 

大野町長 

 2 点目に静内産業裏の土のうが撤去された件については古川を管理している北海道

が雨に時期を見計らって 8 月に土のうを積み、10 月頃に撤去しました。1 年以上置き

っぱなしにすると路面の水はけが悪くなり凍ってしまったりするため撤去させてもら

いました。今年も雨の時期がきたら北海道において同様に設置する約束をしています。

ただし、地域で希望があれば、町も北海道と協議しながら年中置くことで対応が可能

だと思っています。 

 

 その他に川が増水したら静宝中通りで下水道の臭いがする。桜の時期になれば観光

客もくるので何とかならないか。 

 

 コンクリート蓋の側溝があるが、清掃を年１回汚れているところを実施しているが、

静宝通りには鉄のすきまがあるものから臭いが上がってくるのかもしれませんが、状

況を見ながら清掃する計画を立てていますのでご理解願います。 

 

③駅の跡について 

 駅も列車が通らなくなり、人が集まるところが無くなっているため、道の駅な

ど人が集まるような施設が駅の近くにあると良いと思う。 

 

 この町に限ったことではないですが、時代に合わせたものができるかどうかだ

と思います。一人でできなくても仲間と一緒にできないかなど考えることも必要

だと思います。当町では、まちゼミというものも実施されていますが、商売につ

ながるかということは別にして、交流することが近い将来に違う動きになってく

るのではないかと思います。新たな取り組みなどができてきているので、その芽

を大きくしていければ良いと思います。 

意見交換 

自治会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

自治会長 

 

 

 本町はまなす自治会は世帯数が 72戸である。公営住宅使用料は収入に応じて決

定されているが、廊下の電気料などの共益費は 1 か月当たり１戸当たり 1,000 円

である。当初は、町で共益費の徴収や決算を行っていたが、現在は自治会の 4 人

で行っており、町では年間１人につき 4万円、合計 16万円を支払っている。共益

費を支払わない人もいるため徴収員のなり手がいなく自治会で苦労している。そ

のため自治会としてはこの業務を町で実施してほしい。電球交換などのために 1

人だけ委託し 3人を削ることでどうか。町の予算を年間 12万円と自治会への交付

金 19万 7,800円が削減できる。 

また、共益費を住宅料と一緒に徴収してもらえないか。駐車場の料金は町で徴

収しているため、4月から同じようにしてほしい。 

 

 高層の公営住宅は、町で管理人を定めて少ない手当ではありますがお願いしていま

す。他の団地でも同様に実施しているため、持ち帰って検討し、改めて説明させてい

ただきたいと思います。 

 

 本町の道路が完成して喜ばしいと思っている。しかし、通行する車がスピードを出

して走っている。2年前から速度制限の看板がないため 40キロメートルに制限にして
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米田住民福祉部長 

 

 

自治会長 

 

 

本庄副町長 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

柴田企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会長 

 

木村農林水産部長 

 

自治会長 

 

柴田企画課長 

 

 

 

 

 

 

ほしいとお願いしている。また、目が不自由な方のために点字が付いており、低い縁

石になっているため、昨年から事故が起きないうちに横断歩道の設置を要望していま

すので検討をお願いしたい。 

 

 横断歩道については、生活環境課で担当していますので、確認して後日伺いたいと

思います。 

 

 その道路の木が邪魔になっていて、駐車場から出る際に見づらい。低く切るか、抜

いてほしい。 

 

 速度制限の件と街路樹の件と横断歩道の件については、職員を現地に行かせますの

でお待ちいただきたい。 

 

 ＪＲ日高線について、2月頃に町民から意見を聞くことを考えていると思うが、その

時期とどのように進めていくのかお知らせいただきたい。 

 

 11 月にＪＲ日高線全線をバス転換にする方向で、正式にＪＲ北海道と協議に入るこ

とを新聞報道等でお聞きになっていると思いますが、それに向けて具体的にＪＲ北海

道にどういうことを求めて行くのかを整理しています。また、町として考えているこ

とを町議会議員の皆さんからご意見をお受けして、2月中に協議の素案を作成し、その

後静内地区と三石地区の 2 会場を設けて、その内容を町民の皆さんにお話しして要望

をいただきたいと考えています。最終的には町長が決断してＪＲ北海道との協議に臨

むことになります。また、3月上旬にはＪＲ北海道との正式協議を行い。3月町を目途

に一定の結論を出していくことで進めています。我々が望んだことが全て了承されれ

ば合意となりますが、そう行かないことが多いと思います。そこでどう折り合いを付

けていく協議期間が必要になると思います。 

 

 西川の養豚場へ行く道路が舗装になったが、農業関係の道路か。 

 

 場所がわからないので、後日確認して連絡します。 

 

 バス転換になった際に静内地区のバス停はどのようになるか。 

 

 具体的には決定していませんが、長距離路線は多くのバス停に停車すると到着時間

が遅くなるため、場所を絞りたいと考えています。一方、地域内を移動する路線は現

状のバス停を維持しながら利用しやすい路線を組むことで進めています。町でバスの

停車する場所として考えている場所は、静内駅はバスターミナルとして存続すること

で議会と協議しています。三石地区でもターミナルを設けて路線ごとに考えていかな

ければなりません。また、管内 7 町あるため、当町だけ多く設定することもできない

ため、他町と協議を行いたい。 

閉会挨拶 大野町長 

 ありがとうございました。 
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 今回のまちづくり懇談会では、病院と介護の件について、そんなに時間がある

のか、早くやってほしいというご意見がありました。利用されている方などいろ

いろな方がおりますので、丁寧に説明しながら今よりも良くなるような方法を模

索していきたいと思います。あまり時間を置きますと本体がぐらついてきますの

で、4月 1日から全面的に実施するということではありませんので、形ができまし

たら皆さんにお知らせしますし、調整しながら進めてまいりたいと思います。 

 本日はありがとうございました。 

閉  会 19:16  終了 
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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 1月 22日（水）18:00 ～ 19:44 

会  場 東別生活センター 

自治会名 東別連合自治会、西端連合自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、 

酒井建設部長、木村農林水産部長、上田教育部長、木村地域振興部長 

渡辺医療介護対策室主幹、柴田企画課長、村岡企画課主幹 15人 

【自治会側】 

19人（男性 17人、女性 2人）のほか町議会議員 5人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 柴田企画課長 18:00～ 

自治会長挨拶 西端連合自治会長 
 明けましておめでとうございます。 
 夜分遅くで職員の方には申し訳ありませんが、たくさんの方々にお出でいただきあ

りがとうございます。 
 今日は、町を良くするための懇談会でございますので、いろいろとお話ししたい方

がたくさん来ておりますので、忌憚のない意見をお願いしたいと思います。 
 町では、要望してもできないこともあると思いますけれども、なるべく実施してい

ただきたいと思います。 
 最後までよろしくお願いします。 

町長挨拶 大野町長 

 お晩でございます。 

今日はせっかくの機会ですので、皆さんから常日頃思われていることやご意見を

いただきたいと思います。 

 今朝の新聞の日高版に東静内地区のまちづくり懇談会においての私のコメント

が出ていましたが、あのようなことは言っておりません。三石地区の総合町民セ

ンターを否定したかのようなコメントが出ていますけれども誤報ですので、担当

者から新聞社に申し入れをしているところです。私が言ったことは、できたもの

を前に進むうえできちんと皆さんで利用しましょうと言っただけでありまして、

造ったことが良い、悪いと言っている訳ではありません。皆さんにご理解をいた

だきたいと思います。 

 今日は、ざっくばらんに意見交換を行いたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

職員紹介 柴田企画課長 
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資料説明 坂総務部長 

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

質  疑 

連合自治会長 

 

 

 手数料の見直しや介護と病院の件で町が進めようとしていることは、今始まっ

た問題ではなくて、どこで踏み込んで実施するかというタイミングだったと思う。

農業をやっている立場から考えると農協の合併問題があり同じだと思う。どれだ

け気持ちを込めて踏み込むか。これは苦しくなってきたらどこかでやらなければ

ならないことだ。これを次の世代に引き伸ばして行くのではなく、今の段階でで

きるのであればやった方が良いと思う。 

懇談希望テーマ 

連合自治会長 

 

 

 

 

 

 

連合自治会長 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連合自治会長 

 

 

 

 

藤沢健康生活部 

①病院を含めた福祉施策全般について 

 広報にも詳しく掲載されていたが、それ以前にテーマとしてお願いしていた。

今日の説明を聞き、自治会の立場で考えてもやらざるを得ない状況になってきた

と思う。これから若い人たちが親をどうしていくかという年代であり、これは大

きな問題で皆さんに意見を聞くとたくさん出ると思う。できないことを今後どう

していくか方向を決めて、これからは利用する住民も大変だが、当然応分の負担

は必要な時代になってくると思う。そうしなければサービスの限界がくる。 

 

 介護サービスを民間に委託するとなれば、金額が相当違うのか。職員が多すぎ

てお金がかかっているのか。 

 

 デイサービスの職員数は実際に不足していて、定員まで受け入れができていな

いのが実情です。民間になると人の確保について行政が運営するよりも効率的に

人を集めることができると思っています。また、お金の関係は、公務員であるた

め民間業者と比べると給料が高い部分があります。その部分が今後抑制されてい

くことで赤字になっている部分は削減されるものと思っています。 

 一番大事なところの運営の方法ですが、行政が運営するときちんとルールを守

ります。それが行政の良いところで、町民にとって安心・安全というところがあ

ると思いますが、民間はその部分も含めてもっと効率的で自由に運営するノウハ

ウをお持ちのところが多いので、どこの業者が入るかということがありますが、

利用する方にとってプラスになる部分があるものと考え委託を進めていきたいと

考えております。 

 

 先日、下川議員から事業の話を聞く機会があり、入所者が 70人に対して職員が

100人必要だということだった。民間に委託する場合には地元でやってくれる企業

がいるかどうか。大きな企業がきてもらえば良いと思う。実際にはどこでも人手

不足で小さな企業は倒産しているため、難しい問題だと思う。 

 

受け入れ業者の件は、地元では難しいと思っています。50人から 60人の定員の
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参事監 

 

 

 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連合自治会長 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

連合自治会長 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

ところであれば、他町では社会福祉協議会に運営していただいているとことが多

いのですが、静寿園は 120人、蓬莱荘は 50人で、民間でも運営しているところが

少ない状況です。基本的には、大きな施設を運営しているところにお願いしたい

と考えております。民間はいろいろなノウハウを持っていますので、それを活用

してできるだけ人員と経費を削減し、入居者にとって良質な介護をしていただき

たいと考えています。 

 

人口推計では、2025年まで高齢者は増えます。2025年までは今の体制を無くす

ことができません。安心・安全を保持していくために何らかの運営をしなければ

なりません。民間のノウハウでどのような運営をしているかを調査し話を聞かせ

てもらっています。加算の取り方や稼働率の作り方など、プロの話が聞けて町で

運営するよりもっと効率的なやり方がたくさんあるようです。民間のノウハウを

活用できるところがあるのであれば利用させていただいて、改善していくしか方

法がないと思います。 

病院は、合併時から三石地区には三石国保病院以外の診療所が無いため、病院

を無くすことはできません。入院病床は、42床のうち 20床程度しか埋まらない状

況が続いており、入院病床だけでも 1 億円以上の赤字が出ている現状です。町立

静内病院も満床になっていませんので、ベッド数を合わせることによってある程

度の稼働率が確保されるやり方をせざるを得ない状況で、これから人口も減って

くるので、病気になる人の数が増えることは考えづらい。そうなるとそこも集約

しなければ継続的な運営は難しい。あれば良いという施設等はたくさんあります。

私たちも無くせば良いと思っているわけではありませんが、なければならないも

のを存続するためには何か我慢してもらわなければならないのが現状です。病院

も満床で入院しているのにそれを無くすという乱暴なことをするのではなくて、

きちんと集約できる体制を整えて進めていきたいと考えています。 

 

 町民が現状をもっと知らなければ理解できない。理解できたら仕方ないと言う

と思う。 

 

三石地区に病院が無くなるという誤った情報があり、非常に困っています。住

民の方が聞く耳を持たない状況になってしまう。説明を続けてご理解いただくし

か方法が無いと思います。なければならないものは絶対無くなさいと思って行政

を進めているので、話をしながら理解していただくしかないと思っています。 

 

 入院病棟を廃止すれば職員も減ると思うが、医師も減るのか。 

 

 財政難をクローズアップしてお話ししていますが、医療従事者が不足している

問題もあります。病棟を集約すると看護師が必要なくなります。慢性的に看護師

が不足していますので、町立静内病院にその分が回って充足され、薬剤師や管理

栄養士の必要がなくなり人的なメリットもあります。 

 また、病棟が無くなると夜間勤務が無くなり、救急体制をどうするか、診療所

も無くなるとすれば、往診型のものが出てくるなど、無くなるもののカバーリン



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

連合自治会長 

 

 

本庄副町長 

 

 

連合自治会長 

 

 

連合自治会長 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

 

 

連合自治会長 

 

本庄副町長 

 

 

連合自治会長 

 

 

 

坂総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

グができるような、全てを無くすということではなく、どうしたら不安が消える

のか検討を続けています。これは決定事項ではなく、皆さんと協議して意見を聞

き入れながら、一番良い形で実施に踏み切るということを考えていますので、ど

んな不安があるか、救急の際はどうすれば良いかなどいろいろな不安が出てくる

と思います。 

 

 これを進める中において、在宅介護が増えてくると思う。そのときに往診型が

必要になるのか。 

 

 国の方針はそうなっていますが、帰る家が無い人もいます。町村では全部を一

律にやることは難しいと考えています。 

 

 静内地区の町中には医者がたくさんいる。その方たちが三石地区の往診をする

のはかなり難しいと思う。 

 

 山田クリニックは、三石地区の往診に来ていただいている。 

 

 町立病院も含めて、医者の確保の問題になってくると思います。三石国保病院

は医師が高齢化しており、医師が欠けたときの補充ができていません。来てくれ

る医師がいないため医師確保対策も課題です。65 歳で定年になったときに嘱託職

員になり年俸を下げていますが、1人欠けたら運営が非常に厳しくなります。往診

型にすると外来診療が弱くなるため、医師の数の確保をしなければなりません。

制限がたくさんあって、看護師も 1 週間の泊りの回数が決められており、守らな

いとペナルティがあります。 

 

 三石地区の連合自治会長会議の中で、医師の確保や情報提供をお願いされた。 

 

 身内や知り合いで医療従事者がいればご紹介いただきたいという趣旨です。 

 

②東別生活センター・西端生活館の今後のあり方について 

 平成 29年に説明会があり、東別生活センターは存続して西端生活館は廃止する

ことで西端地区と話合いを持った経過があると思うが、どの程度まで進んでいる

のか。 

 

 町内全体の施設がかなり多く将来的に施設を存続していけないため、平成 29年

10 月に東別・西端地区だけではなく、地域ごとに将来的に残す施設と古くなった

施設は統廃合させていただきたいと説明をさせていただきました。その後地域と

も何度か意見交換をさせていただきました。 

 町の考え方としては、東別地区と西端地区には東別生活センターと西端生活館、

休止中の東別生活館があり、統廃合して東別生活センターに集中させたいという

考え方は現在も変わっていません。両連合自治会会長とも協議して、東別地区は

概ね了承いただきましたが、西端地区は施設をコンパクトにしても良いから改修
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ではなく、新築で考えられないかというお話もいただいております。新築という

考え方もありますが、町内には 65の施設があり、コンパクトにしても全てを新た

なものにすることは財源的にも厳しいものがあります。 

 また、昭和 56年に現在の耐震基準になっており、西端生活館は昭和 44年建設、

東別生活センターは耐震基準と同じ昭和 56年建設であり、地域との合意を目指し

て協議をしている状況です。 

 

 どの程度話が進んでいるのか。 

 

 西端地区の自治会とは、最終的な合意まで行っていません。もう少しコンパク

トで新築したいという要望です。 

 

 東別生活センターは奥まっていて入りづらいため、前側に造ったら良いという

ことだった。昨年暮れに役場の担当者が来て、当時は改築や新築する場合は別な

資金だったが、今度は補助率が高いアイヌ資金を使い、できれば改修ではなくて、

新築でも規模の小さいものにすれば良いのではないか。 

 

 全国的にもこのような施設が多く、統廃合するための起債、いわゆる借金の制

度が数年前に作られました。これまでは、廃止についても一般財源で解体しなけ

ればならなかったのですが、起債が借りられる制度や新たな交付金ができて改修

などにも利用できることになっています。ただし、交付金の財源については、好

きなだけ使えるものではありません。今年度は鳧舞地区を先行して進めており、

生活改善センターを改修して鳧舞生活館と美野和生活館を解体します。解体も交

付金の対象となるため実施しています。新築となると金額が大きくなりますし、

交付金の使途が生活館の改修だけに使っていくということではないのでご理解を

いただきたいと思います。町内の施設を全て新築するとなるとそれなりに金額が

かかりますし、この制度はいくらでも良いというものではないので、改修で対応

できるものについては改修で進めさせていただきたいと思います。 

 

会長として自治会の意見を集約すると合併町の中央に位置するため、年配の方

で一緒にやることが嫌だという人がいる。総会でも話をしているがまとめるのが

難しい。 

 

 新たな交付金について、新ひだか町にどのくらいの財源がくるのか。 

 

 アイヌ政策交付金という交付金ですが、国から 8割、残りの 2割のうち 2分の 1

が交付税で措置されます。 

 

 総額でどのくらいの予算なのか。 

 

令和元年度は全国枠で 10億円の予算が付いています。国会審議がこれから始ま

りますが、令和 2年度の予算は 20億円です。生活館の改修に使うというよりは、
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メニューに無いところを狙いながら予算をつけていただいています。基本的には

アイヌ文化をどうやって発信するかというものであり、アイヌの方が居住してい

ない地区でも使えます。実際に本州でも令和元年度の予算で１か所使っています。

これが全国的に広まっていくと 20億円はすぐに無くなってしまいます。そうなる

と今まであったものを長寿命化して使いましょうというのが世の中の流れですか

ら、新しく造るものと長く使えるところは長く使いましょうということになるの

で、ますます難しくなります。令和 2 年度の予算で生活館を建てるとなったとき

に予算がつくのは難しい状況です。 

 

西端地区では、できれば西端生活館を新しく建ててもらえればうまくいきそう

だ。西端生活館を廃止して東別生活センターを改修する場合と、西端生活館を廃

止して東別生活センターを新築して既存の建物を解体する場合の予算的な違いは

どのくらいあるのか。 

 

近年は建築費が高騰しています。コンパクトにする場合でも大きさによります

が 1 億円は下らないと思います。内容にもよりますが、改修ではそれ以下で実施

できると思います。 

 

 鳧舞生活館と美野和生活館の解体が広報に出ていたが、西端生活館はいずれに

しても解体になりるが、新しい交付金ではどうなるか。 

 

 先ほど説明した内容で事業が進むとすれば、西端生活館と休止している東別生

活館の解体は交付金の対象になると思います。また、東別生活センターの改修後

に生活館に名称変更させていただくことで交付金の対象になると思います。今年

度実施している鳧舞地区においても、鳧舞生活改善センターという名称でしたが、

改修後には鳧舞生活館という名称に変更させていただき、交付金の対象となるよ

うに事業を進めています。 

 

 東別生活センターを新築する場合には解体しなければならない。元は生活館で

はないが解体費用は交付金の対象になるのか。 

 

 東別生活センターの名称では厳しいと思います。 

 

 生活館はアイヌ事業を使って建てました。解体する場合は、今まであった機能

を新しい施設に持っていき生活館という名称にするため、解体する費用も対象と

なります。アイヌ事業のお金が入っていない施設は、実費で解体しなさいと言わ

れます。 

 

 鳧舞地区や美野和地区は施設の規模が小さいが、東別生活センターを解体する

となれば金額が大きくなる。交付金を使って、最終的に 1 割負担だとしても解体

費用が相当かかるため財政的には厳しいと思う。町民としては、新しい施設が建

良いが、財政的なことを考えたらどうなのかと思う。西端生活館を廃止し、春立
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まで行くとなれば問題があるが、すぐ目の前に施設があるため、東別連合自治会

としては東別西端生活館でも良いと思う。東西きずな会や東西青年部もあるので

東西生活館でも良いと思う。それでその方の気持ちがいくらか改善されるのであ

れば良いと思う。そのために少しでも早い段階から良い施設で利用させてもらい、

両自治会がますます 1 か所に集まり交流を深められるのであれば、東別連合自治

会としては良いと思う。 

 

総会では、新築ではなく改修することで皆さんに伝えているので心配はない。

東別地区が良いというのであればそれで良いと思う。 

 

 もう 3年になり、いつまで経っても合意ができないため、この辺で決めて、3月

31日までに結論を出したい。 

 

 両自治会である程度ご了解をいただけるということですが、町の考え方を全て

押し付けるのではなく、地域の方のご了解をいただいき進めるよう指示を受けて

います。皆さんにご了解いただき、改修する場合の具体的なご相談に入っていき

たいと思います。 

 

 できれば、令和 4年には実施してもらいたい。 

 

 現在、重点地区として鳧舞地区などいくつかの地区で進めています。既存の施

設が民有地を借りて立っている施設や老朽化が著しい施設など順番を決めてお

り、来年も別な地区で進めたいと考えています。町としては、今年度中に方向性

を決定し、来年度は具体的な中身を決定して、その後に実施できれば良いと思っ

ています。議員の皆さんにも相談しながら進めていきたいと思います。 

意見交換 

連合自治会長 

 

 

 

 

 

 

 

柴田企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 光回線は、昨年もまちづくり懇談会でお願いし、昨年 11月に町も具体的な動き

を取っていただいた。東別地区では、光回線の導入について 30戸程度希望してい

た。予算的なこともあると思うが、町もいろいろなことを模索しながらやってい

ただいている。自治会の中でも詳しい方がＮＴＴ東日本と連絡を取っている。自

治会で光回線の仮予約について再度希望者を募り、町を経由しＮＴＴに提出して

もらった。自治会で署名したものでは受け入れてはもらえないのか。町でも提出

してもらえないか。改めて自治会でも仮予約書に署名することで進めている。 

  

 昨年も光回線についてお話をいただき、地域の方に実情を伺いました。動画配

信などを利用されている方が多くおられ、光回線を引くことがベストだと考えま

す。それには費用がかかるため、第 1 義的にはＮＴＴに実施していただきたいの

ですが、東別・西端地区に限らず町内 2,100 世帯程度が利用できていないため、

そのエリアの解消方法を検討しています。西端・延出地区の一部で受信エリアが

延びてきました。我々が聞いている範囲では、基地局には限界があり、おそらく

三石市街地または本桐地区から電波がきていると思います。 

東別地区は、春立局の改修が必要だと聞いておりますが、自治会からの要望だ
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けではあまり効果がないと思います。提案のありましたこれだけ利用したいとい

う数字を出すことができれば、要望の受け取り方も変わってきますし、事業とし

て採算が採れるかも含めて計算すると思いますので、大きな効果があると考えま

す。取りまとめが終わりましたら町に提出していただき、町とＮＴＴとの協議す

る場を設けることができると思いますのでよろしくお願いします。 

 

 毎年出されている課題ですが、昨日の新聞に新しい 5Ｇの国の補助金のことが出

ていました。官庁速報という行政新聞にも過疎債の特別枠の財源措置が出ていま

した。町が施行した場合の財源措置が明らかになってきて、昨年は規模などの話

しかできないという状況でしたが、国の財源的部分が出てきています。ＮＴＴ東

日本もかなり内密に進めているようですが、エリア制限の場所をカバーリングし

ていく動きが見えています。光回線は必要であることは誰しも認識していて、Ｎ

ＴＴがどこまで実施するのか、敷設されない地区をどうするのか、枝をどのよう

にするのかなど具体的な協議をさせていただき、明るい見通しになってきたため、

内部で情報共有しながらまたご相談させていただきたいと思います。 

 

 仮申込書を自治会でまとめた場合、町として受けてもらえるのか。 

 

 受けさせていただきます。 

 

 個人的にＮＴＴ東日本に問い合せた。ＮＴＴは 2024年までに皆さんが使えるよ

うにすることが目標らしい。どのような場所が優先的に実施されているか確認し

たが、採算性のこともあり、声が大きいところと話をされていた。 

 

 申込書がまとまりましたら提出いただきたいと思います。 

 また、先般、アンケート調査を行った結果、東別地区は世帯数から計算すると 7

割で、新ひだか町全体にすると残念ながら 23％程度の方が使いたいという状況で

す。施策の判断は難しいですが、そういう基盤がないとできないことがたくさん

増えてくることが予想されますので、我々としてはＮＴＴが全域を整備してくれ

ればベストだと思っています。それが叶わないとすれば、有利な制度を使って実

施する方向を探したいと思いますのでご理解いただきたいと思います。 

 

介護サービスの件で、長年ご夫婦で介護の仕事をしてきて、ここで就農された

方がいるのでご意見をいただきたい。 

 

 病院が両地区にあるが、民間の力を借りるということであれば、個々の病院を

町で集約できるようなことができないのか。 

 新規就農でこちらにきた際に町立病院に行き、診療科がたくさんある中で実施

している科が少なかった。そこで個人病院を数か所行ったが、まとまって診療が

できれば良いと思った。集約することによって、お客さんをしっかり確保できる

のではないか。 
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 町民から見るとそうあるべきだと思います。しかし、過去の経過は逆であり、

町立病院の役割は、民間では採算のとれない診療科目ははずしてしまうため、赤

字とわかっていても診療科目が無いものはできる限り町立病院が確保していく立

ち位置になっています。個人病院ができると町が赤字覚悟で派遣医をお願いして

運営しているとバッティングします。個人病院を入れてしまえば良いのではない

かという発想は素晴らしいと思います。しかし、現実には個人病院は個々に経営

方針を持っていて、個人でもやっていくという立て方をしています。お客さんの

取り合いをしないために町はやめる方向に進めます。町としては、住民の方が希

望の診療科に通えるような仕組みができれば、できる限り取り合いをしたくない

というのが考え方です。最低限、地域内で一次医療を確保したいというのが大前

提にありますので、ご意見のあったようにはなっていないのが現状です。 

 

 民間委託することにより町職員が減った場合、現在働いている職場では町で職

員を確保させられるのか。町財政がひっ迫している中で仕事が無くなり町外に出

ていってしまう方がいるのではないか。 

 

 できる限り働いている方の選択にお任せしています。担当者が何度か個人ヒア

リングを行い、選択肢として提案しながら協議を続けています。 

 

 小児科は医者が少ないと聞いている。 

 

 小児科医は診療報酬が安いため、赤字の診療科目であり、民間でも開業してい

ただけない。医者が少なく、思うようにいっていません。 

 

 新ひだか町になって 10年以上経過したが、自治会報奨金は旧三石町と旧静内町

では大きな違いがある。統一してはどうか。 

 

 合併前は基準が異なっていたので、合併した 2、3年後に基準を改正し、面積な

どで計算する部分に違いはありますが基本的な部分は合わせています。三石地区

には連合自治会組織があるため、その活動にも報奨金を出しています。基本的な

考え方の部分は統一しています。 

 

 東別地区には三つの自治会があるため、連合自治会制度にしている。活動その

ものは全く同じであるが、報奨金は極端に違いがある。静内地区には連合自治会

組織はあるのか。 

 

 静内地区に連合自治会組織はありませんが、東静内地区では町内会がいくつか

あり、名称が東静内連合自治会となっております。市街地は会員数が多いのです

が、連合組織はありません。自治会同士で交流などを行っていることは聞いてお

ります。 

 

 一度実態を見ていただきたい。 
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連合自治会長 

 

坂総務部長 

 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

連合自治会長 

 

本庄副町長 

 

 

連合自治会長 

 

 

坂総務部長 

 

 

連合自治会長 

 

柴田企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連合自治会長 

 

 

柴田企画課長 

 

静内地区も連合自治会組織を作れば良いが、できないのではないか。 

 

 合併後に静内地区において自治会にアンケート調査を実施しました。連合自治

会という考え方を持った自治会はほぼありませんでした。過去の経過があり自治

会活動を行っているため、今のままの方が良いというご意見が大勢を占めていま

した。 

 

 自治会に対する考え方が違います。静内地区はマンションなどが多いため自治

会への加入率が半分程度です。三石地区は 100％近くの方が加入しています。 

 

 何事に対しても平準化しなければならない。 

 

 地域の意見を集約するということでは、連合自治会はやりやすい。静内地区で

も連合組織ができれば良いが難しい。 

 

 施設の統合による改修は、3月までである程度方針を決めて、なるべく早く進め

てほしい。 

 

 本日、両会長の力強いご意見をいただきましたので、そのような方向で進めさ

せていただきます。 

 

 ＪＲ日高線がバス転換することに決定されて、路線等はどのように進めるのか。 

 

昨年 11月に日高管内 7町の町長会議の中で、全線バス転換に向けて正式にＪＲ

北海道と協議を進めることで決定しました。今後、路線も含めて具体的な協議に

入りますが、7町共通の事項と各町それぞれの事項とがあり、7町それぞれがＪＲ

北海道へどのようなことを求めていくのか、これを実施していただければ廃線に

合意しますという要望を整理しています。 

先般、議会とは協議させていただき、2月中に両地区それぞれで説明会を設けて

町の考え方を説明し、町民の皆さんからのご意見、ご要望、アイデアなどをいた

だき、それを踏まえて新ひだか町としてこの内容でＪＲ北海道と協議していきた

いというものを 2 月末までにまとめたいと考えています。その後、正式にＪＲ北

海道に提案し、全ての要望を聞き入れてもらえれば廃線に異論なしとなって行く

のですが、受け入れてもらえないものの出てくると想定しています。その結果の

折り合いが付き、かつ、7町全ての要望を聞き入れてもらえれば正式に廃線になる

と思います。それが整うまでは廃線に向けた協議を続けていきます。 

 

 この地域には東別駅があるので、自治会や住民に意見を聞いてもらい反映して

ほしい。 

 

 札幌市や新千歳空港、苫小牧市に向かう長距離路線は、えりも町が始発になり
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停車場所を少なくしなければ時間がかかるため、ある程度集約する考え方をもっ

ています。一方、学生が通学に使用するものについては、現状を見ながら大きな

影響が出ないよう模索していきます。当町だけの考えだけでは進まないこともあ

りますので、7町の意見を踏まえて検討したいと思います。 

閉会挨拶 大野町長 

 本当に今日は来て良かったと思います。この建物の決着がつき本当にありがと

うございました。どのような内容で改修するかをご相談しながら良いものを造っ

ていきたいと思います。 

 病院と介護の件は今後進めていきますが、いろいろなものが世の中に合わせて

形を変えていかなければならない時代は既に来ていまして、町民の皆さんにどの

程度の負担を強いることになるのか、あるいは、今よりも良い方法になるのだけ

れども、こういうものは無くなってしまいますというものもありますし、民間に

お願いしてもっと良いサービスをしてもらうために、行政機関がもっと小さくな

っても良いと思っています。そういう考え方で、今回の病院や介護の一定の考え

方を出したところです。全てこのとおり 4 月 1 日から実施するとは思っておりま

せんので、これに近づくように協議を重ねながら進めていきたいと思います。 

皆さんが不安に思っているのは、昨年新聞報道で国が新ひだか町の 2 つの病院

を再編するという記事が突然出て、事前に我々に連絡があったわけではありませ

んし、昨年 4 月から担当職員を置き体制を整え検討しているところであり、自分

たちのことは自分たちで考えていると言いたいです。 

 光回線については、昨年も手紙をもらいまして返事を書きましたが、良い返事

が書けませんでした。未開通エリアの中でどの程度光回線を使いたい方がいるの

かを役場として把握しておらず、その数を把握せずに金額などの話をすることに

はならないため、皆さんがどう考えていて、利用する方はこの程度いることを把

握しなければ、優先度の選択はできないのではないかと考え、アンケート調査を

させていただきました。調査を行っている中で、新たな財源措置が出るという報

道がありました。これまで町で借金して別な事業に使っていたものを休んで光回

線に向けることになります。しかし、町の根幹に関わるものにお金を使っていま

すから休むものがないのです。光回線用の財源措置が新たにできれば我々も踏み

込んで行けます。国では予算審議していますが、情勢を見極めながらきちんとし

た対応を考えたいと思います。 

 ありがとうございました。 

閉  会 19:44 終了 
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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 1月 25日（土）13:30 ～ 15:00 

会  場 末広生活センター 

自治会名 末広町第 2町内会、末広町第 3自治会、駒場自治会、木場町第 2自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、 

酒井建設部長、上田教育部長、渡辺医療介護対策室主幹、柴田企画課長、 

村岡企画課主幹 13人 

【自治会側】 

13人（男性 9人、女性 4人）のほか町議会議員 2人、報道 1人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 

自治会長挨拶 

末広第 3自治会長 13:30～ 

 今日は職員の方がたくさんいらしていただきありがとうございます。 

 町政に対する良いこと、不満なことについて遠慮なくお話してください。その

ほか、自治会で町に助成を求めたいことがあれば遠慮なくお話してください。 

 よろしくお願いします。 

町長挨拶 大野町長 

 皆さんお疲れさまです。 

 先ほどニュースで新型コロナウイルスが北海道にも入ってきているため、うが

いと手洗いをするようにしています。天候はまだ寒い時期ですので気をつけてい

ただきたいと思います。 

本日は、日頃思っていることをお申し付けいただければ、我々の考え方もきちん

とご説明したいと思いますので、よろしくお願いします。 

職員紹介 柴田企画課長 

資料説明 坂総務部長  

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

質  疑 

自治会長 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 介護施設等を委託した後の町の職員はどのようになるのか。ずっと働けるのか。

民間委託になると立場が変わると思う。職場の人は心配している。 

 

 現在在籍している職員には、町職員として残るか、民間会社に転籍するか、他の

道に向かうかの 3点の選択としております。昨年から職員全員とヒアリングを行
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い、まだ民営化は決定していませんが、仮に民営化になった時の状況についてご

意見をいただいています。最終的にご自身の意思で決めていただくことになりま

す。公務員の場合は働く職場が無くなると、本人に問題が無くても辞めていただ

く分限免職が法律でできることになっていますが、経営が悪化したこと、働く人

が見つからないことなど、町全体の責任もあると思いますので、町職員として残

るか、民間へ転籍できる対応をさせていただこうと考えております。民営化が決

まり企業が決まりましたら、職員全員に処遇や給与体系の条件を提示して決めて

いただきたいと考えております。 

意見交換 

自治会長 

 

 

坂総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

坂総務部長 

 

 

自治会員Ａ 

 

 昨年 9月か 10月に町の財政状況が新聞に掲載されていたが、北海道の中で 9番

目に悪いという記事だったが本当か。 

 

 数年前のまちづくり懇談会でも財政計画を示しながら合併後の状況を説明させ

ていただきました。現在は決して良い状態ではなく、かなり厳しい状態です。入

ってくるお金は、町税、国からくる地方交付税交付金があります。町税は、合併

後、人口減や就業人口減もあり、約 3 億円程度減少しています。交付税について

は、合併前に三位一体改革があり、税源移譲や補助金、地方交付税の削減により

一旦落ちて合併後に上向いたことや、合併したことによって特例で合併算定替え

により、交付税が通常よりも多く来ていましたが、10 年が経過し段階的に減少し

ている状況です。平成 24年が一番多かったのですが、それに比べると 6億円程度

減少している状況です。 

 また、出て行くお金の主な項目としては、職員の人件費などで合併以前から職

員数を減少させて 3 億円程度減少していることや借金となる起債を借り、その償

還に当たる経費も減らしてきていますが、児童手当や障がい者の方々に係る経費

である扶助費が 10億円程度増えています。また、補助金や企業会計の収支不足に

出す補助費が増えています。 

 今後は、入ってくる町税は、人口減少がこれからも続いていくと思われること

から劇的に増えることは難しいですし、地方交付税も算定する基礎に人口が多く

関わってきますので減少していくものと考えます。合併の特例で交付されていた

ものも 15年で完全に無くなりますので減少していくことを考えると、入ってくる

お金は減って、出て行くお金はそのままの状況で続けていくことになり、財政が

持たなくなる状況になりますので、今後は事業を全て圧縮するということではな

く、これからのまちづくりにとって必要な事業については経費を充当していかな

ければならないと思っていますが、全て同じとはならないので効果等と考えなが

ら事業を選択して経費を充てて行きたいと考えています。 

 

これから予算査定する中で、財政問題について議会では出ないのか。 

 

議会においても、3か月に一度定例議会があり一般質問が行われます。その中で

は、必ず財政問題のご質問はいただいております。 

 

末広 2 号線は 2 か年で事業を行っているが、歩道を設けていただいている。町
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酒井建設部長 

 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

 

 

酒井建設部長 

 

自治会長 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会長 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

 

 

 

 

の予算が少ない中で、両サイドに歩道を設けなければならないのか。単純な疑問

で、あのまま歩道を付けると数千万円のお金がかかると思う。通る人の数が少な

い状態であり、両方ともなければ不便だが、両方になければならない理由は何か。

設計変更はできないのか。 

 

末広 2号線は 2か年で修繕させていただいています。我々も 3、4年前に測量し

ながら地域とお話しをしていると認識していますが、その中で狭くても良いから

両側に歩道を付けてほしいと伺っています。自治会全員に聞いていませんので、

まだ 100 メートル以上ありますが、それを踏まえながら、これからどう整備して

いくかを含めて地域の声を伺って調整していきたいと思います。 

 

役員会にそのような話が出たことも無いし、一人ひとりの意見を聞くのであれ

ば都市計画そのものを根本から教えていただかなければならない。どれだけの数

の人から要望があったのか。役員の知らないものが先走ってしまったということ

になる。 

 

後日説明させていただきますのでご理解ください。 

 

都市計画マスタープランのアンケートについて、いろいろな項目を書くアンケ

ートだったが評判が悪かった。アンケート結果はどのように町民に知らせるのか。

内容についても記載されている言葉が難しかった。 

 

町内全体の 5％を対象にして、町で行ったアンケートです。計画は今年と来年の

2か年で作成します。北海道で都市計画を持っている市町村全てに策定する義務が

あります。それが北海道全体の都市計画になっていきます。新ひだか町でもマス

タープランを策定し、公園を広くしてほしい等の声を計画に盛り込んで、地域の

要望で公園を整備したい時に計画にある程度記載されていなければ、計画にない

ものはできませんと断わられるため、そうならないために策定するものです。 

今後は町民の検討委員会を開催して審議会で審議します。最後に北海道にお知

らせし、来年度完成したものを町民の方に見てもらう機会は無いと思いますが、

町のホームページ等で周知できるようにしていきたいと思います。 

 

あれだけ協力したのだから、広報等で町民に知らせた方が良いのではないかと

思う。 

 

末広 2 号線の改良工事はどのような理由で工事を始めたかわからないが、地球

温暖化で雨が多くなり、真沼津川に水が集まって増水し洪水になる。2号線の配水

溝はがら空きだが、山手小学校の排水溝は詰まっている。山手小学校の排水溝か

ら改良していく方が良いのではないか。住宅街の道路のＵ字溝も壊れてきている

ので見直していただきたい。 

図書館の前の歩道は降雪時に手作業で砂を撒いている。すべり止めにはありが

たいが、春になると掃除をしなければならないためお金がかかると思う。町の指
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酒井建設部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂総務部長 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

示で行っていると思うが、現場を見て滑るようなら実施する、町の青パトのスピ

ーカー等で外出を控えるアナウンスをする等無駄使いしないように見直してほし

い。 

衆議院や参議院選挙の際に候補者の顔写真が付いた看板が立つが、撤去はどの

ようになっているのか。選挙が終わっても立てたままになっている。私は平成 19

年からボランティアで真歌山や柏台へ行く道路のごみ拾いをしているが、町をき

れいにするために条例を作ってもらうこと等はできないか。 

 

末広 2 号線は、ある程度の飲み口は設けていますが、秋に草葉が堆積してきち

んと機能していないと指摘される場所もあります。その下には 1 メートル以上の

管が入っていますので、飲み口さえしっかり清掃すれば水が入ります。目づまり

しないような対策を引き続き検討させていただきます。 

真沼津川は、北海道が国道側から少しずつ川の幅を広げる改修を行っています

ので、山手町や高砂町まですぐに行けるスピードではありませんが、大雨対策は

北海道も町も幾分ながら進めています。 

図書館前の歩道の砂撒きの件ですが、雪が解けて凍ると滑って転ぶ危険があり

ます。町では降雪時に職員が朝 5 時頃から現地を確認して何をするべきか、交差

点の塩撒きで良いかなど、通学路や病院付近の砂撒きの判断を行っています。頻

度が多いのではないかというご指摘ですので持ち帰って検討し、今後も経費節減

に努めながら実施したいと思います。 

 

政治活動で個別に作成しているポスターで、北海道選挙管理委員会の許可を得

て立てており、管理については政党で管理しています。違反があるものについて

は、町の選挙管理委員会にご連絡いただくことがあるので、その場合は道や警察

に連絡を取って対応しています。 

 

予算の策定に当たり、何が原因で今の財政状況になったのか。基本的なものを

教えていただきたい。 

 

合併時に借金がいくらあったか等は当時から説明してきていますが、借金の残

高は 80億円程度減少しています。財政数値上はかなり改善していますが、人口が

減少して、特に稼働年齢層が減少しているため、働いている方の税収が落ちてい

ます。人口が減少すると購買力が落ちて悪循環となり、子育て世代の支援などを

行っていかなければ町に人が残らなくなり、子どもが産まれなくなって、悪い方

へ現象が進んでしまいます。 

自治会要望もすぐに対応できず数年置かれる事項もあります。町全体の優先順

位により危険度の高いところから進めるため、なかなか手がつかないのが現状で

す。お金が無いから何もやらないとなると景気が悪くなるため、借金しながら返

済することになります。道路などは長く使うため、現役の方だけが負担するもの

ではなく、借金をしてみんなの未来のお金で払っていくイメージでお金を借りて

財政運営を行っています。小さな町になるとどうしても国への依存度が高くなり

ます。地方交付税は、平成 12 年頃に国の予算が 20 兆円程度ありましたが、現在
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自治会長 

 

 

 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は 16兆円程度で 2割ほど下がっています。 

当町では介護サービス事業はかなり苦しくなってきています。介護報酬の値下

がりと町が運営している職員給料が民間より高いため、ギャップが赤字を生んで

います。民間のノウハウを使えば稼働率が上昇するので検討しているところです。 

病院の病棟も 5 割から 6 割程度しか稼働していません。そのことで赤字が自然

に生まれ、将来を見据えて改善していかなければなりません。 

砂を撒く回数を縮小することはありがたいですが、滑る時に砂を撒いていなか

ったために町民の方の事故につながってしまうと町は何をやっているのだと指摘

されます。調整をさせていただきますが、町民の方に迷惑がかからない仕組みを

考えたいと思います。 

また、2025 年までは高齢者が増えます。当町は合併して特養が二つあり、片方

をやめれば赤字が減るのではないかというとなかなかそうはいかない。残してい

くには知恵をしぼらなければならない。経費を削減できるものはしながら必要な

ものは残していきたいと思います。無駄と思われるようなものやあれば良いとい

うものも削減させていただきたい。 

河川のヘドロが堆積して水が流れる部分が少なくなり越波する原因になります

が、国でも制度改正を行っていて、これまでは税金で実施していましたが、今年

から財源措置のある地方債が使えるようになり、昨年より倍増の予算にして洪水

にならないよう根本的な部分で実施するなど、国が動いてくれれば町村もやれる

ということになります。皆さんからご意見をいただく時にその辺りを踏まえなが

ら対応していきたいと思います。 

 

真沼津川の工事について、もう終わっても良い頃だと思うが進捗状況を確認し

たい。 

下水道について、駒場の 2 班の地域は都市計画外になっているため、下水道が

きていない。自宅は汲み取り式で、便が凍ると汲み取りできないため、ヒーター

をつけて便を崩している。以前業者へ依頼したが 5 万円程度かかった。下水道を

付けるには都市計画を直さなければならないと思うがどうか。 

 

真沼津川の工事の進捗状況ですが、川幅を広げる工事を実施しており、拡幅に

伴い一部民有地のお願いや道路を民有地側に寄せるなど手続きをしながら進めて

いるため、思うようなスピードではありませんが、引き続き北海道には早期に進

めるよう要望しています。北海道も他の河川の修繕等を実施しているため、スム

ーズにいかない部分もありますが、町も長期に渡って要望しておりますので、要

望は引き続き継続させていただきます。 

下水道の件については、現在、都市計画区域以外は下水道の計画区域には入っ

ておりません。いつ下水道区域に入るかは、他の地域のこともあり、どこを先に

実施する、何年に実施するということは約束できない状況です。同じ区域の中で

も、下水道区域ではないところは個別の浄化槽の整備をお願いし、国や町から一

部補助もありますので、便槽が傷んでいてすぐに修繕をしなければならない場合

は、浄化槽の設置についてご検討いただいております。 
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自治会員Ｃ 

 

 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

自治会員Ｄ 

 

渡辺健康生活部長 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

 

 

上田教育部長 

 

 

自治会員Ａ 

 

上田教育部長 

 

自治会員Ｂ 

 

 

 

 

柴田企画課長 

駒場地区の海岸の件について、昨年テトラポットが 200 メートル程度設置され

た。15 年前から毎年駒場自治会で海岸の整備について要望していたが、やっとテ

トラポットが設置された。真沼津川の河口まで計画されているのか。高波が強く

国道まで波が飛んでくる。そこに住んでいた方が怖くて移転されたため、河口ま

で実施していただきたい。この件は今年度の要望事項に出したいと考えている。 

 

河口については、一部北海道の担当区域もありますので、来月北海道に年 1 回

の要望を出す機会があるため、河川、道路、海岸について書類はできていません

が、口頭でお伝えしたいと思います。 

 

出前講座の健康度チェックで、自宅できる脳トレを紹介してほしい。 

 

脳健康度チェックは 40分程度のＤＶＤの動画を見ていただき、その中でいろい

ろな問題が出されます。映像を見ながら回答用紙に記入し、記憶力などを測る教

材になっています。回答に基づき測定結果を個別に判定して本人にお返しします。

軽度の認知障がいを早期に発見するスクリーニングの機会となっています。これ

まで経験された方の評判はとても良いです。少人数でも構いませんのでご相談い

ただければ伺いたいと思います。 

 

数年前から山手小学校のグラウンドの樹木の伐採についてお願いし、回答書を

いただき役員会に報告した。とても助かっている。しかし、もう一息です。歩道

に覆いかぶさるように枝が出ている。作業車でなければ作業できない位置なので

お願いしたい。 

 

何年か継続して自治会要望があり、部分的にその都度実施していましたが、昨

年大規模にある程度のお金をかけて剪定したという認識でおりました。 

 

倒しづらく、切れないものもあるため、あきらめたものもあると思います。 

 

現地を確認させていただきたいと思います。 

 

昨年、本州で甚大な被害が出た台風があったが、新ひだか町は海が近くて地盤

が低い。背後に日高山脈があり、今後想定外の水害があるかもしれない。ダムが

放水した際に水が流れる場所がない。川の中に木が立っていて伐採していると思

うが、住民がわかるように広報などでお知らせしてほしい。 

 

要望として承ります。 

閉会挨拶 大野町長 

 いろいろなご意見をいただきありがとうございました。 

 どうしてお金が無いのかというお話ですが、一番の要因は国の予算が 100 兆円

を超えており、国が作った制度でも費用は国が全部持たずに市町村にも負担が出

る制度設計になっています。国も借金をして実施していますが、町の負担分は税
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金が増えませんし、どこかからお金をもらえることでもないため、そういうもの

が積み重ねっているのが要因の一つだと思います。各自治会からの要望で危険度

の高いものからお金を付けざるを得ないという判断になります。危険なものや支

障があるものは無理をしてでも実施しようと思っています。そういう状況の中で

財政運営を行っておりますし、皆さんの声に応えられるようにするために手数料

などを値上げさせていただきますが、何よりも介護施設や病院の改善を図らなけ

れば何もできなくなる危機感があり、一生懸命道を探りながらやっていきたいと

思っていますのでご協力をお願いします。 

 下水道の件では、下水道は非常に利便性が高いものです。札幌市などでは、ビ

ルやマンションの同じ敷地の広さでも下水道料金を支払う方がたくさんいます。

地方では同じ広さでも支払う方が少ない。下水道は作り方を間違えるとかなり後

世に響きます。下水道を使っている方で全部払うとなると無理です。町でも約 2

億 5,000 万円の税金を使い運営していますが、都会と同じものを造って、同じ水

準で運営できるかと言えば、町の税金を入れなければできないというものもあり

ますのでご理解いただいた中で、必要となれば議会等も含めながら議論していく

必要性があると思います。 

また今年 1 年、一生懸命やっていきたいと思いますので、ご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

ありがとうございました。 

閉  会 15:00  終了 
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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 1月 26日（日）14:00 ～ 15:03 

会  場 静内生活センター 

自治会名 御幸町第 4自治会、御幸町第 5自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、 

酒井建設部長、上田教育部長、渡辺医療介護対策室主幹、柴田企画課長、 

村岡企画課主幹 13人 

【自治会側】 

25人（男性 16人、女性 9人）のほか町議会議員 1人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 柴田企画課長 14:00～ 

町長挨拶 大野町長 

 お疲れさまでございます。 

 新年が始まり、あっという間に 1月が終わろうとしています。 

 最近のニュースの中で、中国で発生しているコロナウイルスが入ってくるのか

すごく心配していまして、札幌市などはいろいろな観光客の方が来ているのでこ

の時期は心配ですが、観光客の皆さんはマスクをしながら歩いていました。自主

防衛のためマスクの着用や手洗いを行っていただきたいと思います。コロナウイ

ルス以外にもインフルエンザが流行していますので、皆さんも体に気を付けて健

やかに過ごしていただきたいと思います。 

 今日は、町から 3 点話題提供させていただきますが、常日頃から思っているこ

とがありましたら限られた時間ですが活発にご意見をいただきたいと思います。

よろしくお願いします。 

職員紹介 柴田企画課長 

資料説明 
坂総務部長  

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 
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質  疑 

自治会員Ａ 

 

 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

酒井建設部長 

 

 

自治会長 

 

 

 

 

米田住民福祉部長 

 

 

 

 

 下水道の受益者負担金について、今後下水道に接続する方にどんな考えを持っ

ているか。自分の家の前の道路が舗装になったから受益者負担を払ってください

という制度はない。しかし、住んでいる地域は下水道が入っているため、入って

いない地域との均衡を保つために受益者負担が必要だと説明があった。変わって

いないか。 

 

 受益者負担金制度は、下水道管が通ったことによって生活の利便性が良くなり

土地の付加価値が上がるため、法律で負担していただくことになっています。金

額は、工事にかかった全てを地先の方からいただくのではなく、工事費などの一

部を地先の住宅などの土地の所有者、または土地を借りている方に負担していた

だいている制度です。どこの都市でも同じように実施しています。静内地区は平

成元年から下水道整備を行い、昨年末から入船地区を実施し、概ね市街地の下水

道管の整備は終わっています。普及率は約 85％で、せっかく整備した管ですし、

家庭環境も清潔になり、トイレも水洗化になりますので、残りの 15％の方にも設

置いただけるよう町でＰＲしています。 

 

 道路も本来は特定の方が使う場合はその費用を負担してもらうのですが、道路

は公共性があまりにも強いため 10 分の 10 を税負担すると決めているので、受益

者負担がないわけではありません。公園や図書館など町民が平たく利用できるも

ので、特定の方が受益を受けるものではないものは税で負担しています。受益者

負担の原則は、特定の方だけが受益を受ける場合、住民票の発行など自分が何か

の目的でその受益を受けたい場合に料金が発生する仕組みになっています。高速

道路は、普通の道路も通れるのに受益を受けるために料金が発生しています。水

道や下水道は、その収益でその事業を賄うものは法律に基づいて料金をいただき、

その料金収入で管の更新や汚水をきれいな水にして流しており、道路などとは性

質が違います。 

 

受益者負担金の金額は以前と変更しているのか。 

 

 受益者負担金は、この地区は 1 平方メートル当たり 380 円、郊外では 420 円や

450円と地区で分けています。設置当初から金額の変更はしていません。 

 

 生活館の運営委員会について、総会の席上で話があり、使用料が 1 時間につき

一律 130 円になる。料金が下がるため利用しやすくなるが、施設の修繕などは全

て運営委員会で実施することになると生活館の運営が難しくなる。その点につい

てどのように考えているか。 

 

 生活センターの運営は、使用料と町からの補助金で運営していると思います。

使用料が少なくなり運営ができないということですが、他の生活館なども同様で、

今後の状況を見てどのように対応するか考えていきたいと思います。 
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自治会長 

 

 

 

 

米田住民福祉部長 

 

 

自治会長 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

 

自治会長 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

 

 

 生活館の管理人手当を大幅に削減して協力していただいている。トイレも男性

用は和式の便器になっているため、洋式への変更をお願いしたが、町では予算が

ないため運営委員会で実施してほしいという返答であった。これでは運営する意

味がないため、管理人を置かず全て町で管理をお願いしたいということになる。 

 

 生活館でも町が直営で運営しているところがあります。その場合でもトイレの

改修は段階を踏んで実施しています。すぐに約束できるものではありません。 

 

 和室の畳もひどく、要望しても予算がないという。利用してもらうのにお金を

もらえる状態でない。早急に実施してもらわなければ生活館の運営自体ができな

くなってしまう。 

 

 建物がこの 10年間で様変わりしています。この生活センターは葬儀の数が多数

あって、財源的に一番潤沢な会館だったと思います。これまでの修繕も運営委員

会で実施していたと思いますが、現在は葬儀の多くが葬儀社で実施するため収入

が無くなっているので、全般的に考えなければならないと思います。このセンタ

ーの運営について検討したことが無いため、極端に収入が減少している会館の一

つであるため検討する時間をいただきたいと思います。 

 

 現在も利用される方は多数いる。運営委員会でも努力したが、昨年度の決算は

赤字だった。赤字分を町で負担してくれるのかとなるとそうではない。更に値下

げされれば運営ができなくなる。早急に検討していただきたい。 

 

 今回の見直しは、町民の方がわかりやすいように過去 4 年間に全館で町が負担

してきた経費などでコスト計算をしています。特殊性を全く勘案していません。

運営費や老朽化した建物の考え方を整理させていただきますので時間をいただき

たいと思います。 

 

 静内地区の生活館の使用料は、自治会が勝手に決めていたため過去にはばらば

らだった。その後、統一料金にするために町が検討し、静内生活センターの基準

を他の生活館の基準にした。現在はどこの会館も赤字になっている。赤字が続く

会館は運営委員会ではいらないということになる。全く使われていない会館もあ

る。そういうものをどうするか前から問題になっていて結論が出ていない。 

 

 合併した時に静内地区と三石地区の料金は大幅に違いました。自治会活動は減

免するため、料金的にこれまで大きな問題にはなりませんでした。各会館の利用

について個別に料金を決めるのは自治会活動の拠点としてはふさわしくないた

め、かかっている費用もプールさせていただきました。葬儀がほとんど無くなっ

たというのがばらつきを必要としない一番の理由です。使っていない会館は 3 年

前からファシリティマネジメントで集会施設の統廃合を実施してきており、一つ

の地区に複数の施設がある地区がたくさんあります。それを集約して壊すもの、

生かすものに分けて計画の順番で改修をしています。三石地区では連合自治会組
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大野町長 

 

 

 

 

 

 

織の中で 1 つの集会施設を整備することとしています。このセンターはどのよう

な改修計画になっているのか確認します。施設ごとに個別のカルテを作っていま

すので、計画を確認して、次回皆さんに報告させていただきたいと思います。 

 

 生活館はいろいろな見直しを行い進めてきていますが、一番問題になるのが自

分たちの収入や施設を壊す時に住民の方々の理解を得るのがすごく困難です。担

当者も地域に入り、縮小や集約することを実施していますが、地区から猛反発を

くらいます。我々としては、使っていないものや改修しないもの、これ以上手を

つけられないものは整理し、残す施設に投資していかなければならない。そのバ

ランスを取りながら実施しています。今しばらく時間をいただき検討させていた

だきたいと思います。 

意見交換 

自治会員Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柴田企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

上田教育部長 

 

 

 

 

ＪＲ日高線のバス転換について、バスで苫小牧に行く場合、始発のバスが朝 5

時で、帰りは最終バスで苫小牧を 18時 10分に出発して、静内につくのは 21時で

す。このくらい不便です。日高線が無いことは住民に負担を強いている。 

 次に、道南バスが町内を循環しているが、大きいバスが必要なのか。こういう

ものはすぐに再検討してほしい。 

 次に、乗馬施設は、冬は利用者がほとんどいない。当時は毎年 4,000 万円の赤

字だった。現在はどの程度の赤字になっているのか。 

 次に、静寿園は入所者がたくさんいるが、その人たちの財産や金銭は職員が扱

っている。これは成年後見人制度との関連が出てくる。明快な方針を出しておか

ないと事件がおきてからでは遅い。 

 次に、三石国保病院の入院病床を無くすことは大反対である。この点は町長の

政治性とも関連するのでお答え願いたい。 

 次に、国民健康保険税が高いことは全国的な問題になっているが、会社を辞め

てしまうと健康保険は使えなくなるため任意継続制度がある。しかし、料金は事

業主負担もあるため 2倍の料金になる。2倍の料金と国民健康保険税と比較すると

国民健康保険税の方が高い。そのため任意継続制度を使っているのが現状である。

町民の共通した心配ごとである。 

 

 ＪＲ日高線は、昨年 11月にバス転換に向けて正式に協議を始めることになりま

した。これからいろいろな議論があると思います。この件は、我が町の考えだけ

では進めることはできず、他町の意見もありますし、道南バスを含めた地域内公

共交通を整理していかなければなりません。ご要望もいろいろあると思いますが、

我々も市街地循環線があのままで良いと考えていません。それも含めてできるだ

け多くの方々が納得していただけるものを作っていけるようにしていきたいと思

っています。 

 

 乗馬施設は、サークルや学校で冬季も使用しています。それらの団体は、平成

29年度では年間 7,000人、平成 30年度では 6,300人程度が利用しています。減免

や一部免除などとしているものもありますが、赤字額は手持ち資料がないのでわ

かりません。馬は生き物ですから 24時間管理をしているため赤字は出ています。
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本庄副町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会長 

 

 

 

柴田企画課長 

 

 

 

 

 

自治会長 

 

 

 

最近は施設に来てもらうのではなく、小学校全校に出向き馬に触れる機会を作っ

ています。活用策についても検討しながら多くの町民に利用してもらうよう努力

していますのでご理解いただきたいと思います。 

 

 静寿園の入所者の財産の件については、成年後見人制度を含めて適正に管理し

ています。ご心配していただきましてありがとうございます。 

 三石国保病院の入院病床を残すべきだという意見は、ご意見として受け止めさ

せていただきます。詳しい内容は、後日の住民説明会で行いますが、実際に入院

病床の稼働率が 50％前後にまで落ちてきています。療養病床だけであるため、新

たに入院する方が少なく、稼働率が上昇しません。静内病院も稼働率は 60％程度

です。三石国保病院の入院施設だけで 1 億円以上の赤字になります。現在満床の

病院をやめるのではなく、現実に利用者が少ない施設は統廃合を考えていかなけ

れば財政的に苦しくなることをご理解いただきたいと思います。 

 国保税が高い件は、社会保険を脱退した場合は、2年間の任意継続制度が選択で

きます。健康保険は互助制度のため加入者がそれぞれの拠出によって保険料を原

資にして医療給付を行う仕組みになっているため、1町だけ安くするものではない

のでご理解いただきたいと思います。 

 

 ＪＲの件で、各町では有利なことを考えて案を出すと思うが、ＪＲがどういう

ことでバス転換するのか、基本線を出していただいて、その後各町で肉付けした

方が速やかに移行できるのではないかと考える。1日も早く運行開始してほしい。 

 

 ＪＲ側から 7 町の意向も踏まえつつ、いくつかプランを出していただきながら

整理しているところです。7町全ての折り合いがつかなければ合意に達しません。

2 月後半にはこの点について新ひだか町としてＪＲとどのような考え方で向き合

っていくかということの住民説明会の開催を予定していますのでご案内させてい

ただきたいと思います。 

 

 えりも町から札幌市までバスを運行するとなると、バス 1 台を走らせるために

ドライバーを 3 人雇用しなければならない。午前 2 台、午後 4 台とすると 6 台と

なり、最低でも 20人のドライバーを確保しなければ運行できない。ＪＲも簡単に

結論は出さないと思う。なるべく早く結論を出していただいて、住民の足を確保

していただきたい。  

閉会挨拶 大野町長 

いろいろなご意見をいただきましてありがとうございました。 

ＪＲの件は、いろいろな問題が山積みになってくると思います。7町でどういう

ラインを作るのかということが一番重要です。新ひだか町だけでＪＲと協議する

のであればすぐできると思いますが、管内 7 町を見た中でどういうあり方が良い

かとなると、新ひだか町で我慢しなければならないことや譲れないものが出てく

るかもしれません。それを町民の皆さんに相談していたら時間がかかりますので、

基本的にこういう方針にするということは皆さんと意見交換しますが、その先は

任せていただいて管内全体のことを考えて進めていきたいと思います。現在の代
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行バスと道南バスが走っているもの以上にしなければ意味が無いと思いますの

で、そこだけは確実にお約束したいと思います。 

病院の件ですが、この提案を 4 月から実施するものではありません。こういう

形にしたいということをご理解いただきながら、一刻も早く実施したいと思いま

す。時期はわかりませんが、実施しなければ地域から病院が無くなります。民間

の病院しか無くなるかもしれません。町立病院は、皆さんからの税金で運営して

いるので、いろいろなことを考えられますが、改革をしながらやっていかないと

病院が無くなる時代が来ると思います。 

和寒町では、病床を無くすことを発表しています。そこの地域にいる方が入院

する場合は、40 キロ走らなければ入院する病院がないということが現実に北海道

の中でも出ています。この町は、その点では恵まれていると思いますが、改革を

しなければ将来病院を維持することはできないと思っています。住民が少なくな

り収入も無くなるため、使いたくても使えなくなる。一方で道路や下水道などは

変わりませんので維持していけなくなっていきます。それがきちんとできるよう

に、なおかつ、病院を維持するためにはこの形を一刻も早くやっていきたいと思

っています。 

本日はありがとうございました。 

閉  会 15:03  終了 
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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 1月 26日（日）18:00 ～ 19:17 

会  場 柏台会館 

自治会名 柏台第 1自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、 

酒井建設部長、上田教育部長、渡辺医療介護対策室主幹、柴田企画課長、 

村岡企画課主幹 13人 

【自治会側】 

23人（男性 10人、女性 13人）のほか町議会議員 1人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 柴田企画課長 18:00～ 

自治会長挨拶 柏台第 1自治会長 

 皆さんこんばんは。 

 仕事が大変の中、たくさんの方が参加いただきましてありがとうございます。 

 今日は懇談会のテーマを自治会から出しております。一つ目は各町立病院の赤

字問題が新聞等で掲載されているが当町の考えは、二つ目は水道事業が一時民営

化の話題（新聞、テレビ）になったが当町の考えは、三つ目は都市計画のアンケ

ート結果について、ＪＲ日高線廃止に伴う経緯等についてお話しを聞きたいと思

います。 

よろしくお願いします。 

町長挨拶 大野町長 

 お晩でございます。 

 インフルエンザや新たなウイルスが入ってきているので体に気を付けていただ

きたいと思います。 

 自治会長からお話しのあった 4点のテーマについては後ほど説明いたしますが、

先に町から 3点お知らせ事項がありますので、ご意見を賜りたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

職員紹介 柴田企画課長 

資料説明 
坂総務部長 

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 
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質  疑 

自治会員Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

米田住民福祉部長 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

米田住民福祉部長 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

米田住民福祉部長 

 

 

自治会員Ａ 

 

米田住民福祉部長 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

米田住民福祉部長 

 

 

自治会員Ｂ 

 

米田住民福祉部長 

 

本庄副町長 

 

 ごみ袋の値上げについて、古いごみ袋は役場に持っていけば差額を払って交換

するが、取り換えた袋は破棄するのが本当だが、安い方を役場で使う。おかしい

のではないか。 

 前回無料から有料になったときに衛生部長をやっていて苦労した。古いごみ袋

を使い切ってから新しいごみ袋を使うようにした方が良いと思う。古いごみ袋は 4

月 1 日から回収しないため、ボランティア袋に入れて二重にお金を払って持って

いかなければならない。それを無くすために古いごみ袋を使い切ってから新しい

ごみ袋に変えた方が良いと思う。 

  

 手数料を見直しするに当たり、現行の 2 割を上限に手数料を改正しますが、現

行のごみ袋が無くなるまで改正できないことになります。 

 

 消費税が 10％になったときに、上がる前にごみ袋を買い占めしている。町でも

それくらいのことはわかっていると思う。当然そうするべきだ。 

 

 手数料は使ったときが 4 月 1 日より前か後かで代金が変わりますが、事前にた

くさん買って無くなるまで使うということにはしていません。4月 1日から現行の

ごみ袋は使えなくなります。 

 

 それを町で使っている。 

 

 役場で使っているのは役場のごみを入れますが、一般収集と別な扱いになりま

すので問題ありません。 

 

 町民に高いごみ袋を使わせてなぜ問題にならないのか。 

 

 ごみ収集の料金分について皆さんに負担していただいています。役場が使うの

は、自前で環境センターまで持って行っているので、運搬費はかからないためで

す。 

 

 実際は安いごみ袋を無料で使うことになる。町は無料のごみ袋でごみを出して

いる。 

 

 町や事業所で直接環境センターに持って行き、そこでお金を払うため運搬の経

費はかかっていませんので問題ありません。 

 

 残ったごみ袋を町で買い取ったら良いのではないか。それはできないのか。 

 

 現行のごみ袋は差額をいただいて買い取り、新しいごみ袋を渡します。 

 

 4 月 1 日からの処理費に対してお金をいただくため、3 月 31 日までにたくさん



- 3 - 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

本庄副町長 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

 

坂総務部長 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

 

大野町長 

 

 

 

買って 4月以降も使うということはできません。 

 

 古い袋に入れてボランティア袋に入れると二重にお金を払っていることになら

ないのか。 

 

 引き上げて使わない袋は、ごみ拾いなどを行ったものはお金がかからないため、

そういう袋に使います。 

 

 自治会のお金でごみ袋は変えないため、古いごみ袋で出されると処理に困る。

ボランティア袋に入れると二重にお金がかかる。それであれば古い袋を使った方

が役場としてお金がかからない。 

 

 皆さんには収集と運搬する料金としてごみ袋を買っていただいています。役場

で使っているのは、直接環境センターに持っていき、重さを量り料金を払うため

違いがあります。 

 

 古いごみ袋があれば使うので、それをどうするのか。それを誰が負担するのか。 

古いごみ袋で出せば誰が出したかわからないため、古いごみ袋が無くなるまで使

う方が良い。 

 

 ごみを出すときのマナーの問題なので、皆さんにルールを守っていただいて協

力していただくしかないと思います。これまでご苦労されたことはわかりますし、

ごみ袋が値上げされたとき以外にも不法投棄はありますので、マナーを守ってい

ただけるようご理解いただきたいと思います。 

懇談希望テーマ 

自治会員Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡辺健康生活部長 

 

 

 

 

① 各町立病院の赤字問題が新聞等で掲載されているが当町の考えは 

病院の件は経営が厳しいのはよくわかる。一次医療で重い疾病を持った方が地

元の病院で医療を受けたいと思っていても不安があって大きい病院に行かざるを

得なくなっているのが現実である。高齢者が増えており、何かあったときに対応

できない状況が起きると思う。真剣に考えないと病院が無くなるのではないかと

危惧している。 

 町立静内病院に行ってもあまり良い話を聞かない。日高の中核で病院ばかりた

くさんあるが、地元の病院にかかって安心して医療を受けることができるのか心

配である。フロントに行っても対応が悪い。患者のために何をしなければならな

いかということが分かっていない。きちんとした対応が取れていない。病院を維

持していくために真剣にやっているのか疑問である。このままでは町立病院は無

くなる。それだけの危機感を持ってもらわないといけないと思う。 

 

 医療スタッフのマナーの部分はいくらでも改善する余地はあると思います。言

われるとおり、2次、3次医療となると苫小牧市、札幌市になってしまいます。一

次医療だと受け入れる格差は確かにあります。ご指摘のありましたマナーの部分

だけは院内で研修を重ねて少しでも改善していきたいと思います。 
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自治会員Ａ 

 

 

 

渡辺健康生活部長 

 

 

 

 

自治会員Ｃ 

 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

自治会員Ｃ 

 

 

本庄副町長 

 

 

自治会員Ｄ 

 

渡辺健康生活部長 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マナーの問題では、私が薬を要らないと言ったら、医者が私はあなたの薬代で

給料をもらっているわけではないから、本人の希望でやめると言われたことがあ

る。それからもう町立病院へ行くことはやめた。 

 

 私の方から重ねてお詫び申し上げます。 

 病院は、ドクターや看護師の言葉一つで印象が変わると思います。常日頃スタ

ッフには専門の教官を招いてマナーについて定期的に研修を行っていますが、ま

だまだ未熟のようなので改善していきたいと思います。 

 

 町立病院には 32年通っているが、看護師のマナーが悪いと感じたことはない。

他の病院より親切だと思う。各々の受け取り方だと思う。一概にスタッフが悪い

とは言えないと思う。 

 

私は看護師のことを言っているのではなく、フロントの対応のまずさがあると言

っている。個人と対応しているときにそういうことを感じた。 

 

 受け取り方の問題もあると思いますが、不快に感じられる方もおられるのでご

指摘についてはこれからの参考にさせていただきます。職員教育は必ず続けなけ

ればならないため、真摯に受け取って教育をさせていただきます。 

 

 看護師に教育すると言ってもらっても困る。看護師がいつも言われるのは心外

だと思う。 

 

 朝礼などで患者のために笑顔で、気持ちよく病院にきていただき、気持ちよく

帰っていただけるような病院づくりを心掛ける指導をさせていただきます。 

 

 受付の方が挨拶をしてくれないため、役場に電話をしたら少し良くなった。 

 

 来院して気になる点があれば玄関に設置の目安箱に苦情等と書いて入れていた

だき、改善するためのご意見をいただきたいと思います。 

 

② 水道事業が一時民営化の話題（新聞、テレビ）になったが、当町の考えは 

 昨年の新聞等では、国会で水道事業を民営化することができるようになり、大

きな市町村では民営化に向けて検討がされていることが報道されました。横浜市、

奈良市、大阪市、浜益市等では議会とも協議しながら、諸外国で良い話がなかっ

たため結局見送られた状況です。昨年末に宮城県議会で公営企業の民営化につい

て採択され、宮城型管理運営方式と言いますが、いつから採用するかはわかりま

せんが、そういう考えの自治体があることはご指摘のとおりです。 

 当町では、今のサービス水準の向上に向けて、継続的に経営改善等を進めてお

ります。他の自治体の状況も見ながら最良の経営を実施していきたいと思います

が、規模が小さいため民営化しても民間業者が手をあげないと思います。諸外国

のように値上げ等の懸念もありますので、民営化については一切考えておりませ
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酒井建設部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩渕総務部参事監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ん。 

 

③ 都市計画のアンケート結果について 

 昨年秋に都市計画のアンケートを実施させていただきました。実施の理由は、

都市計画を持っている市町村で今後の都市計画をどのようにするのか、公園や道

路等の計画を 20年に 1度策定することになっております。北海道が関係する市町

村に指示している事項です。このアンケート結果を基に令和 2 年度に計画を策定

し、町のホームページ等で周知していきたいと思います。アンケートは、町民全

世帯ではなく、5％の方に自治会を通して実施させていただき、まちづくりや農業、

商業振興等において町が力を入れるべき事項について回答していただきました。 

 アンケートの集計は終了しましたが、方向性はこれから検討することになりま

す。まだ完成しておりませんが、ご協力いただいたことにこの場でお礼を申し上

げるとともにご理解をいただきたいと思います。 

 

④ ＪＲ日高線廃止に伴う経緯等 

 ＪＲ日高線は、平成 27年 1月に休止して以来、今年の 1月で丸 5年になりまし

た。この間、町長会議等でいろいろな話をしていましたが、昨年 11月に町長会議

において 7 町が合意することができず、多数決で日高線は廃止の方向でバス転換

に向けて正式にＪＲ北海道と協議を進めることに決定しました。管内 7 町と根幹

となるバス路線を決めて、各地域の地域内交通をどのようにするかという協議を

ＪＲ北海道と進めております。現在、たたき台となる案を作成しておりまして、

町議会にも説明してフィードバックをいただき、素案がまとまりましたら 2 月に

住民の方に説明会を行いたいと思っています。そこでいただいた意見を踏まえ、3

月初めにはＪＲ北海道に要望案件を示して、各町が納得する回答をいただけた場

合は正式に廃止を行いバス転換になると思います。日高線はまだ廃止ではなく、

廃止に向けてどうするのか、今以上の地域の公共交通をきちんとしていただける

のかを確認するところでございます。当町や他町からいろいろな要望が出ると思

いますが、どこで折り合いを付けるかということになります。7町の合意点を見つ

けた場合は、国土交通省に廃線手続きを取り、1年程度で正式な廃止となります。

その間は要望した事項を詳細に検討し、ダイヤやバス停の位置などを決め、通院

や通学、苫小牧市や新千歳空港、札幌市への便を今以上になるよう進めていきた

いと思います。現在はその案を作っている段階で、2月中にはその大枠を示してい

きたいと思います。 

意見交換 

自治会員Ｂ 

 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

 公営住宅に入居しているが、畑に何も植えられない状況である。もし、可能で

あれば、柏台のどこかに畑を作る場所があれば、高齢者が健康を維持していくこ

とにもなるのではないかと思う。建物も建て替えにより少なくなると思うので、

空く土地も出てくるのではないかと思う。 

 

 公営住宅の庭先をなぜ制限するかというと、物置を建てて引っ越しして置きっ

ぱなしになる場合や、木を植えて大きくなり倒すこともできなくなったころに転

居する場合などがあり、庭先に手を加えないようにお願いしています。 
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自治会員Ｅ 

 

酒井建設部長 

 

 

自治会員Ｃ 

 

 

 

本庄副町長 

 

自治会員Ｆ 

 

酒井建設部長 

 

 

 

 

自治会員Ｇ 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

自治会員Ｅ 

 

酒井建設部長 

 少し離れたところに空き地があったら畑に活用できないかという意見ですが、

空き地がないわけではありません。町としては、個人としてではなく、団体に貸

すことで管理も引き継がれていくのではないかと思います。持ち帰って検討させ

ていただきたい。 

 

 先日、柏台のバス停付近でボヤがあった。せめて秋に草刈りを実施してほしい。 

 

 住宅を取り壊したあとは草刈りをしていません。持ち帰って確認させていただ

きたい。 

 

 取り壊した公営住宅の跡地に桜を植えることを聞いたが、土を入れて区割りを

して、町民に貸し出したら良いのではないか。近くの沢に個人で畑を作っている。

それをやめてもらって、料金を取って貸し出し、その敷地を活用してはどうか。 

 

 農地や宅地の問題があるので調べさせてください。 

 

 公営住宅で犬や猫を飼っている方が結構いる。徹底して規制してほしい。 

 

 公営住宅に入居する条件としてペットの飼育は禁止しています。臭いや音、壁

が傷付くことや床が染みになるなど、入退去時に修繕費用がかかります。町議会

でもそのようなご意見もありますが、全国的に認めているところはありません。

できれば通報をいただければ指導していきたいと思います。 

 

 動物が好きな人も嫌いな人がいる。そういう人たちが集中して借りられるよう

なことはできないのか。町で入居時に希望を取ってゾーンを作っていかないとこ

の問題はいつまで経っても解決しないと思う。 

 

皆さんの近所でルールを守らない人がいるということは理解しています。ゾー

ンのことも町議会で指摘がありました。他の自治体の情報も参考にしながら、引

き続き皆さんから情報をいただき個別に指導していきたいと思います。 

 

 柏台公園の街灯が日中でも点いているところがある。 

 

 対応するようにします。 
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閉会挨拶 大野町長 

 どうもありがとうございました。 

 健康づくりのための家庭菜園のお話でしたが、制度として市民農園というもの

がありますが、いろいろな制約もあります。その他の地区でも要望があるかも知

れませんので、前向きに検討させていただきたいと思います。 

ＪＲの問題については、7町が今よりも良くなるものを作っていくべきだと思い

ますし、自分の町だけできれば良いというものではないものですから、ある程度

の骨格の部分は両地区で住民説明会を開催したいと思っています。それ以降のこ

とについては、町議会とも調整しながら私に任せていただいて、少しでも良くな

るように責任を持ってやりたいと思いますのでご理解を賜りたいと思います。 

本日は本当ありがとうございました。 

閉  会 19:17  終了 
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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 1月 29日（水）18:00 ～ 18:46 

会  場 豊畑会館 

自治会名 豊畑自治会、上豊畑自治会、豊畑新興自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、 

酒井建設部長、木村農林水産部長、上田教育部長、渡辺医療介護対策室主幹、 

柴田企画課長、田中企画課主査 14人 

【自治会側】 

10人（男性 10人、女性 0人）のほか町議会議員 1人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 柴田企画課長 18:00～ 

自治会長挨拶 豊畑自治会長 

 本日はご苦労さまです。 

日頃から職員の方にはご苦労されていることにお礼申し上げます。私たちも協

力をしておりますが、まだまだいろいろな問題がたくさんあると思いますので、

町と協力してやっていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

町長挨拶 大野町長 

 お晩でございます。 

 出てくるときにニュースをみていたら、オーストラリアの火災で日本の面積の

半分程度の山が焼けてしまったということでございます。 

また、新型コロナウイルスが出ておりまして、社会が大変なことになっており

ます。 

 一方で雪が少ないことで春先にいろいろな影響が出てくる可能性がございます

けれども、一次産業はきちんと支えていかなければならないという気持ちでおり

ますのでご協力をお願いしたいと思います。 

 今日はざっくばらんにお話しを聞かせていただきたいと思いますのでよろしく

お願いします。 

職員紹介 柴田企画課長 

資料説明 
坂総務部長  

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 
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質  疑 

自治会員Ａ 

 

米田住民福祉部長 

 

 

 

ごみ袋について、使っていないごみ袋で出して良いのか。 

 

 現行のごみ袋は、4月 1日以降は使用できませんので新しいごみ袋で出してくだ

さい。現行のごみ袋は、4月 1日から 9月 30日まで役場で差額を支払うことで新

しいごみ袋へ交換します。 

意見交換 

自治会員Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

 

木村農林水産部長 

 

 

自治会員Ｂ 

 

木村農林水産部長 

 

 

自治会員Ｂ 

 

木村農林水産部長 

 

自治会員Ｃ 

 

 

 

坂総務部長 

 

 

 

 わずかな雨でも毎年のように新橋付近で川があふれ、その状況は町もわかって

いると思うが対応してもらいたい。 

 新橋から高岡商店までの間の排水について、排水路に雑草が生えていて水が流

れないため放牧地に水が乗る。土管の半分以上が埋まっているため解消してもら

いたい。また、雑草を毎年除去してほしい。 

 道路の側溝も埋まっている。用水路も使えない部分は撤去してもらった。その

後の用地は北海道の用地になるようだが、自分もできる限り草刈りをしているが、

昨年も草刈りを実施してもらったが、刈った草をそのままにするため堆積物とし

て残っているので対応してもらいたい。 

 

 大雨が降ると道路や農地に水が乗る状況については、建設課でも把握していま

す。一昨年から土砂上げの予算を多くしています。農地が近接していますので冬

場の仕事になる部分が多いのですが、今年の冬に向けて全路線にはなりませんが

緊急度の高いところから実施させていただきますのでご理解ください。 

 

 排水路については、担当者に現場を見て対応できるか確認します。 

 雑草については、予算に関係するため、担当者に話をしておきます。 

 

 排水としての能力は全く無いし、景観も悪い。 

 

 土地改良区は団体が違いますが、事務局は町で持っていますので、町から連絡

するように対応します。 

 

 その場所の中間に使っていない土管があり、それも除去してもらいたい。 

 

 後日、現場を確認します。 

 

 確定申告の会場について、以前はこの会場で実施していたが、2年前から田原生

活館に変わったが、場所を考えたら田原高台が中心になると思うが、変更した理

由は何か。 

 

 確定申告を受ける方の全体的な人数やこれまで浦河税務署の協力を得ながら確

定申告を行ってきましたが、税務署でも人が出せない状況になっているため職員

の配置の関係もあり、税務課で割当てしています。2 月 18 日に田原地区で予定し
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自治会員Ｄ 

 

 

 

 

 

 

米田住民福祉部長 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

自治会員Ｅ 

 

 

米田住民福祉部長 

 

 

自治会員Ｆ 

 

 

 

柴田企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｆ 

 

 

本庄副町長 

 

 

ていますが、広報でも周知していますので今年度は田原生活館でお願いしたいと

思います。意見があったことは担当課にも話しますが、来年以降も豊畑地区で実

施できるかどうかはわかりません。ご意見は参考にさせていただきます。 

 

 ごみ袋が変更になるが、地元の自治会の方が出すものなら自分たちで何とかす

るが、通っている人が出していると思われるごみもある。先日もカーペットを折

りたたんで燃やせるごみに出していたが、3か月経っても回収しなかったので私が

処理した。今回料金が変更になるのでこれまでより回収されないものが多くなる

と思う。ごみステーションの処理を行うためにボランティア袋などを預けてもら

うことはできないのか。 

 

 ボランティア袋は別な用途に使うものですが、自治会で管理していただいてい

るごみボックスですから、役場に連絡をいただければご相談に乗りますのでよろ

しくお願いします。 

 

 自治会の清掃活動の時と同じ考えで、処理していただくことでいかがでしょう

か。個人ではなく自治会の扱いとしてお願いしたい。 

 

 車を運転していると、収集した車から落ちたものと考えられるペットボトルが

入った赤いごみ袋が道路脇に落ちていることがある。最近もあった。 

 

 業者が落としたものであるようでしたら指導するようにします。役場にご連絡

をいただくようお願いします。 

 

 光ブロードバンドのアンケート結果について、費用が多額にかかるが、電線に

はわせるやり方で今どきそれで良いのかと思っている。それなら携帯電話の通信

会社と結託して少しでも便利にしてほしい。 

 

 アンケートにご協力いただきましてありがとうございます。全体の回収率は 7

割程度でしたが、新ひだか町全体を考えると光回線が欲しいという方は 25％程度

しかいない状況です。役場が提供できるサービスではないので、ＮＴＴ東日本と

折衝は続けていますが、豊畑地区については結論が出ていません。大きな投資が

伴う事業になりますので簡単に結論は出ないと思いますが、投資効果が得られる

かということは判断が難しい状況です。また、他の地区で受信エリアが少しずつ

延びてきている状況です。 

 

 携帯電話会社が速度の速いアンテナを作ってくれれば問題ないと思うが、人口

率のカバーの問題で郡部は遅い。少しでも町から要望してほしい。 

 

 他の地区でも同じ問題が出ています。光回線がないため新規就農で来られるの

も難しい状況です。ＮＴＴの電波が鳧舞地区や延出地区で延びてきています。新

冠町でも大きな事業で実施していますが、当町では距離が 2 倍以上あります。こ
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自治会員Ｇ 

 

米田住民福祉部長 

 

自治会員Ｈ 

 

米田住民福祉部長 

れからの時代は避けて通れない課題と考えています。しかし、令和 2、3年は、防

災無線の更新があります。国の制度もある程度見えてきているため、その動向を

見極めることやＮＴＴの進行状況も見ながら判断し、進めていかなければならな

いと考えています。 

 

 この会館の男子トイレの小便器の流れる水の量が少ないため匂いがする。 

 

流れる水の量は調整できるため業者に依頼します。 

 

禁煙や分煙の時代なので仕方ないと思うが、たばこを吸う人には厳しい。 

 

会館をきれいに使うために禁煙をお願いします。 

閉会挨拶 大野町長 

 どうもありがとうございました。 

 川の土砂の件については、来年度予算を多くしていこうと思います。 

 光回線については、使えないことが異常だという時代だと思っていまして、住

民の皆さんの加入意志や必要性を調査したうえで、その先に展開があるようなと

ころであれば産業振興からもこの地区を先行して実施するなどやっていく気持ち

はあります。 

一方で、ＮＴＴのエリアが少しずつ拡大してきていますので、来年 1年しっかり

と検討しながら進めていきたいと思います。決して不必要なものとは思っていま

せんのでご理解を賜りたいと思います。 

 静内地区のまちづくり懇談会はここで最後になり、明日以降は三石地区で行い

ます。これまでのまちづくり懇談会で生活館を新しくしてほしいとの意見もあり

ます。建物は延ばして使い、新しいものを作る状況ではありませんけれども、こ

の建物も使用していただいて盛り上げていただきたいと思います。 

 本日はありがとうございました。 

閉  会 18:46  終了 
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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 2月 4日（火）13:30 ～ 15:02 

会  場 歌笛総合住民センター 

自治会名 歌笛地区連合自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、米田住民福祉部長、 

渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、酒井建設部長、木村農林水産部長、 

木村地域振興部長、上田教育部長、渡辺医療介護対策室主幹、 

秋山地域振興課長、池田地域振興課主幹 14人 

【自治会側】 

31人（男性 28人、女性 3人）のほか町議会議員 5人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 秋山地域振興課長 13:30～ 

自治会長挨拶 歌笛地区連合自治会長 
 皆さん、こんにちは。 
 本日は、まちづくり懇談会にたくさんの方々のご出席をいただきありがとうご

ざいます。また、寒さ厳しい中、そして冬らしく真っ白になり、足元の悪い中、

大野町長をはじめ、町関係者の皆様には何かとご多用の中ご出席賜りありがとう

ございます。 
 町には日ごろから、歌笛地区の要望に対し、いろいろな対応をしていただき、

この場をお借りして厚くお礼申し上げます。例年２月にまちづくり懇談会を要望

して実施しておりますが、参加された皆さんとともに、要望等について懇談させ

ていただきますので、たくさんの意義あるご意見を賜りますようお願い申し上げ、

簡単ですが開会の挨拶といたします。 
町長挨拶 大野町長  

 お疲れさまでございます。 

 最近は、やっと冬らしくなったなという感じでございますけれども、私どもの

町も雪が少ない状況でございまして、特に春の農作物などへの影響が懸念される

ところです。 

 本日は、町から４点についてお知らせし、ご説明させていただきました後に、

皆さまから懇談希望テーマの介護サービス事業と病院事業の経営改善についてお

話を伺いたいと思いますので、そちらに長く時間を取りたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

職員紹介 秋山地域振興課長 
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資料説明 坂総務部長 

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

酒井建設部長 

 4.三石西端から三石美野和間の町道 4 路線の道道昇格に向けた取り組み状況に 

ついて 

懇談希望テーマ 

及び質疑 

自治会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①新ひだか町介護サービス事業及び病院事業の経営改善の今後について 

 

 病院事業の経営改善について、三石地区には町立三石病院しか入院する病院が

ないが、静内地区は診療所を含め、個人病院など医療機関が充実している。町の

案では、三石国保病院の病院を診療所化し町立静内病院に統合するという考えだ

が、町立病院の経営改善を図る目的であれば、町立静内病院を民間委託して、三

石国保病院を充実させた方が良いのではないか。廃止して静内地区に拠点を持っ

ていくことになれば、緊急時など三石国保病院の検査機能では不十分ではないか。

三石国保病院を診療所にしたからといって、病院事業の経営改善につながるとは

思えない。町立静内病院については、委託先を探せば引き受けるところが出てく

るかもしれない。指定管理者制度でデイサービスセンターも民間委託する考えで

あれば、町立静内病院を民間委託する考えがあっても良いのではないか。 

 

 町立静内病院の民間委託については、基本的に考えておりませんでしたので貴

重な意見の一つとして検討させていただきたいと思います。 

 三石国保病院の病棟を無くして静内地区に統合することに関しては理由がいく

つかございます。 

 一つ目が医師の確保の問題です。現在、三石国保病院は医師 2 人体制で運営し

ています。医師の年齢が高年齢化していることや働き方改革の動きもあり、2020

年には勤務時間に制限がかかることになり、2人体制のまま病院を維持していくの

は難しい状況になると考えております。また、医師の確保自体ができていない状

況にあります。大学病院などからの派遣で来てもらうように要請していますが、

大学病院自体に医師がいない状況で、派遣自体が難しい状況になっています。な

ぜ、町立静内病院に統合するのかということですが、日高管内の地域医療プロポ

ーザルの中にもありますが、日高管内に循環器系の外科の常勤医がいるのが町立

静内病院のみであり、管内各町から循環器系の緊急について町で補完している状

況です。浦河赤十字病院にも循環器系の内科医はいますが、外科医はいない状況

です。それらを考えた際に、病棟がどうしても必要であるため、これらを考慮し

た状況にあります。また、医療スタッフも募集していますが、集まらない状況に

あり、三石国保病院は赤字の額よりも人材確保が難しいのが一番の問題です。こ

れらの状況から、三石国保病院の病棟については無くす考え方で進めさせていた

だき、外来を強化することで補完していきたいと考えています。 
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自治会長 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 町村合併した地区だということを念頭に置いて実施してもらわないとならな

い。旧静内町に旧三石町が吸収合併されたわけではない。しかも、合併時の投票

の際に僅かな差で合併に至ったが、半分近くは合併に反対でした。このことが今

でも残っています。財政赤字が理由であれば、静内地区には病院がたくさんある

のに、なぜ静内地区に統合しなければならないのかということも出てくる。合併

してまだ十数年なので、地域住民の感情も考えて行政を進めてほしい。 

 

 説明は町の考え方を示させていただきました。いただいたご意見も検討材料と

して計画させてもらいたいと思います。決してこれで決定したということではな

いのでご理解をいただきたいと思います。 

 

 入院については、町立静内病院で補うということだが、全病棟を廃止というこ

とについては反対である。医師が 2、3日で回復が見込めるという診断をした場合

でも、静内地区で入院しなければならないという印象を受けるが、少ない病床で

も入院できる体制は必要だと思う。2、3 病床であれば少ない医療スタッフでも対

応できるのではないか。 

 

 まず知っていただきたいのは、町立病院は 2 か所ありますが、ベッドがガラガ

ラの状況です。特に三石国保病院においては、療養病床がほとんどで 18人程度で

すが、一般の入院患者については６人程度しかいない状況です。 

 また、町立静内病院のベッドの稼働率は 6 割程度となっています。どちらも稼

働率が悪い中で、医師や看護師を常駐させていますが、多額の経費がかかります。

当町は、ベッド数 100 床で認可されていますが、統合することで医療スタッフや

病院の運営経費が半分で済みます。病院の一本化はご理解願いたいと思います。 

 もう一点ですが、救急の場合、一次医療で生命に関わる場合には応急処置を施

して、苫小牧市、札幌市に救急搬送している状況です。地理的にも苫小牧市寄り

に病院がある方が利便性は良い状況です。仮に三石国保病院の病棟を無くしても

クリニックは残すという考えで、外来の医療スタッフは常駐しているのでご安心

いただきたいと思います。 

 

 私が言っているのは、救急搬送され、医師の診断の下に 1、2日で自宅に帰れる

というケースの場合に病棟を利用できないかということです。 

 

 お気持ちは理解できます。三石国保病院にベッド数が 42 床ありますが、仮に 5

床程度残したとしても、これに関わる医療スタッフの数はあまり変わりません。

医師、看護師も夜勤で常駐しなければなりません。ベッド数を少なくしても経営

的にはかなり厳しい状況です。 

 

 赤字だということだけで人命を軽視して廃止しないで欲しい。 

 

 十分に検討させていただきたいと思います。健康生活部長が説明したように金

銭面だけ考えると赤字はほとんど変わりません。お金と生命とどちらが大切なの
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かということも考えて検討させていただきたいと思います。 

 

 私は三石国保病院以外に通院していない。先ほどの自治会長の意見に賛成し、

診療所化することに断固として反対する。 

 

 検討するということだが、診療所になった場合は救急の患者さんを対応するの

は診療所になるのか。 

 

 我々が一番懸念しているのが、救急の対応と入院患者の面会に来る交通手段に

ついてです。これが大きな課題だと思っています。町立静内病院は 19病床あるた

め対応できると考えています。三石国保病院が無床化になった場合には、町立静

内病院又は浦河赤十字病院での対応になると想定しています。 

 

 そのような状況になったとき、浦河町や静内地区などへ行くために 30分程度か

かることから考えてもらいたい。 

 

 4路線の町道が道道に昇格とあるが、道道から町道に降格した路線についての管

理はどうなるのか。除雪など、降格した路線の管理についても十分にお願いした

い。 

 

 降格した路線管理は、例えば草刈りについては、町で実施又は自治会にお願い

することになると思います。除雪については町で実施することになります。 

 

 病院の件で、三石国保病院の入院率が低いのは、施設が老朽化しており衛生的

な不安などもあると思う。働いている医療スタッフでさえ水が汚いと言っている。

病院までの交通手段が限られている。浦河町に行った方が近い場合もある。町民

の意見を考慮して進めていただきたい。 

 

 十分承知しています。いろいろと検討して進めて行きたいと考えています。 
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意見交換 
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 農政課を静内庁舎に異動するといろいろ困るところが出てくる。合併当初の申

し合わせ事項として、農政課を三石庁舎に置くことになっていた。農業関係者な

どに何も相談もなく一方的に進めるのは納得できない。その件について説明して

ほしい。 

 

 現在は 7 部体制で行っていますが、部を縮小していきたいという町長の考えが

あり、まずは 7 部を 5 部にさせていただきたいと思っています。課長職にもっと

権限を持たせて、行政対応を迅速化させたいという考えがあります。町長と課長

職は行政対応を密にするため静内庁舎に集約することになりますが、現場の一般

職員を静内庁舎に集約するということではございません。 

 また、合併時のことについてお話が出ましたが、合併後 10年間は元来の総合支

所機能については探ると規定されていますが、その後は申し合わせを破棄すると

いうことではないのですが、10 年間は融和を念頭においていました。職員数につ

いても減っていきます。4 月から現状の職員数が 40 人ほど減ることになります。

人口減少に合わせて職員数も合わせていかなければなりません。産業系統の部分

は一元化し、住民福祉部と健康生活部も統合するという流れになります。 

 三石国保病院も以前は 40人程度入院されていた実績がありましたが、現在は 20

人程度になっており、現状に合わせていかなければなりません。 

 

 農林水産部については、部長職を静内庁舎に配置し、課長職以下を三石庁舎に

置くという考え方なのか。 

 また、農林水産部と建設部を統合して産業建設部になるということだが、それ

だけ能力のある職員がいるのかという疑問もある。それであれば無理に統合しな

くても良いのではないか。 

 

 幅広くなれば精通していない分野が確かに増えます。部制の問題について、町

長の思いは自分の意見を課長にストレートに伝えて、課長職が現場を仕切るとい

う意味があります。各部長から懸案事項、相談について私のところに来ますが、

もっと課長職の権限を上げてこれを過渡期にしたいという思いがあります。町長

から課長へ直接指示できる仕組みを模索している最中なのでご理解をいただきた

いと思います。 

  

 現在の三石庁舎の農政課とほぼ変わらないという解釈でよろしいか。 

 

 町から生活館を廃止するように言われ、稲見生活館を廃止した。まだ廃止して

いない生活館もあると思うが、廃止した生活館は直ぐに取り壊してもらえるのか。 

 また、町の横のつながりの問題について言わせてもらいたい。生活館を廃止す

ると言われているのに、次年度の生活館の管理費用の契約を別の課からお願いさ

れた事例があった。もっと連携を取ってしっかりやってほしい。 

 

 集会施設の統廃合には、歌笛地区だけではなく全町的に進めています。65 の施
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自治会長 

設があり、経費の関係から一斉にはできません。いくつか地域を決めて、民地を

借りて生活館が立っている施設や老朽化が進んでいる施設などを先行して実施し

ている状況です。現在は、静内地区では豊畑、三石地区では鳧舞を進めさせてい

ただいています。歌笛地区は次の段階と考えています。 

 稲見生活館は休館ということになっています。休館扱いになっているのは、統

廃合することで補助金がもらえる場合があるからです。単独で解体してしまうと

補助金が受けられないので、地区全体の話が整いしだい進めていきたいと考えて

います。他にも緊急度の高い施設が 2、3か所あるため、その後に歌笛地区につい

て進めたいと考えています。 

 また、管理費の関係については、町民福祉課に確認して後ほどご連絡させてい

ただきたいと思います。 

 

 管理費の関係についてはもう解決している。ただ、疑問があるのが、休館にな

っているのに煙突を修繕した。町の関係課の連携が不十分なため、修繕してしま

った事例があった。今後は、無駄な経費をかけないように工夫してほしい。 

 

 過去の経緯としまして、煙突の関係については、担当の手違いで協議の最中に

修繕したのは事実でございます。今後についてはこのようなことがないように気

を付けたいと思います。 

 

 要望ですから回答は入りません。本日のまち墾にこれだけの人数が集まったの

は、病院の統廃合、農政課の静内庁舎への統合というところで、地区の皆さんに

感心があり、これだけの人数が今回参加したと思います。案内文書に議案と町の

考え方を掲載していれば、関心のある人が集まると思う。案内文書には日程しか

載っていないので、広く町民の意見を聞きたいという姿勢であれば載せた方が良

いと思う。 

閉会挨拶 大野町長 

 ありがとうございました。 

 少し感じたことをお話しさせていただきます。 

 何でもそうですが、以前からあるものや続いているもの、それをずっとそのま

まの方が良い、そのままの生活がしたいと世の中の方はみんなそう思っていると

思います。しかし、現実の問題として、これだけ人口が減ってきて、国も借金だ

らけです。国は医療費や福祉の世帯にお金をたくさん出さなければならないので

すが、そこを渋り始めて、それが町の財政に大きな影響を与えているという現実

があります。そういう中で、病院の問題については、これからいろいろなご意見

をいただきながら、どのような方向で進めていくのかを考えなければならないこ

とで、一つは皆さまに十分関心を持っていただきたいという気持ちもあります。

今のままできるのであれば、まだ私が町長になって 2 年足らずでこのような大き

いことをやろうとは思いません。このままだとだめだという気持ちで、このよう

な方針を出しています。皆さまも真剣にこのような意見をいただいて、その中で

良いものを作っていこう、このままだと間違いなく病院は運営できなくなると思

います。それは三石国保病院だけではなく、町立静内病院も厳しい状況になって
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います。指定管理者制度の導入というお話もありましたが、民間は我々が公営で

運営しているよりは、すぐ店をたたんだりすることは簡単です。民間に国からお

金が入って赤字を補填してくれるなど、そういうことはありませんので、私は病

院を最後の最後まで責任を持って守りたいと思っています。守るに当たってどん

なことが必要なのか、それを皆さんとともに考えていくという意味を込めまして、

昨年の秋にこのように公表させていただき、これからいろいろなご意見を伺いな

がら、我々の説明が足りないところもあるかとも思いますけれども、これから詰

めてまいりたいと思っています。 

 それともう一つ気になったのは、合併のしこりという言葉です。もう合併して

十数年経っています。その中で、ずっとしこりを残して、合併してこんなに人が

減っている、こういう経済状況になっている、世の中が変わってきています。そ

ういう中で、合併のしこり、合併したくなかったとか、したかったとか、そうい

うのはあると思いますが、現実を見て、将来に向かってどうするのかというとき

に、しこりだけ、それだけで生活はできないのです。我々の説明不足で、いろい

ろな課題について皆さまが感じているところがある、あるいは文句があるかもし

れませんが、そこは互いに話し合いながら、解決していかなければならないと思

います。そこだけは、私の気持ちとして話させていただきます。ここに議会議員

の皆さんもいらっしゃいますので、議員の皆さんとも議論しますけれども、私は

合併のしこりというのは気にしていないです。これからこの町をどうするのかと

いうことでやっております。三石地区に予算を全然かけないとか、そんなことは

ありません。必要なものは三石地区にもかけますし、静内地区にもかけます。 

 農政課の話がありましたけれども、役場の規模をもっと小さくしていかなけれ

ばなりません。そのときに三石庁舎の職員の人数を変えずに、静内庁舎の人数を

落としますか、仕事はどちらも機能性を持ってやらなければならない、そうなる

と当然重点的に仕事を配置することになる、あるいはここの仕事はいらなくなる、

そこをフラットに考えなければならないと思っています。 

 それと最後に部長制の話です。これは副町長からいろいろとお話しさせていた

だきました。基本的には副町長の言うとおりですが、これはどういう意図かと申

しますと、組織を小さくしなければならないという課題もありますが、もっと課

長、主幹、主査、主事の方々が積極的になってスキルをアップしてほしい。その

ためには、ある程度の責任を持たせて、もっと機動力を持ってスピーディーに仕

事をしてほしい、そういう思いがあります。部長が７人いたのがいなくなったか

ら、行政が止まるかというと、現実問題としては止まりません。もっと職員が頑

張ればこんなことができるということを職員自体にもわかっていただくことによ

って、もっと良い役場になるだろうし、もっとコンパクトな役場にできると思い

ます。住民の方々がだんだん少なくなっていくのに、役場だけ肥大する、役場だ

け何も変わらないということはあり得ませんので、全てのものについて、その時々

に応じた体制、考え方で進めていきたいと思っています。 

 今後とも、病院関係中心に意見交換をさせていただきたいと思いますので、合

併のしこりがないように皆さまにお願い申し上げまして、閉会のご挨拶とさせて

いただきます。 

ありがとうございました。 
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閉  会 15:02  終了 
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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 2月 5日（水）18:00 ～ 20:13 

会  場 延出基幹集落センター 

自治会名 延出地区（豊岡、上富澤、下富澤、蓬栄福畑）連合自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、酒井建設部長、 

木村農林水産部長、木村地域振興部長、上田教育部長、秋山地域振興課長、 

池田地域振興課主幹 14人 

【自治会側】 

33人（男性 23人、女性 10人）のほか町議会議員 4人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 秋山地域振興課長 18:00～ 

自治会長挨拶 下富澤連合自治会長 
 皆さん、こんばんは。 
 今日は、大変お疲れのところ大野町長様をはじめ、職員の皆さんにおいでいた

だきまして、まちづくり懇談会を開催できることをうれしく思います。 
 昨年、この会場で敬老会を開催させていただきました。本庄副町長様においで

いただきましてお祝いの言葉をいただきました。ありがとうございます。 
 また、12 月には、歳末警戒で町長さんをはじめ、静内警察署長さんからも労い

の言葉をいただきまして本当にありがとうございました。 
 私たち自治会といたしましても、明るいまちづくりに今後も頑張っていきたい

と思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 
 さて、私たちの住む地区は、1月に各連合自治会の総会を開催します。その中で、

病院の今後について、介護施設の関係について、町の説明をいただきたいという

ことで今回のまちづくり懇談会に提案させていただきましたので、その件につき

ましても、ご説明のほどよろしくお願いしたいと思います。 
 簡単ではございますが、今日はよろしくお願いいたします。 

町長挨拶 大野町長  

 お晩でございます。 

 これまで静内地区７か所でまちづくり懇談会を開催しまして、昨日、歌笛地区

で初めて三石地区に入ってきましたけれども、こんなに大勢の皆さんにお集まり

いただいたのは、この会場が初めてでございます。誠にありがとうございます。

お集まりいただいたのは、先ほど会長さんのご挨拶でもありましたが、介護、病

院の事業について、皆さまが聞きたいということでございますので、私どもから、

介護、病院関係も含めまして、４点の事項についてご説明させていただいた後、

個別に質疑をお受けしていきたいと思いますのでよろしくお願い申し上げます。 
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職員紹介 秋山地域振興課長 

資料説明 坂総務部長 

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

酒井建設部長 

 4.三石西端から三石美野和間の町道 4 路線の道道昇格に向けた取り組み状況に 

ついて 

懇談希望テーマ 

及び質疑、意見

交換 
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①新ひだか町介護サービス事業及び病院事業の経営改善の今後について 

 

 

 質問したいことがたくさんあるが３つ質問します。 

 １つ目は、普段友人たちと町政などについて話す機会があるが、静内地区の友

人でさえ、現在の町政について何をしたいのか疑問だという暗い話しか聞こえて

こない。詳細については控えさせてもらいますが、町民が安心安全な生活ができ

ることは基本だと思いますが、これについて政策、考え方などお聞きしたい。 

 

 私が町長になってから 2 年間で感じたことは、どこの町村でもそうですが、人

口が減少していることです。当町は 150 億円の近くの予算を動かしていますがぎ

ちぎちの状態です。まずは財政状況を良くしなければ何もできない状況です。町

民の皆さんにも迷惑がかかるかもしれません。 

 当町は中核都市ということもあり、人口減少も緩やかで将来も残り続けるだろ

うと予測しています。現在の介護サービス会計、病院会計、下水道会計を改革し

て行けば、少しでも使えるお金が出てくるだろうと思っています。皆さんから税

金を納めていただいておりますが、これをなるべく使わないようにし、国、道か

らの補助金などを使って事業を回しているのが現状です。例えば、アイヌ関係施

設を真歌地区で進めていますが、国のお金が 9 割の状況です。これが 5 割の補助

しかなければ町としては全然手が出せない状況です。繰り返しになれますが、ま

ずは財政基盤を作り、人口減少に応じた行政規模も検討していくことが第一と考

えています。 

 

 先ほど、使用料などの説明があり、町広報でも掲載されていますが、どれもこ

れも値上げされている。パークゴルフ協会の会長をしていた時期もあり、パーク

ゴルフが始まった当時の町長は、老人の健康促進のためパークゴルフ場の使用料

を無料にしていた。どんどん値上げしたことにより、私が会長だった当時は 100

人ほどいた会員が、最近行われた総会時には 54人となっている。値上げが原因で

会員数が減少しているので考えていただきたい。 

 次に、病院の問題についてお聞きしたい。病院経営が赤字で三石国保病院の病

棟を廃止すると聞いている。私が思うに、その原因は人件費が主なものだと思う。

また、町村の中に黒字経営している病院もあると思う。そういう病院に職員を派
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渡辺健康生活部長 

 

 

 

遣して赤字を出さずに運営しているのか調査、研究をして欲しいと思う。三石地

区には三石国保病院しか病院がない。静内地区は数か所の病院がある。病院規模

からいっても静内地区の病院を改革しないと赤字は改善されないと思う。 

 

 公的病院において黒字経営で運営している病院はございません。一般会計から

病院会計にお金を繰り入れて黒字にしているところはあると思います。民間病院

を見習って黒字経営になるよう努力したいと思っています。 

 

 ＪＲの問題について、私の家の付近にも簡易停留所がある。現在は、代行バス

が各簡易停留所に寄り補っています。しかし、これが簡易停留所に寄らなくなっ

た時のことを考えてほしい。国道の停留所まで行かなければならなくなる。これ

は大変なことだ。もし、このようなことになった時には絶対に反対していただき

たい。 

 

 昨年、ＪＲ日高線をバスに変換するということをＪＲと正式に話し合いするこ

とになりました。地域の要望としてＪＲの通っていないえりも町からも、苫小牧

市、札幌市へ接続できるような路線も欲しいとの意見があり、中距離路線、短距

離路線、通学時間などにも配慮してこれからもっと話し合いを進めていく方向で

す。 

 

 病院について、全然納得できない。急に赤字になったわけではない。今まで何

をやってきたのか。今までできなかった人たちに何ができるのか。あなたたちも

専門家でないのだから改善できるわけがない。それと静内地区には数か所の民間

病院がある。赤字を出してまで競合しなければならない理由はあるのか。 

 

 ご指摘のとおり、過去から赤字は続いておりました。一般会計からの繰り入れ

で補填していたのは事実です。もっと早い段階から手を付けていれば今日のよう

な状況にならなかったという点についても反省しています。平成 28年に地方公営

企業アドバイザーという専門家からアドバイスをいただいたことがありました。

これについて進めていかなければならなかったと思っています。その中でも指摘

されているのが、現在進めている方向で実施してくださいということです。専門

性については、普通の病院には医事課という課があるそうですが、この課が病院

の経営、形態などを担っていきますが、専門の職員がいなかったのでこれについ

ては今後設置する方向で改革を考えています。 

 

 効率化を図るのは当然のことだと思うが、まず、静内地区と三石地区に病院が

あるのに、なぜ三石国保病院が削減されるのか。 

 

 両地区の町立病院は赤字で、三石国保病院の入院病棟は 20人程度です。町立静

内病院が 30数人程度です。合算しても 60人に満たない状況です。現状では 24時

間医療スタッフが対応して運営しています。これにかかる施設の運営経費、各種

委託業務などかなりの経費がかかっています。60 数人の入院患者数であれば、病
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棟を一本化すれば、医師をはじめ医療スタッフの人数を少なくして運営できます。 

 三石国保病院の建設は昭和 51年で、40年以上経過しており、施設も老朽化して

います。病棟を一本化すると考えた場合、併設されている静内地区の老健まきば

を改修すれば少額の経費で実施することができます。 

 また、外来の患者数を見ても圧倒的に町立静内病院の方が多い状況です。外来

患者数は三石国保病院が 60人程度、町立静内病院が 180人程度です。日高徳州会

病院が 170人程度と聞いています。 

 また、救急医療を考えた場合、当町の病院は一次医療です。回復手術が必要と

なった場合、苫小牧市、札幌市まで搬送しなければなりません。町立静内病院は

救急告示病院なので、三石国保病院と比較した場合、急患者数も圧倒的に多い状

況です。この状況で三石国保病院に一本化した場合、三石国保病院から札幌市な

どに搬送する状況を考えたとき、時間ロスが発生します。このような状況から町

立静内病院としております。 

 

 救急隊の話によると、病院を決めるのは、救急隊又は本人の意思と聞いている。

静内地区になぜ受け入れ病院がないといけないのか。日高徳州会病院とは話をし

ているのか。 

 

 日高徳州会病院とは昨年 3 度協議をさせていただいています。ご質問に患者さ

んが病院を決めるとありましたが、町立静内病院又は日高徳州会病院を選択する

ことはできるようです。ドクターヘリの要請については医師、救急隊などの判断

となり、個人では要請できません。 

 

 今までの考えは赤字を削減するためにやっている。この改革をしていくら赤字

が減るのか。 

 

 単純計算した場合、各病院の病棟運営でそれぞれ 3 億円程度の経費がかかって

います。これを一本化すれば 3億円程度減らせると考えています。 

 

いい加減なことをやっているから駄目なのじゃないか。 

 

 繰り返しになりますが、病棟運営で 3 億円の経費がかかるというのが事実でご

ざいます。 

 

 病棟が無くなることでどのような不安を抱えているのかということを議論して

いただきたい。また、専門家からは撤退の方向と言われていますが、そのような

ことにはならないと考えています。三石国保病院を守っていく方向で相談させて

いただいていることをご理解いただきたい。 

 現在の 150 億円の予算は使い道が決まっており、これを削らないと他のことが

できない状況です。また、三石国保病院の建替計画も同時に進めていかなければ

なりません。薬局の立地問題もあります。これも進めていますが、こうやって欲

しいなど意見をいただければ、もっと議論、協議して進めていきます。 
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 金がないというだけでなく、町税を増やすことを考えてみてはどうか。 

 

 今日の懇談会にこれだけ多くの人が参加したのは病院問題に興味があるからで

ある。入院病棟が無くなれば、静内地区の病院又は浦河町の病院に行くことにな

ると思うが距離的な問題もある。市街地から静内地区の病院まで往復 40キロメー

トル近くある。川上地区からだと往復 70キロメートル近くあるため、かなりの負

担になる。交通が不便な地域だからこそ十分に議論して欲しい。 

 

 経費の問題が先走っているのではないかと感じる。10 年前に財政健全化法があ

り、マネジメントしてきたと思う。現時点で将来に向けてどのように考えている

のか伺いたい。 

 また、介護サービスや病院について、これから団塊の世代が増えてきた際の対

応はどうなるのか。町立病院は一般的に一般会計から特別会計に資金を繰り入れ

て運営している。一般会計自体のマネジメントが重要だと思う。この行政改革を

進めていく前にどのような議論がされたのか伺いたい。 

 

 連合自治会からの懇談テーマでもある合併した町村、しなかった町村について

の検証を含めて、坂総務部長からご回答させていただきたいと思います。 

 

②合併した町村、しなかった町村の検証について 

 合併した町村としなかった町村について、経緯などを含めてご回答させていた

だきたいと思います。大変難しい問題ですが、合併した町村、しなかった町村に

ついては、その後の運営、事業内容などに違いがあるので、一概に回答するのは

難しいことはご理解ください。 

 まず、合併について簡単に整理しますと、平成 14、15年くらいに、国では三位

一体改革が進められ、税源委譲、国庫負担金について一般財源化されたのですが、

一方で地方交付税交付金などが削減され、この影響を受け財政運営は大変厳しい

ものとなりました。その時期に新たな合併特例法が制定され、平成 18 年 3 月 31

日に旧静内町と旧三石町が合併して新ひだか町となりました。合併後の町財政の

判断材料として財政状況というものがあります。合併直後においては、三位一体

改革の影響を大きく受け、財政状況も厳しいものとなりました。途中で地方交付

税も少し戻り、行政改革などの影響もあり、若干持ち直しましたが、生産人口年

齢の減少などにより、町税収入、地方交付税、合併特例の算定が合併後 10年から

減額になるなど収入は減少してきております。 

 歳出については、扶助費が増加しております。下水道会計、介護サービス、病

院事業会計などに対する繰出金も増加しており、依然として厳しい状況です。町

税については、合併 5年前の旧静内町と旧三石町の合わせた金額が 31億 1,000万

円でした。これが合併直前の平成 17 年度、平成 18 年 3 月 31 日の策定時には 29

億 1,000万円と約 2億円の減となっています。 

 また、直近の平成 29年に至っては、27億 6,000万円で、合併前の平成 13年と

比較すると約 3 億 5,000 万円の減少となっています。合併後に税収が一番あった
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平成 19年度と比較すると、3億円程度の減少となっています。 

 また、収入の中で大きな割合を占めているのが地方交付税です。先ほどもお話

した三位一体改革前は、旧静内町と旧三石町を合わせると 66億 5,000万円ありま

したが、合併直前の三位一体改革を受けた平成 17 年度では約 57 億 5,000 万円と

約 9億円程度減っています。これが合併後、若干持ち直しまして、平成 24年度に

は、合併算定替えという制度があり、これを受けることが出来たため約 69億 3,000

万円と合併直前と比較すると、11 億円程度増えましたが、人口減や合併特例が段

階的に減少となっていることから、平成 29 年度では約 61 億 9,000 万円と合併後

一番多かった平成 24年度と比較し、7億 5,000万円程度の減少になっています。 

 歳出については、合併直前の平成 17年度の旧静内町と旧三石町の人件費は、約

28億 1,000万円でした。平成 29年度では 22億 8,000万円と、5億 3,000万円程

度減少しています。 

 また、一方で、公債費にかかる返済金は、合併直前の平成 17年度の旧両町の合

計で 31億 4,000万円、これが直近の平成 29年度では 21億 6,000万円と 10億円

程度減っています。人件費、公債費については減少してきていますが、扶助費に

ついては平成 13年度旧両町合わせて、6億 9,000万円でした。平成 17年度では旧

両町の合計で 10億円となり、平成 29 年度には約 22 億 5,000 万円と、平成 17 年

度と比較して 12億 5,000万円増となっています。先ほどお話しがあったように、

収入を増やすことにも努力していかなければなりませんが、地方交付税の算定に

ついても人口割合をベースとしていることから、従来通りの事業を継続して実施

するとやりくりが付かなくなる状況です。 

 合併したメリットとしては、合併特例債という有利な起債について 69億円程度

割り当てを受けています。また、合併算定替えという交付税が 10 年間で 63 億円

程度恩恵を受けています。合併していなければかなり厳しいものだったと分析し

ています。また、近隣町村の新冠町と比較すると、新冠町の平成 17年度、新ひだ

か町でいう合併１年前の一般会計の歳出の決算規模は 73億 2,000万円でしたが、

平成 29年度歳出合計は 56億 1,000万円と 17億円程度予算を圧縮してきている状

況です。人口比から考えても相当な圧縮をしてきています。 

 

 数字の話をされると耳が痛い。財政状況については理解できたが、ここまで来

る間はどうであったか。行政改革は町民の負担になる。お金が足りないから行政

改革になると思うが、その前に財政改革がある。町民に負担を強いる前に自分た

ちも何か負担したのか。 

 

 人件費の削減の手法として、人口が減少するということは人員もスリム化して

いかなければなりませんが、少ない職員の中でいかに効率的に事務を進めていく

かということは理事者も考えています。今後についても検討していく考えです。 

 

 一つお願いがあります。大きな事業を行うときは、基金を少しずつ積立ててい

くようにしてもらいたい。 

 

 事業については、有利な材料を使い進めたいと考えています。 
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 基金については、財政調整基金という貯金のようなものがありますが、ここ数

年かなり少なくなってきているので、新財政計画の 5 年間の中で対策を実施して

いる状況です。 

 

 病床についてご質問がありましたが、町立静内病院と三石国保病院を合わせて

100床のベッド数があります。一度減らせば増やすことは難しいと思います。 

 

 民間委託などについても記載されているが、民間委託にした場合はどの程度経

費削減が見込めるのか。 

 

 介護サービス事業で赤字が 4 億 8,000 万円です。指定管理という民間委託で進

めるという方針を出させてもらいました。利用者については、サービス向上も見

込まれ、現在の職員は今後検討課題となります。さまざまなご意見をいただいた

中で検討していきたいと思っています。 

 

 簡単に民間委託というが、民間企業も人材不足が深刻な問題となっているが見

込みはあるのか。例えば、バス転換するという話があるが、どこのバス会社がや

るのか。人材不足で難しいと思う。ＪＲでも年間 40人程度採用されますが退職者

が 150 人くらいいる。先の見通しが立たないことをやっても仕方がないのではな

いか。 

 

 病院は税金を使ってでも運営を続けてほしいというのは分かりますが、一番ネ

ックになるのは、病院運営に携わる人たちが不足したときに大変になります。ま

たいろいろな会計で赤字が出ており、一般会計で補填するのには限界があります。

何度も言いますがどこを我慢できるかを検討したい。 

 

 三石国保病院の病床を辞めると 3 億円程度削減できると言っていたが、三石国

保病院の患者は浦河赤十字病院に行くと思う。そこまで考えて私は意見を言って

いる。 

 

 昨日の歌笛地区の懇談会でも意見がありました。患者が減ったのはコミュニテ

ィバスで浦河町に行けるようにしたためだという意見がありました。本来、行政

区域内でしかバスは動かさないのですが、鳧舞地区の生活圏が浦河町にあるので

行政区域内にこだわらず運行していますが、患者が流れたと言われても困ります。 

 

 現在の三石国保病院と浦河赤十字病院を比べたら、三石国保病院に行く人はい

ないと思う。もっと高度な医療を提供しないと来ないと思う。 

 

 この場は、本当に町民の意見を聞く場なのか。意見を聞いて改革するつもりは

あるのか。提案を推し進めるつもりか。 

 

 提案については、この方向性で行かなければならないと思っています。この方
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自治会長 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

 

自治会長 

 

 

 

 

大野町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

 

 

大野町長 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

向性については否定しません。皆さんの意見の中で、これは良いと思うものがあ

れば取り入れていきます。病院は無くしてはいけないものだと思っています。医

療費削減のため 2025年までには病床を全国的に再編することになっています。 

 

 行政改革するにあたって、三石地区の人にメリットが感じられないが、メリッ

トはあるのか。町民に負担すれと言うなら、職員は何か負担しているのか。町長、

議員の給料は上がったと聞いている。 

 

 人件費の削減の仕方にもいろいろな方法があります。平成 19 年度から平成 21

年度は財政状況が厳しく、役職別に職員の給与削減も行いました。3 年間で 4 億

5,000万円程度職員の給与を削りました。あまり削りすぎると職員のモチベーショ

ンが下がるため、現在の仕事量について調査しています。4月からは臨時、嘱託職

員が 40人程度削減になります。このように人件費の削減を進めています。特別職

の給与は役場で一方的に決めていることではないことをご理解いただきたい。 

 

 身を切った改革をしてほしいと言っている。国の基準がどうであろうと自分た

ちは辞退しますという姿勢を見せてほしい。 

 また、三石庁舎から農政課の撤退、火葬場の廃止、和牛センターの廃止という

話が飛び交っているが、なぜ三石地区ばかり手を付けるのか。 

 

 三石地区ばかりという考えは理解できませんが、歌笛地区のまち墾でもある方

が言っていましたが、合併時のしこりがあるというお話をされていました。合併

後のいろいろな思いがあるのはわかりますし、三石地区だからこの予算を付ける

とか、付けないとかということはありません。必要なものについては予算を付け

ます。先ほど和牛センターの話が出ましたが、かなりの赤字を出しています。こ

こ数年間は肉牛の価格も良かったので、赤字経営にはなっていないと思います。

和牛センターも農家の人と同じことをやっているはずなのになぜ赤字になるの

か。工夫が必要なのではないのかという話はしています。現時点で和牛センター

を廃止するという話はしていません。火葬場については使用できる限り使用して

いきたいと考えています。 

 

 和牛センターが黒字にならないのは、そういう方向で運営しないからだ。牛の

頭数が少ないため貸し付け制度があったが、現在は十分に牛が行き渡っている。

この制度の役割は既に終わっている。貸し付けた牛のうち、雄牛が生まれたもの

については返すが、返す牛の性質はたかが知れている。 

 

 おっしゃるとおりです。和牛センターは市場で子牛を購入するために高値で仕

入れることになります。仕入れる段階から経費がかかりすぎています。 

 

 町内の牛の価格を安定させるために購入している。新ひだか町の牛が優れてい

るかというとそうではない。和牛センターも自家生産すれば黒字になると思うが、

それをやるべきではないか。努力はいらない、結果が全てです。 
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大野町長 

 

 おっしゃるとおりです。結果を出したいと思います。私も町長になってから 2

年しか経っていませんので、お時間をいただきながら進めていきたいと思います。 

閉会挨拶 大野町長 

 本当にありがとうございました。 

 私もざっくばらんな性格なものですから、このように対面でいろいろなことを

お話しするというのは、本当に参考にもなりますし、そういう気持ちを出してく

れる方がうれしいものですから、これからもお話し合いをしていきたいと思いま

す。 

 少しお話させていただきますと、実は、この 2 年間の間にいろいろと考えてい

ることがございまして、いろいろなことをやっていこうと思いますけれども、急

激にやるとやはりそれなりあつれきが出たり、いろいろな問題が生じて、この病

院と介護の関係についても、去年の秋にこのように町民の皆さまにお知らせして、

議論を進めていきたいということで実施しています、おそらく、やり方としては、

逆のやり方をしているのかもしれません。もっと詰めて最後にこうだと、これで

理解してほしいというやり方と、今回のように方向性を出して皆さんに関心を持

って議論していただく、この２つのやり方があると思いますが、私は後者を選ん

で議論することによって皆さんの関心も高まるし、もっと距離感を縮めたお話し

合いができるのではないかと思っていますので、また機会がありましたらこのよ

うな喧々諤々とした議論を進めていきたいと思いますので、ご協力をお願いした

いと思います。何とか良い町をつくるために頑張っているところでございますの

で、役場の職員が近くに寄って行ったら、決して大きな声で怒鳴らずに、ご苦労

さんという声をかけていただければと思います。 

 どうもありがとうございました。 

閉  会 20:13  終了 
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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 2月 6日（木）18:00 ～ 20:13 

会  場 みついしふれあいプラザ 

自治会名 三石地区連合自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、酒井建設部長、 

木村農林水産部長、木村地域振興部長、上田教育部長、秋山地域振興課長、 

池田地域振興課主幹 14人 

【自治会側】 

46人（男性 30人、女性 16人）のほか町議会議員 7人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 秋山地域振興課長 18:00～ 

自治会長挨拶 三石地区連合自治会長 
 お晩でございます。 
 まちづくり懇談会は毎年行われていますが、最近は参加者が少なくて、昨年は

14 人でしたが、特別な問題がございませんでしたので、ご案内するということは

させていただいておりませんでした。日程を決めて広報に載せていただく程度で

ございましたけれども、今回はテーマを考えたときに、皆さんに非常に関わりの

大きいテーマ、つまり病院の再編、統合という問題について、いろいろ説明され 
る予定になっております。そういうこともありまして、皆さんにも多分な関わり

があると考えご出席をお願いしたところ、大変多数の皆さんにご参加いただきま

して大変ありがとうございます。 
 また、町長はじめ、皆さんにおかれましても、連日の懇談会の開催でお疲れの

ことと思いますけれども、１年に１回の直接話し合う機会でもございますので、

皆さんからのご意見がたくさん出ることを期待しまして挨拶とさせていただきま

す。 
町長挨拶 大野町長  

 お晩でございます。 

 まちづくり懇談会は、三石地区は 3 日連続でございまして、歌笛地区、昨日は

延出地区で、今日は三石の本町地区でございますが、連合自治会長からお話があ

りましたとおり、皆さまの今後について直接関わりのある病院、介護の問題につ

きまして、私どもからご説明させていただきますが、皆さまから何なりとご意見

なり、質問なりを出していただいて、有意義な懇談となることを願っているとこ

ろでございます。 

 昨日も延出地区に行きまして、かなり厳しいやり取りをしてきたところでござ

いますけれども、そういうやり取りをすることによって、良いものが出来上がっ

てくるだろうと思っておりますので、ざっくばらんにお話しいただきたいと思い
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ますのでよろしくお願い申し上げます。 

職員紹介 秋山地域振興課長 

資料説明 坂総務部長 

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

酒井建設部長 

 4.三石西端から三石美野和間の町道 4 路線の道道昇格に向けた取り組み状況に 

ついて 

懇談希望テーマ 

及び質疑、意見

交換 

連合自治会長 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

渡辺健康生活部長 

 

 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

 

 

 

渡辺健康生活部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｂ 

①公立病院の再編・統合の今後について 

 

 

 病院の再編について、三石国保病院を診療所にして入院病床は廃止する方向と

いうことですが、これを中心に意見を出していただきたいと思います。 

 

 私は持病があり、診療所化することには反対です。町長の方針だとすれば問題

だと思う。診療所だと土、日、夜間は休診する。持病の人は死ねということか。 

 

 病床の一本化の問題ですが、私が担当部長になったのが平成 29年ですが、前町

長と協議しまして、稼働率が下がっているためこの話は進んでいました。 

 土、日、夜間診療の問題ですが、診療所にした場合、この地域にただ一つの医

療機関ということから対応を考えていかなければならないと思っています。 

 

 今の話だと決定事項のように聞こえるが、気を付けて話をしてほしい。町広報

を見たが、町立静内病院と三石国保病院の赤字額が掲載されている。三石国保病

院は 8,900 万円、町立静内病院は 1 億 1,000 万円。例えば、三石国保病院から病

床を無くした場合、赤字がどのくらい減るのか。診療所化した場合に 19床まで認

められると思うが、この件についてどう考えているか。 

 

 私が決定事項のようにお話しした部分については訂正します。方針ということ

でご理解願いたいと思います。 

 病棟についての赤字幅ということですが、病棟運営について単純計算で 3 億円

程度かかります。平成 30年度の決算で病棟の収益が 1億 4,000万円で、3億円か

けて１億 4,000万円しか入らないというのが現状です。 

 クリニックでの運営状況の予想ですが、一般病床を 19床残した場合、赤字額が

8,200万円程度と予想しています。療養病床を 19床残した場合、赤字額が 1億 900

万円程度と予想しています。 

 

 三石国保病院は、体調が悪くなり点滴などを打ちにくる患者がいる。点滴が終
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渡辺健康生活部長 

 

 

自治会員Ｂ 

 

渡辺健康生活部長 

 

自治会員Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｃ 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

坂総務部長 

わるまで 2、3時間かかるが診療時間が終わったから帰りなさいということにはな

らないか。 

 

 診療所になっても、診療時間になったから閉めるということはありません。最

後の患者さんが終了するまで対応しますのでご安心下さい。 

 

 経過措置で 1、2日入院しなければならない状況もあるが、どうなるか。 

 

 一本化した町立静内病院で入院していただくようになります。 

 

 何点かお聞きします。改革案の中に外来機能強化を謳っているが、これについ

てどのように考えているのか。 

 また、町立静内病院は道立病院から移管されて町立病院にした経緯があり、静

内地区にもたくさんの病院がある。三石地区は三石国保病院と佐々木病院しかな

く、唯一の拠り所が三石国保病院だった。これからの少子高齢化にも関わらず、

入院病棟を廃止するというのはどうかと思う。 

 農林水産部も産業建設部になり、静内庁舎に行くという話は聞いているが、合

併時に三石地区を一次産業の中心とすることで農林水産部を置くことにしたので

私は納得がいかない。 

 また、国道について、春立地区の元静内の急カーブの所から、真歌地区のごみ

処理場まで赤白の反射板があるが、汚れや雑草などで見えないので、国道管理者

にきちんと管理するようにお願いしていただきたい。 

 三石庁舎の職員で名前は不明だが、捻挫している職員が郵便局まで往復してい

たが、こういう職員に配慮できない体制はどうかと思う。 

 また、ピュアについて、経費がどのくらいかかり、収入がどの程度あるのかお

聞きしたい。 

 

 病棟の一本化については、静内地区へ一元化させていただきたい考えです。循

環器関係の診療の問題がありますが、日高管内で循環器系の医師が常駐している

のが町立静内病院だけです。高度医療については、苫小牧市、札幌市に行くしか

ないのですが、ペースメーカーなどの手術は町立静内病院で行っています。 

 三石国保病院を無床化にした場合、三石国保病院にも循環器系を増やしたいと

考えていますし、土、日の診療についても加えたいと思っています。無床化に伴

いどのようにカバーしていくのか、今後検討していきたいと思います。 

 

 循環器系科目の強化は関係ないのではないか。土、日については、出張医が来

ていて、強化する意味があるのか。 

 

 現在は出張医が来ていますが、何かある時だけ来ていただいている状況です。

土、日に常駐するようになれば、住民の方の安心につながると考えています。 

 

 農林水産部の件については、将来の組織体制を考え、なるべくコンパクトにす
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木村地域振興部長 

 

 

岩渕総務部参事監 

 

 

 

自治会員Ｃ 

 

岩渕総務部参事監 

 

自治会員Ｄ 

 

 

岩渕総務部参事監 

 

 

 

 

 

自治会員Ｅ 

 

 

 

 

 

渡辺健康生活部長 

 

 

 

ることで人件費の抑制につながりますし、課長職の権限を強化していきたいとい

う理事者の考えもあります。部制から課制へ移行していく考えです。農林水産部

と建設部を統合し、産業経済部という部にするつもりですが、この部長について

は静内庁舎に配置したいと考えています。農政課、水産林務課については現在の

まま三石庁舎に設置したいと考えています。職員の人員数については全体で調整

したいと考えています。 

 

 合併当時、部制の廃止について話はあった。一次産業の課は三石庁舎に残して

いただきたい。 

 

 国道の件は、開発局、道路部局の方に要望していきたいと思います。 

 

 職員の件ですが、地域振興部の職員だと思いますが、ご心配おかけして申し訳

ございません。 

 

 ピュアの利活用については、検討委員会において検討、協議させていただいて

います。昨年から新店舗も入り、1階は自動車店、2階は学習塾が入っています。

公的なスペース以外の利活用を模索中です。 

 

 収支はわからないか。マイナスなのは間違いないがどのくらいか。 

 

 2,000万円程度だと思います。 

 

 シルバー人材センターの向かい側に道の施設があるが、ピュアには入れないの

か。馬の展示スペースは人が入っているのか。 

 

 道の施設を入れるという意見ですが、官公庁同士でそのような話ができるかわ

かりませんが、入っていただけるのであれば、そのような活用方法もあると思い

ます。 

 馬の展示スペースは、利用者は多くはないです。展示物も変えている状況もあ

りますので、町内外の方が当町を分かってもらう展示に変更中です。 

 

 病院が診療所化するということを聞いて怒りでいっぱいだった。近くの病院に

入院できるのが安心である。静内地区や浦河町に行かなければならなくなると看

病する家族も大変疲れることになる。三石地区の事情を考えて入院施設は絶対に

無くさないでほしい。全国的に赤字の病院はあると思うが、国の問題だと思う。

国が各地域に予算配分すれば良いと思う。町も国に対して努力してほしい。 

 

 現在の病棟の状況をお知らせすると、現在の入院患者は、療養が 15人、一般は

9人です。一般入院 9人の内訳は、蓬莱荘が 4人、ケアハウスが 2人、在宅が 3人

で 3人が大腸検査のために検査入院となっています。平成 30年には、浦河赤十字

病院に入院されている三石地区の方が 1日平均 11人で、静内地区からは 8人です
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大野町長 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

自治会員Ｆ 

が、ほとんどが整形の患者さんとなっています。 

 

 直ぐに廃止するわけでなく、現状についてご理解をお願いしているところです。

稼働率が 7 割程度あったものが現在 5 割程度になり、利用者が減ってきている状

況です。病棟を一本化しても補える程度しか入院患者がいない状況です。存続し

ていくことが良いのかという投げかけをしている状況です。 

 

 今の説明を聞いて少し安心した。財政が厳しいという話をよく聞くが、財政が

良くなることは考えられないのか。例えば 1 月の新聞にも掲載されていたが、ふ

るさと納税について、えりも町が 8億円、浦河町が 4億 2,000万円となっている。

新ひだか町は 7,000万円程度しかないが、もっと力を入れてはどうか。 

 また、町長の公務に対して、4月以降は葬儀に町長並びに代理者は参列していな

いそうだが、功労賞の方などには参列している状況だと思う。これは差別ではな

いか。一般町民の葬儀は一番の公務ではないか。町長交際費について 230 万円程

度予算が付いていると思う。それなのに 4 月以降は葬儀に参列しないのは矛盾し

ているのではないか。 

 

 おっしゃることは事実です。公務の都合ということではなく、ある方の葬儀は

出る、ある方の葬儀には出られないというのが一番の問題でした。どの方の葬儀

にも参列したいという考えはありますが体が一つしかないので難しい。 

 また、葬儀に関する遺族などの考えもいろいろとあると思います。たくさんの

方に見送ってほしいという方、家族だけで執り行いたい方の考えがあると思いま

す。そのようなことで対応させていただいているところです。 

 

 歴代の町長は、町長が出られない時には、副町長、部長、課長などが参列して

きた。葬儀に関していろいろな考えがあるのは分かるが、参列してもらったらど

の方も嬉しいと思う。 

 また、町長在庁日についても廃止した。町民が来なくても三石庁舎の状況を職

員と話しをするなど良い機会にもなっていたと思う。 

 また、海浜公園については、議会答弁した際にも足を運んでいないと言ってい

た。職務怠慢ではないか。町長の新年の挨拶もモニターでやっている。そういう

積み重ねが三石地区に対する町政にも出ているのではないか。私のような考えの

町民がいるということも覚えておいてほしい。葬儀の代理の関係についてはどの

ようにお考えか。 

 

 全てについて私は出たいがそれはかないません。自分自身が行くべきと考えて

いるので、代理については考えていません。 

 

 それは納得できない。町長が行けない時があるから代理の方がいるのではない

か。交際費については、議会でも議論していないのではないか。 

 

 １つ目に、日本全国は人口減少に向かっている。新ひだか町はこれに対してど
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大野町長 

 

 

 

 

 

自治会員Ｇ 

のような取り組みを考えているか。 

 ２つ目に、三石地区にある葬斎場は是非存続させてほしい。 

 ３つ目に、全国的に上水道の水道管が老朽化して、将来的に取り替えの経費が

かかると聞いているが検討されているのか。 

 また、普段やかんでお茶を沸かした際に白いものが付着している。これについ

てもお聞かせ願いたいと思う。 

 

 少子化については、既に取り組みはさせていただいています。取り組み状況で

すが、妊婦検診の無料化、交通費の助成、平成 26年からは妊娠 8か月まで検診が

できる婦人科を開設しました。 

 また、不妊治療の助成、子どもの医療費無料化などの取り組みを進めていると

ころです。 

 

 葬斎場については、一つの町に同じ建物が二つあること自体に無理があると思

います。平成 22年に一部修繕していますが、使う予定で考えています。 

 

 水道の件ですが、昭和 40、50年代に塩ビ管を入れてきましたが、随時入れ替え

ていく予定で考えています。料金の値上げについても心配されていましたが、コ

スト計算した結果、値上げはしない方向で進めていくこととなります。今後は、

人口などの問題もあることから随時検討させていただきたいと思います。 

 また、水道水については、衛生上、塩素を入れています。どうしても気になる

ようであれば検査なども考えますので採取させていただきたいと思います。水道

施設の管理については、機械などに異常があれば職員の携帯電話へ通知されるよ

うになっており、対応している状況です。 

 

 昨年、消費税が 10％になり福祉関係に増税分を充てると聞いているが、状況が

良くなっているとは思えない。保険料や介護料金が高い。増税により福祉が良く

なっているとお考えか。 

 

おっしゃるとおりだと思います。医療費増大について国の財政が持たない状況

になってきており、厳しい世の中だと認識しています。 

 

 さくらを見る会についてどうお考えか。税金を不要なところに回し、一方で公

立病院の再建を促しているが、これについてどうお考えか。 

 

 さくらを見る会については、新聞をあえて見ないようにしています。国会で議

論することに疑問があるからです。公立病院で働いている方は一生懸命働いてい

ますし、なぜ国に言われないといけないのかと腹立たしい思いでした。基本的に

各町の公立病院は赤字運営しています。世相については割愛させていただきたい

と思います。 

 

 財政が苦しいと言うが、特別職の期末手当も上げているのではないか。 
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 今回は、0.05 月ボーナスがアップしましたが、これは国公準拠に基づいていま

すのでご理解願います。 

 

 知事になった鈴木氏は、自分で給料をカットして夕張の再建を目指していまし

た。そのような人もいることを忘れないでほしい。 

 

 おっしゃることは分かりますが、役場職員の人件費は、平成 19 年から平成 21

年まで期末手当の削減を行い、総額 4 億 5,000 万円程度削減しました。職員にも

生活設計があり、モチベーションが下がるということがあります。人件費の総額

を削るため、昨年の 4 月から 1 人当たりの仕事量を調査しています。今年の 4 月

からは臨時、嘱託職員を 40人程度削減することになっています。 

 

 港町に住んでいるが、未だに港町や越海町にピンク色の公衆電話が付いている。

経費の無駄ではないか。 

 ワイファイについては、必要のない場所にも設置しているように思う。 

 また、人件費については、北海道市町村別年収ランキングを見ると、40 歳平均

で最高額 661 万円、最低が 476 万円、平均 566 万円となっている。600 万円から

700万円までが 24市町村、500万円から 600万円までが 151市町村、500万円以下

が 4市町村となっており、トップが石狩市になっている。2位は音更町、3位は富

良野市、4位は新得町、5位は清水町、6位は新ひだか町。新ひだか町は 626 万円

で、近隣の浦河町は 69位で 576万円、新冠町は 574万円、平取町は 574万円、様

似町は 508万円、えりも町は 508万円だがどうか。 

 

 4 月に全国で給与の実態調査が行われます。質問の資料は、平成 30 年の資料だ

と思います。新ひだか町が相対的に高い理由がいくつかありますが、一つ目は平

成 30年度に町長・町議会選挙があり、選挙の期日前投票などの時間外手当が加算

されている状況です。二つ目は合併町という理由で、静内地区から三石地区、三

石地区から静内地区に通勤するなど、他町に比べ通勤手当が高い状況となってい

ます。また、職員の年齢が高く、諸手当が高い状況です。ラスパイレス指数とい

うものがありますが、179市町村中新ひだか町は 125位となっており、日高管内 7

町中 6位となっています。 

 

 広報などで掲載してほしい。 

 

 職員の給与については隠すものではないですし、町のホームページにも掲載さ

れています。 

 

合併した時から職員はどの程度減ったのか。 

 

細かい数字については直ぐに答えられませんが、合併直前の平成 17年度の旧三

石町と旧静内町の人件費の合計と平成 29 年度の人件費で比較した場合、5 億円以
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上減っています。一般行政職については、40 人程度減っています。病院、介護施

設の職員については減らすことができませんし、増えている状況にあります。 

 

 平成 30年度で一般行政職が 202人となっている。公営企業とは病院などになる

のか。これが 201人、全体で 448人となっている。相対的には減っているのか。 

 

 合計では減ってきています。人員が増えているのが、病院、介護サービス事業

です。 

 

 三石地区協議会でも説明してほしい。議会でも北道議員が給与削減について求

めたが、総務課長は現在考えていないと答えていたと思うが、職員の給与も見直

ししてから病院再建を進めた方が良いと思う。 

 

 職員の人件費は、副町長からも説明がありましたが、人件費の削減の手法はい

ろいろあり、人員をスリム化することによって人件費の総体を下げていくことで

進めているのでご理解ください。 

 

 日高管内で再建の指示が出されたのが、日高町の国保病院と新ひだか町の二つ

の病院だった。また、病床について 7 割の稼働率がないと赤字が出ると説明があ

った。要望だが、三石国保病院が診療所化されても、無床化は避けてもらいたい。 

 

閉会挨拶 大野町長 

 皆さん、本当にありがとうございました。 

 病院の関係につきまして、私は決して不安をあおって出しているわけではなく、

皆さんとこういう議論をする必要があると思っております。それは、やはりこう

いう議論をしなければ、一方的に決めたとか、一方的にやったとかということに

なるので、こういう大きな問題は腹を割りながらいろいろとお話をしていくこと

が重要だと思います。ここで約束したいのは、例えば、病院を 4 月 1 日から無く

しますということは一切考えておりません。どのようにしたら病院運営が良くな

るのかということを念頭に置きながら、我々は議論をしたい。ちょっと乱暴だっ

たかもしれませんけれども、目指す方針を出さないとまたずるずると行ってしま

う。行くところまで行ったらどうしようもなくなりますから。そういう意味で乱

暴なやり方かもしれませんが、キャッチボールをやりながら良いものを作ってい

きたいと思っているところでございますので、引き続き議論させていただきたい

と思っております。 

 それと私に対するご意見をたくさんいただきましたけれども、これにつきまし

ては、私の不徳に致すところもあろうかと思います。私は飾り立てなどをする人

間ではございません。良いものは良い、悪いものは悪いとはっきり言いたい性分

です。ただ、この立場になりますといろいろと制限があって、言えないこともあ

るので、なかなか公式の場で言える話題も少なくなってきておりますが、腹を割

ってお話しするとそれなりにきちんとしたお話をさせていただける場面もあると

思いますので、是非そういう機会がありましたら皆さんと一緒に和気あいあいと
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やっていきたいと思いますので、これからも叱咤激励をしていただきながら、残

された期間は 2 年ちょっとですけれども、一生懸命やっていきたいと思いますの

でよろしくお願い申し上げます。 

 本日はありがとうございました。 

閉  会 20:13  終了 
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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 2月 10日（月）18:30 ～ 20:09 

会  場 川上会館 

自治会名 川上連合自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、酒井建設部長、 

木村農林水産部長、木村地域振興部長、上田教育部長、秋山地域振興課長、 

池田地域振興課主幹 14人 

【自治会側】 

10人（男性 10人、女性 0人）のほか町議会議員 4人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 秋山地域振興課長 18:30～ 

自治会長挨拶 川上連合自治会長 
 お晩でございます。 
 町長をはじめ職員の皆さまには、大変寒い中、夜分遅くお越しいただきありが

とうございます。 
 令和 2 年のまちづくり懇談会ということで、今回の懇談会開催にあたって、テ

ーマを 3点要望しております。 

 一つ目は、ＪＲ日高線の廃止について、今後はバス転換になると思いますが、

今後どのようになるのかわかる範囲でご説明いただきたい。 
 二つ目は、日高自動車道が伸びてきていますけれども、昨年、静内地区から三

石地区方面の調査費の予算が付いたという話も聞きましたので、どのようになる

のかわかる範囲でお知らせをいただきたいと思います。 
 三つ目は、新ひだか町の介護サービス事業及び病院事業の経営改善の問題が出

ていますけれども、この点は三石地区住民にとっては大変難しい問題だと思って

いますので、皆さんとともに詳しく議論したいと思いますので、本日はよろしく

お願いいたします。 
町長挨拶  お晩でございます。 

 会長から 3 点のお話がありました。私どもからも 4 点ご説明をいたしますけれ

ども、中でも介護サービス事業については、端的に説明いたしまして、意見交換

に十分時間を取ってまいりたいと思います。三石地区は、歌笛地区、延出地区、

三石市街地地区と終わりまして、ここで 4 か所目になりますが、休み明けの水曜

日に本桐地区で行い、三石地区の 5 か所が終わることになります。遅い中お集ま

りいただきありがとうございます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

職員紹介 秋山地域振興課長 
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資料説明 坂総務部長 

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

酒井建設部長 

 4.三石西端から三石美野和間の町道 4 路線の道道昇格に向けた取り組み状況に 

ついて 

懇談希望テーマ 

及び質疑、意見 

交換 

岩渕総務部参事監 
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①ＪＲ日高線の廃止についての今後の見通しについて 

②日高線（高速道路）についての今後の見通しについて 

③新ひだか町介護サービス事業及び病院事業の経営改善の方向性について 

 1 点目のＪＲ日高線の廃止と今後の見通しについては、平成 27 年に不通になっ

てから、管内 7町の町長会議で協議してまいりました。その結果、昨年 11月に日

高町村会として代わりとなるバス路線については、今後ＪＲ北海道と協議を正式

に行うという確認を行ったところです。今後は、管内の公共交通の持続性、利便

性の高い交通性を早期に確立するために協議しなければならないとされていま

す。管内の広域交通の確保、えりも町から札幌市までの乗り換えを少なく、接続

できる方法を求めていきたいと考えています。中距離、短距離路線、特に高校生

の通学、病院へ通う方の路線、時間帯、本数などについても検討をお願いしてい

ます。 

 また、ソフト面については、まちづくりへの協力をお願いしています。例えば、

バス路線に変わると通学などの定期代が高くなるとされています。そこで、一定

期間になると思いますが、上昇分についての補填、鉄道用地、ＪＲ北海道が保有

している職員住宅などを無償で譲っていただくなどの原案を作りながら進めてい

るところです。 

 また、来週、三石庁舎のはまなすホールにおいて、原案の説明会を開催します

ので、ご意見などいただきたいと思います。 

 2点目の高規格道路日高道の今後の見通しについては、厚賀静内間で工事が進め

られていますが、静内浦河間にについて国で事業認定されていません。計画段階

評価を受け、高規格道路が必要だという調査を行い、環境影響評価などさまざま

な評価を受けながら、新規事業の採択を受けて事業が進んでいくことになってい

ます。静内浦河間の距離が約 40キロメートルですが、過去の経緯を見ると、国は

20キロメートル区間区切りで事業を進めています。静内三石間が約 20キロメート

ルあることから、最初に調査されるものは静内三石間になると思います。 

 また、2 月 17 日から開発局で個別アンケートを受け付けしていますので、ご協

力をお願いします。 

 

 病院と介護の件について、メリットになることが一つも説明されていない。ま

ず、病院の医師の確保が重要ではないのか。また、地域包括支援センターについて、

介護認定を受けた方であれば個別訪問してくれるが、それ以外の方に介護認定を受

けに来てくださいという態度では人が集まらないのではないか。受け身になるだけ
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髙野教育長 

でなく能動的に動かないといけないのではないか。 

 

 病院の経営改善するに至ったのが、ここ数年、億単位の赤字が続いております。

今までは合併市町村であることで地方交付税が多く交付されていました。しかし、

合併 11年目からは段階的に下がっていく状況です。また、税金を納めていただけ

る労働者人口も減っている状況です。このようなことから経営改善に至りました。

また、医療スタッフの人材確保も難しい状況にあるため入院病棟を一本化し、経費

を節減して安心、安全な医療を提供させていただくつもりです。特に三石地区の医

師の年齢が 64歳と 69歳で高齢になっていることもあり、町の意見として示させて

いただいたところです。 

 

 2点目の地域包括支援センターの件ですが、静内地区においても個別訪問をして

いないということではありません。静内地区の高齢者人口が 7,000人近くおり、全

て訪問するのは難しい状況になっています。ご指摘いただいた件については、今後

努めてまいります。また、乳幼児検診に関しては、静内地区、三石地区とも同じよ

うに検診を実施していますので、ご理解願いたいと思います。 

 

 新ひだか町では子どもや住宅の支援について、新冠町、浦河町のように支援で

きないのか。政策的にも隣町は医療費を無料にしているのに、新ひだか町は立て替

えで商品券としてやっているため、他町で良いものがあれば実施してみてはどう

か。町内の高校もいずれはなくなると思う。その前に対策を考えるべきだと思う。 

 

 具体的に他町でどのようなことが行われているかお聞かせいただけますか。 

 

 新冠町はお産した場合には全額町負担している。浦河町は中学生までの子ども

は医療費が無料、新ひだか町は商品券で還元している。 

 

 お産については、公費で全額戻ってくるというお話でしたが、その方の入って

いる保険から給付されているのではないでしょうか。国民健康保険に加入していれ

ば 420,000円戻ってきますし、当町でも個人負担はほとんどないと考えています。 

 

 商品券の件ですが、当町では中学生まで医療費の無料化に手を付けたのが早か

ったものですから、実質商品券になりましたが、他町の状況を踏まえ進めています

のでもうしばらくお待ちください。 

 

 高校のお話ですが、町内高校への通学定期の無償化について先行して進めさせ

ていただいて、クラス数についても減らされないような努力をしていることをご理

解いただきたいと思います。 

 

 定期の無償化は収入制限があるのか。 

 

 町内には 2 校の高校がありますが、ここに通う学生の定期については全て無償
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自治会員Ｂ 

 

自治会員Ｃ 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｄ 

 

 

 

 

 

木村農林水産部長 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

木村農林水産部長 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

 

自治会員Ｅ 

 

化にしています。農業高校へ行く場合、以前は静内駅から道南バスを利用して通っ

ていましたが、スクールバス 2台を農業高校専用バスとして運行しています。結果

として定期代はかかりません。定数を維持するためにも実施しているのでご理解い

ただきたいと思います。 

 また、願書の提出状況ですが、静内高校は定員 200人のところ 156人でした。1

クラス 40人です。平成 31年度に入学した生徒は 1クラス減って、4クラスとなっ

ています。このままいけば、今年度も 4クラスになると思われます。農業高校につ

いては、前年度よりも願書提出が多くなっている状況です。 

 

 病院の件について、三石国保病院に少しでも病床を残してほしい。 

 

 医師の高齢化は何年も前から言われている。医師不足もあるため病院の建物ば

かり残すのもいかがなものか。 

 

 ここ数年、三石国保病院の入院患者がかなり減ってきています。病棟だけで 1

億 3,000万円くらいの赤字になっています。財政面と医療スタッフの人材不足の問

題もあります。町立静内病院の稼働率も高いわけではない。一つの病院に集約して

もまだ人が入れる状況です。病棟を無くした場合も生じる問題がいくつかありま

す。夜間や救急、三石国保病院の建物自体も非常に老朽化しています。薬局の立地

の問題もあります。皆さんのご意見をいただいて協議していきたいと思います。 

 

 有害駆除で駆除された動物はどのように処分されているのか。山に行くと相当

数の残骸があり、熊をおびき寄せてしまうと思う。仕事の関係上、馬を夜間放牧す

るが、何かあった時の対策はどう考えているか。三石地区に処理場を作ってほしい

のと静内地区の状況をお聞きしたい。適正な処分について、猟友会、ハンターにど

のように指導しているのかお聞かせ願いたい。 

 

 一般狩猟の方もいますが、猟友会には死んだらゴミになるので、焼却処分場に

運搬するように指示しています。今後も正しい処理方法を啓発していきたいと思い

ます。 

 

 静内地区はどこに処理場があるのか。 

 

 ゴミ処理場の下に数年前に建設しています。ハンターにはそこに運搬してもら

っており、最終的にはゴミ処理場に持っていきます。 

 

 浦河町では、全て確認しだい駆除費を支払っているようだが、そのようにしな

いと残骸の不法投棄は無くならないのではないか。事故があった場合には誰が責任

を取るのか。 

 

 昨年、育成協で質問し、町が電気代を支払うと言っていたが、どこの課から支

払うのかお聞きしたい。また、今年度は降雪量が少なかったため雪祭りは中止とな
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自治会員Ａ 

 

 

 

 

坂総務部長 

 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

坂総務部長 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

坂総務部長 

 

ったため、金額的には 8,000円程度だと思う。開催されていれば 1万 2,000円程度

だと思う。育成協も静内地区と合併するという話が出てきているので、予算的にも

縮小される可能性もあると思うがいかがか。 

 

 町でお支払いするという約束をしていますので、担当の方に確認します。 

 

 担当は社会教育課になりますが、町の補助金の中からこの経費について支払う

ことは聞いていました。再度担当課に確認し、後日連絡します。 

 

 町のスケートリンクが無くなったが、小学校の先生から川上地区でスケートリ

ンクがあればそちらを利用してくださいと話があった。今までは任意で町のスケー

トリンクとは別に作っていたが、このような話であれば、町の方でも何か支援して

ほしい。 

 

 本桐地区のスケートリンクが無くなり、静内地区の河川敷のスケートリンクを

案内しましたが利用者はあまりいませんでした。コミュニティ・スクールでも利用

したいという意見もありましたので、教育委員会でも支援などを考えていきたいと

思います。 

 

 防災の件で、これだけ災害があるのに新ひだか町の対応が遅い。川上会館は避

難指定区域ではない。何回も要望しているが良い返事をくれない。前回も川上地区

で災害があったが、現地になかなかこなく対応が遅かった。災害担当者に連絡した

らすぐ場所などを把握し対応していただきたい。 

 

 災害の規模にもよりますが、大きくなれば職員全員が出動するような体制にな

ります。町でも情報収集は必ずしていますし、降水量が多いときには役場に待機も

します。職員だけで手が足りない場合には建設協会と協定を結んでいるので、対応

してもらう場合もあります。自主防災組織にお願いすることもあると思いますので

よろしくお願いします。 

 

 水害で三石庁舎に電話したときは既に出動しており誰もいなかった。場所も全

然把握していなかった。 

 

 現場を知っている職員も限られているのは事実です。現場の技術職員が数少な

いのでご迷惑をおかけてしている状況だと思いますが、早急に対応できるように心

がけ、地域振興課で対応できるようにいたしますのでご理解をお願いします。 

 

 知っている人が現場に行くのではなく、誰か別の職員を現場に向かわせ指示す

れば良いのではないか。 

 

 おっしゃることはわかります。私も現場に出たことがありますが、事務職員で

は判断が難しい場合もあります。また、本部と現場職員の連絡は取っていますが、
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坂総務部長 

 

 

 

自治会長 

 

 

 

 

 

緊急度の高い案件から現場に向かうようにしていますのでご理解いただきたいと

思います。 

 

 川上地区は距離的にも遠い。現場に来るのは建設関係の職員だけでなく、農政

関係の職員でも良いのではないか。 

 

 建設部の上下水道課職員にお願いする場合もありますし、別の部の職員にも動

いてもらっています。 

 

 災害あった時に巡回してから応急処置していただきたい。災害になる前に現場

をしっかり身につけてほしい。 

 

 既に対応を検討しているものもあります。ご理解していただきたいのが、役場

職員だけで災害対応はできる状況ではありませんので、地域住民にもご協力いただ

いて、役場にも情報をいただきながら対応していきたいと思います。 

 

 ＪＲについて要望ですが、ＪＲの線路が無くなれば、蓬莱山の道路を広げてほ

しい。 

 また、スケートリンク作りに育成協の方も一生懸命努力しているが、天候の影

響もあり、雑草が生えているのも原因ですぐ溶けていたようだった。耐熱シート

を敷いて水をまけば氷も長持ちするので、町で支援できるように検討してほしい。 

閉会挨拶 大野町長 

 いろいろなご意見ありがとうございました。 

 昨年からいろいろとお話を聞いて、地域の子どもたちのためにいろいろとご苦

労されているというのは分かりますし、私も昨年スケートリンクで滑らせていた

だきまして、その後そばを食べて帰りましたけれども、なかなか良いお祭りだっ

たと思いました。 

 病院、介護の関係ですけれども、三石地区の懇談会の最後にお話しさせてもら

っていますが、この 4 月 1 日からすぐに実施するということではなく、我々の町

における介護、医療の状況はこのようになっていますということを皆さんに知っ

ていただいて、その中でここはどうだ、あれはどうだという意見交換をして、良

いものを作り上げたいと思います。決して不安をあおって出しているわけではな

く、本当に町民の皆さんも思っていること、我々も考えていることをもっと擦り

合わせしながら、良いものを作っていきたいと考え、今回、ちょっと乱暴気味で

すけれども、このようなかたちで町は考えているということを出させていただい

たところです。 

 いろいろな事情もありますし、財政の問題、国の動きもある中で、これについ

て 3 年も 4 年も時間をかけているわけにもいきません。少しスピードアップしな

がら、皆さんのご意見をいただき、良いものは取り入れながら完成形にしていき

たいと思いますので、今後とも厳しいご意見でも結構ですので、よろしくお願い

したいと思います。 
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 本日はありがとうございました。 

閉  会 20:09  終了 
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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 2月 12日（水）18:00 ～ 20:32 

会  場 本桐基幹集落センター 

自治会名 本桐連合自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、酒井建設部長、 

木村農林水産部長、木村地域振興部長、上田教育部長、 

渡辺医療介護対策室主幹、秋山地域振興課長、池田地域振興課主幹 15人 

【自治会側】 

24人（男性 21人、女性 3人）のほか町議会議員 6人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 秋山地域振興課長 18:00～ 

自治会長挨拶 本桐連合自治会長 
 皆さま、こんばんは。 
 日中のお仕事でご多用の中、また、お疲れのところ夜分このようにご参集いた

だきましてありがとうございます。心よりお礼申し上げます。そして、連日の懇

談会でお疲れのこととは存じますが、本日、本桐地区の懇談会に町長さんをはじ

め、各部門の代表の方々にお出でいただきまして誠にありがとうございます。心

より感謝申し上げます。併せて、日ごろから各単位自治会、連合自治会に対しま

して、多大なご支援をいただいておりますことを深く感謝申し上げます。 
 今年のまちづくり懇談会につきましては、報道などでございましたように、病

院などの問題がございますので、関心は高かろうと予測はしておりました。他の

地域の状況をお聞きしましても、やはり例年よりも参加者が多かった、そして議

論も活発に行われたと聞いております。本桐連合自治会といたしましても、高齢

化が進んでいるだけに、医療関係のことについてはどのようになるかというのは

憂慮を持っています。これは当たり前のことではないかと思いますし、町へは我々

の希望、要望、このように改善していただきたいという願いを十分に聞き取って

いただいて、汲み上げたうえで町政に反映させていただきたいと願うしだいでご

ざいます。 
 本日は、参会の皆さまの活発な議論のもとに進めてまいりたいと思いますので、

よろしくお願い申し上げ、開会のあいさつとさせていただきます。 
 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

町長挨拶  お晩でございます。 

 会長からお話がありましたとおり、介護サービスと病院の関係につきまして、 

これまで三石地区ではもうすでに 4 か所終えておりまして、さまざまなご意見を

いただいているところでございます。 

 本日、私どもから 4 点についてご説明をさせていただきながら、後のフリート
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ークで十分な議論をさせていただきたいと思います。 

 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

職員紹介 秋山地域振興課長 

資料説明 坂総務部長 

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

酒井建設部長 

 4.三石西端から三石美野和間の町道 4 路線の道道昇格に向けた取り組み状況に 

ついて 

懇談希望テーマ 

及び質疑、意見 

交換 

坂総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①本桐基幹集落センターの改修について 

 

 

 本桐基幹集落センターの改修については、町民文化系施設、いわゆる集会施設

の統廃合の考え方について、平成 29年秋に町内の該当する全地域に出向きまして

説明し、その後においては、本桐地区におきましても自治会長さん、特に連合自

治会長さんには町の担当者が何度もお邪魔させていただき継続的に意見交換をさ

せていただいたところです。基本的な部分については、昨年地域でもご了解をい

ただいている状況にございます。ご了解いただいた項目としては、本桐地区の集

会施設は統廃合を進めることとし、一つとしては、本桐生活館及び本桐生活改善

センターについては廃止をして除却をすること、もう一つは、この基幹集落セン

ターは改修のうえ、本桐地区の集会施設として今後継続して利用していくという

ものでございます。 

 次に、基幹集落センターの改修内容について、地域の方から何点か要望事項を

いただいておりまして、その項目といたしましては、放送設備と物品庫ドアの修

理、トイレの洋式化、土足での利用を可能とする改修、各部屋への出入りの段差

解消、管理人室の外から出入り出来る防災倉庫としての改修、駐車場の区画引き、

公衆電話の継続設置、調理室の流し台改修と備品の整備でございます。このうち

現時点で施設の土足での利用の改修につきましては、集会室の材質が体育館と同

様の仕様であること、また、時期によりテニポンなどのスポーツ的な活動も行わ

れていることを考え合せ、現状のまま利用していただくことが得策と考えてござ

います。また、備品の整備などについては、一部財源などの関係もあり難しいも

のもあるかも知れませんし、公衆電話の継続設置については利用度を今一度確認

しながら今後ご相談させていただきたいと考えてございます。 

 そこで基本的な改修内容として、現時点で検討している内容は、放送設備の改

修、現管理人室・事務室部分の防災倉庫を含んだ改修、これは連合自治会から要

望のある外からの防災倉庫への出入りを含めてということを考えてございます。

また、機械室の改修による物品庫スペースの増加、物品庫が狭いということでそ

の奥にある機械室を改修しながらそちらの方に物品庫を拡げることも検討させて

いただいております。さらにトイレの洋式化の実施、各部屋の入口の段差解消に
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米田住民福祉部長 

 

 

 

 

ついても出来る限り実施する検討をしていますし、厨房の流し台の改修、さらに

施設のＬＥＤ化についても合わせて実施したいと考えてございます。全般的には

今後の施設運営を考えた際に、施設維持に係る経費がなるべくかからないように

改修を実施したく、詳細については新年度に入りまして実施設計などを行う中で

精査していくとともに、改修工事につきましてもできれば令和 2 年度に実施した

いと考えております。 

 なお、改修やその他の施設の解体を行う主となる財源につきましては、当初起

債費用、いわゆる事業を行う場合にお金を借りて実施することを考えていました

が、国の交付金での活用が期待出来る制度の創設がございまして、この交付金が

交付率も高く、町の持ち出しも少なくて済むことから、今年度鳧舞地区の生活改

善センターの改修を行っていますが、これと同様に交付金の制度を活用したいと

考えてございます。 

 ただし、この場合については、改修工事の終了後に施設の名称を本桐基幹集落

センターから本桐生活館に改称する必要がございます。それついては地域の皆さ

まにもご理解をいただきたいと考えています。 

 

 連合自治会で総務をやっており、その中で 3点ほど要望事項があがっていた。 

 ＪＲの線路の廃止に伴い、運転免許証を返還した方や高校生が列車で通うため

の差額手当てをして欲しいという要望があがっている。 

 それから、本桐地区も空き家が増えて来て、その空き地の雑草が伸びて酷く、

これらの草刈などはどのようにしたら良いか。また、本桐入口から本桐市街まで

の間の歩道で、草やごみが酷く、歩道の草を何とかして欲しいという要望があっ

た。 

 もう一つは、先ほど説明のあった本桐から荻伏に抜ける道路の整備状況で、道

路が穴になっておりかなり酷い。近隣に家を建てられている人たちは、穴に落ち

るたびに家が揺れることもあり、道路の補修工事もやっているようだが、今後も

やっていただけるのか。 

 

 皆さん新聞でご存知かとは思いますが、今後、管内 7 町がＪＲ北海道と合意す

れば日高線を廃止してバス転換にしましょうということで一生懸命検討させいた

だいております。その中で一番重要な案件としましては、通学高校生の足と運転

免許証を持っていない方です。また、国道沿いばかりではなくて、地域それぞれ

の沢に住まわれている方、こちらですと本桐地区、歌笛地区などの方の足もきち

んと確保しなければ幹線道路に出られませんので、それらを最重要項目として皆

さんが利用するに当たり、利便性や安心感、即達性などが感じられる地域公共交

通になるよう検討させていただいているところです。 

 

 運転免許証の返納については、高齢になられて返納された場合に役場に証明書

をもらいに行きますが、それをもらって来ていただければ 2,000 円の商品券をお

渡しするという事業がございます。今のところはそれ以上のことはございません。 

 空き家の空き地については、町営住宅周辺の草は町で管理している建設課で刈

るようにしていますが、個人の空き家については調査自体も及んでいるかわかり
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ませんが、そこは個人のお宅の責任としているところです。それが衛生面で害が

出たり、虫が出て困るということになりますと状況により相談を受けたいと思っ

ております。 

 

 公営住宅につきましては、町で草刈りを実施しております。空き家については

周辺と同じ回数は出来ませんが、年 1 回程度実施しております。その中で環境上

どうしても回数が少ないのではないかなどご意見があると思いますが、どうして

もということであればご一報いただければ回数を増やすなど、約束はできません

が現地を確認のうえ検討させていただきます。 

 ３つ目の本桐入口から歌笛地区に向かっての道道の歩道の草刈りについては、

頻度は別として北海道が草刈りを実施しておりますが、環境的に草刈りの回数が

少ないですとか、構造物があってその周辺が残っているというご指摘だと思いま

すので、北海道に現地確認などを要望して行きたいと考えています。 

 ４つ目の本桐地区のセイコーマートさんから荻伏地区に抜ける道路について

は、地盤が悪く穴の補修をやって欲しいという要望だと思います。私たちも町道

でございますし、先ほどの説明の中で令和 2 年度中、今年の春以降に北海道に引

き継いでいく中で、それまでは町で管理を行います。現在、雪も少ないため穴も

目立っており、職員や舗装業者にお願いし実施していますが、車が壊れるような

穴になると大変なことになるので、そのようなものがありましたらご一報いただ

ければ町で対応させていただきたいと考えておりますので、情報提供をお願いし

ます。 

 

 鉄道について、4年が経過しバス転換を考えているが、早く手を付けて欲しい。 

 

 2月 6日に三石地区で懇談会があったが、都合が悪くてこちらに出席させていた

だいた。今回説明された中身について個々に質問したい。 

 まず、町長は、当選される前に新ひだか町をどのようにしようかとビジョンを

持って立候補したと思う。 

 次に、町長が当選されてから 2 年過ぎ任期まで 2 年あるが、その後もやられる

と思うが、これに対してのビジョンもさることながら、今後の中長期計画、町政

としてどのようにするのか。 

 次に、先ほどの説明の中で、三石国保病院の統合など町民が痛みを伴う中身だ

が、町の財政の中で何か無いのか。例をあげれば、本庁と支所と分かれているが、

会議があれば本庁に行くために車を使うが、知恵を絞ればテレビ会議や電話会議

などやれることが多々あると思う。そうすればガソリンの節減、車の維持費の節

減などができる。なぜそういうことを考えられないのか。 

 次に、1月か 2月の議会で、なぜ議会が特別職などの給与の説明が出来ないのか。

我々町民にはこんなに痛みを与えている中で、特別職等々を含め自分たちも夕張

市の財政破綻のようになってしまうと大変である。そのためにこの中身の施策を

やろうとしているのではないか。夕張市は市長自ら給与カットを行い返納するな

ど、こういう中身の発案が出てこないのか。ただ町民に痛みを与えているのが今

の実態である。 
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 次に、財政が苦しいのは新ひだか町ばかりではないと思う。近隣の町も苦しい

はずだ。言葉は悪いが、町長が結託して道なり国会議員等に提案をしていかない

のか。これは日高ばかりでなく胆振の市町村もそうだと思う。北海道特有の中身

だと思う。そういう発案はないのか。 

 次に、ふるさと納税について、新ひだか町では今年の 12月までで構わないが、

いくらのふるさと納税があったのか伺いたい。 

 

 現在のところ、ふるさと納税は 6,000 万円を超えたところです。最終的には 3

月までの予定では 6,400万円程度になるのではないかと思っています。 

 

 なぜこのようなことを聞くかと言うと、1 月 25 日の新聞で、増収施策として同

じ第一次産業が主力の浦河町やえりも町では今年 12月末までに約 8億 5,000万円

程度のふるさと納税がある。えりも町が約 8 億 5,000 万円、浦河町が 4 億円程度

だが、なぜこんなに違うのか。知恵を出していろいろなことをやっているのか。 

えりも町ではセットで返礼している。町長自ら職員に指揮指導しなければ、ただ

町民に痛みを伴わせるだけで、自分たちはあぐらをかいている行政のやり方など

はない。町民のほとんどが第一次産業で朝の 3 時頃から遅くまでやっている。こ

の後、中身について入っていきたいと思う。 

 

 質問の中で、テレビ電話会議のことがありましたが、毎週月曜日に庁舎内の幹

部の会議がありますが、テレビ電話で実施しています。また、職員の研修につい

ても、それぞれの会場で出来る研修は、同じように静内会場、三石会場で同時に

研修会を実施しています。会議によってはその現場に行ってやらなければならな

い会議もあります。今後においても、ＩＴなどを活用していかなければならない

と思っています。職員の数も減っていく中で、例えば対町民の皆さんとのやりと

りもそんなに遠くない将来にそのようなものを使う時代が来ると思いますので、

今後は出来るだけ活用していきたいと思います。 

 次に、道や道議会などに地域として要望するという話がありました。管内には 7

町で構成している町村会という組織があります。そこで、管内の共通した要望、

例えば勉強していかなければならない要望については必ず時期を決めて、道、道

議会あるいは国へも要望をさせていただいております。ただし、現状で難しいの

は、北海道も財政事情が厳しく、我々もいろいろなことで補助金をいただきたい

と要望をあげても、それが満度に付くという状況では無くなっています。交付率

についても、従前は 50％付いていたものが 30％になったりしています。これらに

ついては、1町だけという問題ではなく、連携していかなければならない問題もご

ざいますので、引き続き管内足並みを揃えて要望していきたいと思っています。 

 次に、特別職の期末手当のお話ですが、常勤特別職の給料の本俸については、

特別職報酬審議会というものがあり、町の条例で常勤特別職、議会議員の報酬を

上げる時に民間委員の審議会にかけることになっていまして、それに基づき報酬

額などを決定しています。期末手当については、町長、副町長、教育長について

は、常勤特別職で我々と同様の勤務体制、さらに我々以上に土、日の行事にも参

加していますので、職員手当で整合させて支給している状況でございます。 
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 そこで、なぜ削減できないかというお話ですが、常勤の特別職、一般の特別職

という分けではなく、合併時から平成 30年度まで一般会計の職員の人件費は 5億

円以上減らしてきています。確かに合併直後には本当に厳しくて、給料削減をし

たこともあります。ただ、それに対して影響が大きく、現在行っているのは職員

個々、特別職も含めて、その給料を下げるのではなく、全体の職員をコンパクト

にするために人数を減らして、より少ない人数で機能的に動けるようにしながら

人件費を減らしていますので、今後におきましても、そのように実施してまいり

たいと思っています。 

 

 町長の執行方針については、選挙に出られる時に公約を皆さんに公表しながら

選挙をされております。その公約が認められて選挙戦を制して町長になられまし

たので、最初の議会では所信表明を発表されております。それは今後 4 年間どの

ように行政を行っていくかという内容ですが、10 項目程度の大きな枠の中で、そ

のことに基づいてこれから 4年間の町政を担って行くとされております。そして、

毎年、3月の定例議会において翌年度の執行方針を述べています。 

 

 町長が選挙時に話をしていることについて、それがビジョンの通り行っている

のか。 

 もう一つは、これだけ世の中の情勢が刻一刻と変わってきている。その中身の

違う考え方があるのかお聞きしたい。 

 

 先ほど途中になりましたが、毎年新年度に向かった決意を執行方針に基づいて

発表させていただいています。これは定例議会の中で発表していますので、それ

に基づき残り 2 年の任期の中で最初にお約束させていただいた公約に基づき町政

を担っています。 

 最後に質問にありましたふるさと納税の件については、えりも町、浦河町の額

がとても大きいです。当町と比べると 10倍以上ですが、なぜ多いかと申しますと、

当町の事情から先に話をさせていただきます。ふるさと納税に返礼品を出してい

ただいている事業者の方々の出品の限界数や商品の数は 20 から 100 種類程度で

す。これを逆算して考えますと、例えば 1 万円をいただき商品をお返しする場合

は、100件の注文があったとしてもそのお店だけで 100万円です。たくさんあるわ

けでなく、その数のお礼を渡すストックが少ないのが一つの原因です。 

 もう一つは、ホームページでふるさと納税の商品を紹介しているチャンネルが

いくつもございます。その中で北海道と言えば海産物が有名ですが、名前の知れ

た町や漁業が盛んな町と同じように当町でも出していますが、新ひだか町とえり

も町を比べても、えりも町の名前が日本中で知られていますので、そちらの商品

を選んでいるという傾向があると思います。また、えりも町では、たくさんの魚

介類が獲れますので、例えば返礼品の中で同じ１万円で返す物の質や量で、当町

は 300ｇで出していても、えりも町では 330ｇで出しているというものもあり、そ

れがたくさん売れているはずです。いろいろな事業者の積み重ねで一桁違ってき

ているのが大きく考えられるところです。 
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 厳しいご意見をいただいたところでございますが、私が町長選に出た際に皆さ

んに約束事を作らせいただいて出しています。その中で大きくは６点に分けて約

束事を作っておりまして、これは私自ら作ったものでございます。その中の初め

に、町財政の透明化を最初に取り上げさせていただいております。皆さまはもう

何年も町の財政が悪いこと、例えば、少し雨が降ったら水が溜まる、道路に穴が

開いているなど、職員が自ら行って道路の穴の補修をやっていることもあります。

選挙の際にそこを皆さんに理解していただくことが必要ではないかと思い、まず

一番目に出させていただきました。 

 その中で、今回の病院の問題や介護の問題につきましても、今まで隠していた

わけではないのですが、これだけ大変な状況になっていることを町からきちんと

出して、いろいろなご意見をいただき意見交換をしながら一緒に考えましょうと

いう気持ちで出しました。 

 いつも締めの挨拶に言っていますが、病院について、この 4 月 1 日からベッド

を無くするということは一切言っていません。我々が考えている病院事業や介護

事業は、こういう方向が望ましい、こういう方向に行く方が良いということを皆

さんにお知らせして、ご意見をいただきながらどのようにやって行くか、いろい

ろなニーズがあると思いますので、我々はそういうやりとりをするべきだという

思いでこのやり方をさせていただいております。 

 中長期的にこの町をどうするのかということがありますが、今の財政状況はか

なり酷い状況になっており、皆さまから税金をいただいたお金が 27億円程度ござ

います。赤字になるとこの 27億円の中からお金を出して穴埋めします。介護、病

院、下水道の三つで 10億円程度の赤字を補てんしなければなりません。27億円の

税金を集めてもそこで 10 億円使うと 17 億円の税金しか残っていないことになり

ます。例えば、病院などは国からくる地方交付税が 60億円程度ですが、この中で

病院会計に入れて良いですというのは 5億円以上あります。病院は現在 2億 5,000

万円程度の赤字がありますが、7億円も毎年病院に繰り入れて経営しているという

のが事実です。これだけ人口が減ってきており、住民の方も少なくなるため、役

場も縮小しますし、職員も少なくします。旧静内町、旧三石町が合併後十数年経

過しますが、同じ施設が一つずつあります。維持できなくなり完全にやめるとい

うこともあるかもしれませんが、私はこの三石地区から病院を無くすという考え

は一切ありません。しかし、今後継続していけるのかというとそれは難しい。そ

こが一番です。私が思っているのは、町のお金の使い道が厳しいものですから、

外から持って来るしかない。先ほどおっしっていたふるさと納税についてはご指

摘のとおりです。なぜ、浦河町が４億円程度の収入があるのに、新ひだか町は 7,000

万円程度なのか。そこは構造的に違うところがありまして、十分な商品の供給力

が無いことが一番大きな違いです。浦河町ですと、例えば、蟹を自分のところで

獲る、あるいは蟹を買ってきて茹でて出すと自分の町の物になります。水産物資

のキャパがあります。そこの違いが大きくあるのです。そこを私どもの町で変え

るとなると直ぐには変えられない。7,000万円程度の額で良いのかというと決して

そう思っていません。新たな目玉商品などを来年からでも出して行こうと提案し

ているところです。 

 現在、私がやっていることは、国に対して物事を言うこともありますけども、
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一番大事なのは自分の町でお金が無いのなら、外から持って来るしかないのでは

ないか、国から持って来る、北海道から持って来る、そういうことに努力しなけ

ればなりません。当面はそれをやりながら、町内の経営者に回していかなければ

なりません。 

 次に、新ひだか町における軽種馬産業は、幸いなことにここ数年売れ行きが良

いですが、それが十分かというとまだ十分ではないと思います。軽種馬産業で我々

の町の経済を下支えしています。農業では、肉牛やミニトマト、花きです。水産

業はかなり悪くなっています。その中で軽種馬は、道外の人を商売相手として馬

を売っていますから、産業構造から言えばそこからお金を持って来る。土建業も

公共事業でいろいろなことで外からお金を持ってきます。そういうことで今はし

のいでいくしかない。その間に同じ施設が二つあったものを一つにして行きたい

と思います。 

 一方で、行政を小さくして行きたい。現在７つの部が役場にありますが、それ

を 5 部にすることで二つ削ることができます。三石庁舎の農林水産部長を無くす

ことを次の町議会定例会にかける予定ですが、そのお話をした際に三石庁舎の職

員の農政課や水産林務課を無くしてはいけないと言うのです。我々は静内庁舎も

三石庁舎も同じだけ減らすとは言いませんが、それなりにコンパクトにしなけれ

ばならない。行政の内部ではそういうことにチャレンジしています。 

 先ほどテレビ会議のお話をされていましたけれども、三石地区連合自治会のま

ちづくり懇談会の中で、テレビ回線で町長が挨拶しているのは何事だと怒られま

した。年に 1 度か 2 度、三石庁舎に来て職員に激励の言葉をかけるべきだと逆に

怒られました。それはそうかと思って受け取りましたけども、テレビ会議なども

昨年末に導入し利用しており、行政は本当に小さくして行こうと思っています。

そうでなければ本当に大変なことになるだろうと思っています。 

 私が出した約束事については、全て手を付けていると考えております。その中

でものすごく難しくて実現的にできないものが一つありまして、たくさん子ども

が生まれる状況を作りたかったのですが、これはかなり難しいものですから、生

まれる環境に行くにはかなり時間がかかるので 4 年ではできないと思いますが、

それ以外については手を付けて来ております。結果が出るのは 4 年の中で出るの

か、10 年前に馬鹿な町長がいて、あれがやったのが 10 年後、20 年後に見えるの

か、そこに違いはありますが、今すぐには町民の皆さまには感じてもらいづらい

と思いますが、私はそこを念頭に置きながらしっかりとやっていきたいと思って

います。 

 

 ありがとうございます。 

 町の中はこれから高齢化になってきて、働けない人も出てくる。国会でも議論

されている定年制の問題などもあり、私も 70歳を過ぎているがまだ働いている。

介護サービスの件で、妻が要介護 3 のため蓬莱荘に面倒を見ていただければ自分

はまだ働ける。しかし、ショートステイにお願いしても実際には年の半分ぐらい

しか働けない。話を聞くと申し込みが 50件程度あるという。役場で出した施設の

稼働状況では、蓬莱荘は 90％程度で、まだ 10％ある。それなのになぜそういう現

状になっているのか教えてほしい。働きたくても働けないのが今の実態である。 
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 私は、漁師をしているため、陸にいれば何かあれば連れて行ける。それができ

ないのが実態である。これからますます団塊の世代の人が多くなるため、介護の

問題が出てくると思う。 

 次に、先ほどから赤字と言っているが、町長から素晴らしいご意見、回答をい

ただいたが、金を持って来ましょうと是非お願いしたい。 

 次に、消費税が 2％増になった。この使い方は、少子化と高齢化だと首相自ら話

している。少しでも多く実態を話して予算措置して欲しい。病院の件で新聞に出

ているのを見ると自分もこの通りだと思う。 

 次に、第一次産業に従事している人は朝から晩まで働いている。短期入院や検

査入院などの際には静内地区に一本化になった場合は非常に大変である。これか

らますます団塊の世代の人が多くなれば、病院に入る確率も多くなる。こういう

ことも考慮して三石国保病院は絶対無くすべきではないと思う。 

 交通については、道南バスの運行間隔は 1 時間半に 1 本で、長い場合は 3 時間

ぐらいある。ＪＲは駅から駅の運行で、例えばこれが町立静内病院に病床を持っ

て行くと、高齢者が多くなる中で国道を歩いて行かなければならなくなるのが実

態である。全体の中身を考慮して物事を整理して欲しい。ここで言われている収

支不足については理解した。 

 介護サービスについて、慢性的に専門職員が不足しているが、奨学金を出して

専門職員を作る予定があるのか。お金を返さなくて良い方法で、新ひだか町に 20

年程度働いてくれるという条件を付けて推薦することは出来ないのか。 

 

 奨学金の件ですが、医療職は奨学金制度を実施しております。例えば、3年間の

貸付けの場合、その後 3 年間新ひだか町で働いていただければ、その貸付金は返

済不用にする制度があります。介護職には貸付金制度は無く、資格を取る場合に

助成はしております。これも以前から実施しております。一時は 100 人程度の方

が助成を受けた時期もありました。現在は、年間を通して 30 人から 40 人は資格

を取るために制度を利用しています。ただし、実際に医療職も介護職も募集をし

ても全然人が集まりません。これは民間も同じですが、非常に深刻な状況になっ

ていることは事実です。 

 

 ４点ほどお聞きしたいと思います。 

 まず、町立病院の件ですが、先日の新聞で、国は町内病院、国保病院の経営の

見直しをし、日高管内では門別国保病院など 3 か所あげられていた。先ほどの町

の姿勢では、町立静内病院に入院病床を集約し、三石国保病院は廃止したいとい

う説明であった。これは逆でないかと思う。静内地区は民間病院の受け入れ態勢

が整っている病院がたくさんある。行政は民間がやっている経営を圧迫するべき

ではないと思う。三石地区には病院は何も無い。三石国保病院の入院病床が無床

化になると夜間はどうにもならなくなる。特にこれからは老々介護の時代であり、

緊急事態が生じた場合に浦河町に行くか、静内地区まで行くかとなってしまう。

そうした場合に、先ほどの運転免許証の返上の問題もあり、何としても三石国保

病院の入院無床化は避けていただきたい。どうしてもやる場合は、町立静内病院

をやめて三石国保病院を残してもらいたい。夜は三石地区に病院が無くなる。そ
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うなると老々介護が進み、本桐地区、歌笛地区、川上地区に住めなくなる。年を

取った方はその地区に住むなということか。静内地区に来いということか。住宅

の手当てが出来て、労働する人たちは三石地区にいないで静内地区に行きなさい

ということが町の施策としてとれるのかお聞きしたい。このようなことを考えて

も、何としても三石国保病院の無床化ということは避けていただきたい。どうし

ても見直していただきたい。もし、どうしてもやるということなら、私どもも地

区で署名運動などを起こす。そうなると町民の中で亀裂が起きる可能性がある。

それは行政として避けるべきではないか。 

 次に、先ほど岩渕参事監からＪＲ日高線の廃止の問題について、新聞にいろい

ろ出ているが、静内駅、三石駅の交通結節点について記載があり、あれは何を意

味しているのか。コミュニティバスや静内循環バスの廃止を考えているのか。な

ぜ、三石駅で大型バスが旋回しなければならないことになるのか。新聞にはそれ

が出ていたが何を意図しているのか。 

 日高線の廃止は多数決で一旦は決まったが、どのようになるか分からないが、

バス路線化するならば、私は鵡川町ではなく苫小牧市まで連れて行っていただき

たい。なぜかと言うと、年を取ったものが苫小牧市の病院に行こうと思っても鵡

川町で降りて待たされる。それよりまっすぐ苫小牧市まで連れて行っていただき

たい。 

 新ひだか町には国道から離れた駅が四つある。国道から 100 メートル以内の駅

は春立と東静内だけで、本桐や蓬栄、東別も中に入っている。静内駅も国道から

500メートルも入っている。そういったものをどう考えているのか。バス路線につ

いては、国道 1 本で走ることを考えているのか。それならペガサス号と同じであ

る。時間的なことも考慮しながら、どのように考えているのか示していただきき

たい。 

 次に、令和に入ってから町民の死亡弔意の件について、町長は弔問しない、弔

慰金や香典も出さないことになっている。ただし、特別職に関しては功労のあっ

た人には町長が伺う。私は違うと思う。平等にするなら全部やめなさいと言いた

い。町に功労があったからといって、それは町民の支えがあって功労出来たはず

だ。そのような人たちを無視するのであれば功労者のところに行かなくても良い

から廃止するべきだ。廃止した理由はお金なのか、人なのか。隣町も全てやって

いるのだから見直すべきではないか。町長ももっと町民に顔を出すべきではない

か。 

 次に、酒井町長の時には、三石庁舎に在庁日を設けて来ていた。今は廃止して

無くなった。この 2 点は大野町長に代わってから変わったことだ。私は町長が時

間の許す限り三石庁舎に来て、町民との対話や話のできる体制もしてもらえない

か。町民のために話を聞く時間を持つ、いろいろな意見を聞くことが一番大切だ

と思っている。 

 このまま行くと三石地区は静内地区から捨てられてしまう。何のために合併し

たのか分からなくなってくる。それらを含めて、町長も時間の許す限り三石庁舎

で町民と対話が出来る体制にしてもらいたい。それは教育長についても同じこと

が言える。三石地区に小学校、中学校が一校ずつしかないが、町民と膝を突き合

わせて話の出来る体制を作っていただきたい。 
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 病院の件については、病棟を町立静内病院に統合するという考えでございます

が、先ほど言われました厚生労働省から出た病院の再編については、我々も寝耳

に水で、あのことがあって今回再編をするということでは無いことをご理解いた

だきたいと思います。なぜ、町立静内病院に病床を再編することにしたのかと言

いますと、町立静内病院を無床にする考えは、当初担当でも考えておりましたが、

町立静内病院の診療科目の中に循環器科があり、この循環器科のアンケートの手

術について、循環器の先生方にやっていただいている部分がありまして、循環器

の手術をするためには、どうしても入院が必要になるということがありました。 

 もう一つが日高管内の病院の中で、循環器の医師が常駐している病院は町立静

内病院の医師 2 人しかいません。心臓血管外科の領域の治療については、新ひだ

か町のみならず浦河町やえりも町から患者さんが来ている状況でございましたの

で、今の考えとしては統合する場合、診療科目の関係からも町立静内病院が良い

のではないかという考えのもとに今回お示したところでございます。これにつき

ましては、ご指摘されたように、仮に三石国保病院に病棟が無くなった場合には、

ご指摘のあった夜間時の救急をどうするのかという問題があり、これは我々も課

題として持っていますし、入院されている方の家族の方のお見舞いや対応につい

てもどのように対処すれば良いのかということも課題としています。これらの課

題が解消されない限りは、統合はできないと思っておりますので、それで皆さま

からいろいろな課題をいただき、それに基づき最終的に我々としては一番良い方

法で検討させていただきたいと考えています。静内地区、三石地区に関係なく、

三石地区の医療施設は他の公共施設が無なくなったとしても絶対なければならな

いひとつの施設だと町側としては考えておりますので、皆さまからいろいろなご

意見をいただいて検討させていただきたいと思っておりますし、こういう考え方

を示したのだから無床化するとは考えておりませんので、そこはご理解をいただ

きたいと思います 

  

 ＪＲの件について、ＪＲが廃線になった後の話の大きな点は、えりも町から苫

小牧市、札幌市に乗り換えなしで直接行ける路線の長距離路線と日高管内の中距

離路線をどうしましょうかと話し合っています。2点目に長距離路線の速達性を考

えますとえりも町から苫小牧市までに何十か所も停まると速達性は無くなってし

まうので、各町それぞれ 1 ヶ所若しくは 2 か所程度となるべく減らしてもらい、

できれば日高自動車道で鵡川町を寄ることなく苫小牧市なり札幌市まで行ける経

路で考えています。 

 2 点目の質問にありました苫小牧市に行くために鵡川町の駅に寄ってＪＲへ乗

り換えする件は、短距離路線の場合は、通学生もおりますので鵡川町に寄ります

が、当町から苫小牧市に行く路線については長距離路線になりますので、鵡川町

の駅には寄らず、なるべくなら日高自動車道を通って苫小牧市に行く経路でバス

ダイヤを組んで欲しいと要望しております。 

 次に、結節点の意味合いについては、経路に関わりますが、長距離路線は各町

のバス停が少なくなりますので、速達性を高めるために各町少しずつだけ停まら

るようにしなければ苫小牧市まで何時間もかかってしまいます。それを解消する
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ためには、駅の数を少なくさせていただき、それにはどうしたら良いのかと言い

ますと、短距離路線の乗客の方を地区の中心となる結節点の駅に運んでいただき、

乗り換えをして長距離路線に乗っていただくことで、三石駅、静内駅を結節点の

として持った方が短距離路線の乗客がそこで長距離路線に乗り換えられるという

ことなどを考えますと、大きな中心となる駅を考えなければならないということ

でＪＲとは協議をしたいと思っています。 

 3点目の国道から離れた駅については、先ほど冒頭でお答えさせていただきまし

たけども、国道を幹線と考えておりますので、当町に五つの沢がございますので、

それぞれにどのようにして国道に出るかが最重要課題と申し上げたとおり、通院

と通学のためにも絶対に必要なものですのでこれは欠かせません。ですからこれ

は地域内公共交通として、国道から離れた駅も含め、それ以上に五つの沢の方の

足も考えなければならない。この 3 点についてＪＲに管内７町でいかに利便性を

高め、行きたい場所に早く着けるようダイヤや経路を考えて支援をお願いしたい

と協議を進めているところです。 

 

 葬儀の対応については、大野町長が就任後、当初は町長あるいは副町長や我々

が代理で葬儀の対応をしておりました。しかし、町長もずっと気にしていたのが、

全ての葬儀に町長が行ければ良いのですが、町長が出席できる場合とそうでない

場合があります。葬儀の件数は町全体で年間 300 件以上あります。町長は公務日

程が多いので出席できる葬儀は、年間 30件程度だと思います。副町長は年間に 80

件程度、部長の私で年間 60件程度出席しています。葬儀の形式も変わられてきて

いて、家族葬などがすごく増えています。加えて三石地区では、会館などでやら

れる場合が多かったのですが、静内地区のホールでやられることがあります。家

族葬でやられる場合でも我々は出席していました。ただし、ご親族や少人数の方

で行われる中に我々が出席することにご迷惑をかけていると感じる部分も多々あ

りました。その中でこの葬儀の対応をどうしたら良いかということを内部で話を

して、昨年の 3 月の議会に予算審査特別委員会で検討したらどうかというご質問

をいただき、2万人規模の町において全町民の対応をしている町は新ひだか町だけ

でした。葬儀の対応をすることは、午前中の日程を調整しなければなりません。

葬儀は突然入るため、その日に来客がある場合は延ばしていただき、会議がある

場合は日程調整するためかなり苦慮してきたという部分がございます。そういう

部分を相対的に鑑みて、急遽ではございましたけれども広報などに掲載させてい

ただき、昨年 4月から対応させていただいています。 

 また、功労者の対応では、我々も他町の状況を確認した際に、功労者や町に貢

献があった方の対応はどの町もされているという状況でございましたし、従前か

ら功労者の方については、町から弔辞を出す対応もございましたので、それにつ

いては継続して対応させていただくということでございます。 

 

 町長在庁日については、町民の皆さんと地域の課題や今後のまちづくりについ

ての懇談や意見交換を行うために平成 18 年 10 月から月 1 回定期的に実施してご

ざいます。町長の日程調整など難しい中行ってきたところでございますが、ここ

数年件数もピーク時の半数になっていることもございますし、来庁者のない日も
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あることから当面見合わせることとして、平成 30年 6月から休止をさせていただ

いている状況です。ただし、この町長在庁日の窓口が全くなくなったということ

ではなく、何かございましたら三石庁舎の地域振興課が窓口となりましてご連絡

をいただき予約をいただいて、内容によりまして関係課につなぎ、町長へ報告す

るなどして対処してまいりたいと考えてございます。また、この中で理事者との

面談が必要だとする場合においては、定期では難しいのですが、公務などの調整

が必要となりますが、三石地区で行われる会議などを活用するなどして配慮して

まいりたいと考えていますのでご理解をいただきたいと思います。 

 

 藤沢参事監から当面、三石国保病院は廃止しない、入院は体制が整ってからと

いうことなので、ここ 7、8年はならないのかと思っている。国から指導が出てい

ることも事実で理解している。新聞で出ていることは私も知っているが、その場

合に地域の実情を加味されて病院のあり方を検討していただきたい。どうしても

入院病棟だけは廃止しないでいただきたい。これだけは重ねてお願いしておきま

す。 

 それと岩渕参事監から説明のあったＪＲのバスの関係ですが、現在、道南バス

が札幌市に向かって走っているが苫小牧市へは行かない。一番困っているのは、

高齢者が苫小牧市立病院や王子総合病院に通う人が多い。そうした時に今のバス

では行けない。沼ノ端からバスを乗り換えないと苫小牧市に行けないことはわか

っているのか。函館市に向かう列車にしか苫小牧市に行かない。札幌市へ向かう

場合は、道南バスの直行便で行ける。その点を考えて、ＪＲと交渉する中でまっ

すぐに苫小牧市に行ける検討や話し合いを加えて、ぜひ実現できるように努力を

していただきたい。 

 葬儀の対応については、坂部長から話がありましたが、一番町長なり役場の方々

と接して話を出来る場所がそういう場所である。時代の変化の中で家族葬という

のが増えてきて、いつ実施したかわからない状況で終わる場合もあろうかと思う。

ただ、死亡届だけは役場に行くため先にわかると思うが、廃止するなら全部廃止

しなさいと言いたい。特別功労があったからその人のところだけ行って顔を出し

て差別するのは、町民に等しくないと思う。 

 また、町長在庁日を固定化するのは不可能だと思う。今までのように固定した

日にちは困難だと思うが、時間の許す限り三石庁舎に来て、三石庁舎の状況や町

民と久しく話をしながら町民の悩みを聞いてもらい、町政に反映してもらいたい。

強制的ということではない。 

 

 三石国保病院の無床化について見直してもらいたいという話がありましたが、

私もそう思う。そして、本桐連合自治会としても、このことについてはぜひとも

見直し、無床化については避けていただきたい。高齢者にとって病院に入院出来

ない不安は計り知れないと思う。また、お年寄りを抱える家族にとっても病院が

遠くになってしまうことは大きな不安や負担になる。病院と病床、入院出来るこ

とはセットで考えていただかないと不安は募ってしまうことを理解いただきた

い。 

 もう一点、三石地区で農業をやっている一人として受けていただきたいが、先
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ほど町長はコンパクトな行政を進めて行きたいと話され、私もそれは大切なこと

だと思う。これまで行政に対する信頼や提携をしてきた。そして協力や支援をい

ただき、長い時間に培った信頼感、いわゆるバックボーンをもう一度大切にして

いただきたい。なぜそういうことを言うのかと言うと、三石庁舎の第一次産業の

要である部署を行政の効率化のため静内庁舎に持って行くという話を聞いてい

る。しかし、三石地区は牛と花きは早くから行政が手掛け、そのリードをとって

生産者に保護をして、その生産者が期待に応えてきたという歴史がある。その間

に培ってきた信頼は、我々三石地区の農業者にとって、静内町と三石町が合併し

た際に三石地区にその部門を置いてくれることは大きな安堵があった。このこと

が長い間のバックボーンとして我々も誇りに思ってきた。このことがみんなに認

められている。静内地区の人にも認めてもらえると、そのバックボーンが信頼に

つながっていることをもう少し深く考えていただいて、効率化は確かに大事なこ

とですが、それだけを進めて失うものがあってはならないと思うので、もう少し

加味していただきたい。 

 

 今回の会議でご意見をいただきたいと町の方からお話ししているのは、冒頭の

病院の話も決まっていないという話をさせていただいています。皆さんがどんな

ご意見を持っておられるのかをお聞きして、最終的に方針や実行計画を立てたい

と申し上げております。語り合いをするには、基本方針を出さなければそれ対し

て反発があったり、同調されたりすることが起こりませんので、こういう案を出

させていただいたところです。ただ、説明させていただいている通り、実際に三

石国保病院の入院患者の数は徐々に減ってきております。ほとんどが地元の方々

で寝たきりのような状態の方々で、一般病棟の方はほとんどおられません。こう

いう現実も知っていただきたい。お金の話で申し訳ございませんけれども、三石

国保病院の外来は元々赤字にはなっていなかったのですが、ここ数年は 1億 3,000

万程度の赤字が出て来ています。こういうところも皆さんに知ってもらいたい。

今後一番恐ろしいのは、夜間や救急が一番ご心配だと思います。そこは持ち帰っ

て具体的に協議させていただきます。一番の心配は、医療スタッフの問題、医師

の問題です。現在の院長も定年近くになってきており、在勤医師は体調を崩され

ていることもあり、非常に心配しています。看護師などの医療スタッフがもし辞

められたりすると厳しいのです。スタッフの不足する体制がずっと続いており、

診療休止も有りうると非常に心配しています。町立静内病院とのやり取りで応援

しようと思いますが、現実にはいろいろな問題、課題を持っているということを

知っていただきたい。町長は投げかけでだけでは批判が来るとわかっていますが、

そのご意見をいただくことは、町長がお話しました行政の透明化、現在どのよう

になっているのか、金がないと言っているが何も町民に説明していないのではな

いかという意見もあります。どこの地区のまちづくり懇談会も普段の倍以上の方

が来られており、病院のことには関心があると感じます。皆さんには少しは現在

の現状をお知りいただけたのではないかと思います。まちづくり懇談会は、通年

に比べ有意義な時間だと思っていますので、今回も本音の意見をたくさんいただ

き持ち帰らせていただきます。 

 次に、行政の話ですが、私どもも町全体としてどのような組織体制にするか、



- 15 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連合自治会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｅ 

 

 

 

 

 

岩渕総務部参事監 

 

 

 

 

 

 

町長が言ったコンパクトにして行くというのは、昨年 4 月から 1 年かけて職員の

一人工の見直しを図ってまいりました。例えば、私が 1 日窓口対応した場合に 1

日 10人対応することで今まで分量的に一人工として認められたとすると、住民が

減ると 1 日 8 人になったら 0.8 人工しか働かないことになってしまいます。そう

いうものを何回か訴えてきたのですが、昨年一年で誰がどの程度の業務量がある

のか、どの程度職員がいれば良いのかということをやりました。先ほど特別職を

含めて職員の給料の話がありましたが、4月 1日から職員、臨時、嘱託職員も含め

て 40人の削減を実施いたします。これは人件費の総量を削るという仕組みでの人

件費の削減を図ってまいりたいということで進めてさせていただいております。

ただ、三石地区の地域性のことは十分承知しておりまして、農家数も三石地区の

方が比率的に多いですから、農業は合併後から三石地区にシフトしておりますが、

三石地区の方のお気持ちはわかるのですが、今度は逆に静内地区の農家さんから

するとなぜ静内地区に農政課が無いのかということを言われますので、私たちは

トータルで考えていますという話は常にさせていただいていております。物理的

のものも含めて今後の課題だと思っています。ご指摘いただいた件はそのように

検討させていただきたいと思います。 

 

 大野町長も住民との対話でその中から行政を進めて行くことをおっしゃってい

る。そういう中にあって農政課や水産林務課の件で、昨年の暮れにその話を聞き、

農協の会議が終わった後にそういう話があるが聞いているかと確認したら、組合

長をはじめ寝耳に水だということだった。先ほど長い間培ってきた信頼があると

申し上げたが、そういうことが農協にさえ知らされていない、何の相談もないの

かと驚きました。例え内部的機構改革であっても、実働部門にしてみれば全然知

らされないまま変わったらどうなるのかとそこに不安と不信感が生まれると、私

は培ってきたものが崩れ始めると思う。そういうことは是非とも避けていただき

たい。しつこいようですがその点を汲んでいただき、機構改革をされるのは悪い

ことだと思わないが、そのことを加味していただき、歴史の大事さを踏まえてい

ただきたい。 

 

 ＪＲの廃線について、ＪＲ廃線ありきのような考えで７町の町長が集まり、結

局は廃線になるようなことですが、当然進めて行かなければならないこともあろ

うかと思うが、これが良いからこのまま行こう、このようにしようという考えの

基にこういう話が出ていると思う。それをこれから各地区でまち懇をやって、そ

の意見で見直す考えが少しでもあるのかお聞きしたい。 

 

 先ほどの返答の中で、私どもは原案を作らせていただいて議会にも相談させて

いただいております。議会と 2 回の協議が終わりましたので、2月 19 日に総合町

民センターにおいてその原案を住民説明会の中で説明させていただきたいと思っ

ております。時間は夜になりますけれどもそちらにおいでいただきまして、皆さ

んからご意見をいただき、最終的な案を作って、その後ＪＲ北海道に持ってまい

りたいと考えてございます。ぜひ住民説明会に参加していただきたいと思います。 
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 ＪＲのように廃線ありきということで説明するのではなく、こちらからのお願

いも聞きながら、少しでも見直すことがあるのであれば見直してくれるのかどう

かお聞きしたい。 

 

 ＪＲ日高線の廃止に向けて正式にＪＲ北海道と協議することに決定したという

ところで、まだＪＲ北海道がきちんと合意しなければ廃線しないということです。 

 

 それは解かる。ＪＲが廃線の話の時に 7 町の町長が集まってＪＲが日高線を廃

止するのかという考えで町長を呼んで協議をしたことで、今も病院などのことに

ついても決めてしまうのかということだ。それがもう少し考える余地があるのか

を聞きたい。 

 

 難しいです。今は廃線ありきではないと再三申し上げていますが、もしバスに

したらこちらからいろいろな要望を出します。そのことでＪＲから回答が来て、

合意が出来たらその時点で廃止について決定する内容になっています。各町から

も要望が出ます。ＪＲが拒否した場合にどうなるか。もしかしたら原点に戻って

しまうかもしれません。それは出来ないとなってします。 

 

廃線の協議のことを頭に出したから悪かったが、連合自治会長が意見を述べた

ように、三石国保病院の無床化などについて意見が出たが、もう少し検討すると

いう考えがあるのかをお聞きしたい。 

 

病院のことですか。 

 

 病院のことや今お二人が言われたことについて。 

 

病院の件は、皆さんから意見をいただいておりますから、今後持ち帰って意見

があったことについて検討します。例えば、夜間はこんなことをしたら皆さんが

安心できるのではないかといった案が出れば良いのですが、無い場合は完全無床

化が無理ではないかという協議をしていくということです。皆さんが不安に思っ

ている安全で安心出来ないのではないかという意見をいただいていますので、課

題を解消できない限り、無床化は実現出来ないのではないかという方向になりま

す。 

ＪＲの問題は、ＪＲは線路が寸断されてしまっていて何十億円もかけて直すこ

とは難しいので、これに代わるものとしてバス運行というものをみんなで協議し、

ＪＲの線路が無くなっても我慢するかというところに持っていけるかどうか。そ

こより先は申し上げられませんが、もし、決裂した場合はどうするのかというの

は、決裂するべきではないだろうと思っているだけに、決裂したらもう一回ＪＲ

とやり直しもあろうと申し上げることは今の段階では出来ないです。 

出来るだけ皆さんが言っていただいたようなバスが走ることであれば、条件と

して乗り換えを無くしてまっすぐ行けるようにすることや、他の地区ではトイレ

付きのバスにしてほしい、ステップの低いものにしてほしいなどいろいろな意見
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をいただいております。それを要望として取りまとめ、ＪＲに要望したい。その

意見集約をするため、今日のまちづくり懇談会の議題とせず、別に両地区 1 日ず

つ設定してＪＲに特化した住民説明会を開きたいと申し上げています。そこでま

た皆さんからどんな意見が出るか、それを踏まえて協議してまいりたいと考えて

います。 

 

 昨年からまちづくり懇談会で返事を出してもらうために質問状を出している

が、本桐第一で産業廃棄物がたくさん積まれている。今日説明できるか。 

 

 歌笛橋のわたる手前にある産業廃棄物の件ですが、所管としまして町民福祉課

で担当しておりますので状況を申しますと、元々産業廃棄物ですから町で直接そ

こに対して指導できないことがございます。日高振興局を通しまして、常に情報

提供しながら、出入りする業者について住民から通報をいただきまして日高振興

局と同時に現場に行くことにしていますが、具体的に指導が出来ていない状況が

続いております。町といたしても、何か情報がありましたらと考えていますが、

今は動きが無い状況になっています。 

 

 町の職員に聞いたが、町ではどうもならないため日高振興局に委託した。調査

が入っているため、きっとそのうちに何とかなるのではないかと聞いていたが、5

年、10 年経っても一向に無くならない。隣の住民に聞いたら、警察と役場と日高

振興局が来て交渉したこともあるが、箸にも棒にもかからないみたいだと。業者

の車はロングのクレーンが付いたものでよく来る。最近はうるさいから役場が休

みの土曜日や日曜日に持って来ると言っていた。その車は特定されていて、コン

ビニエンスストアなどで車を停めて二人でご飯を食べていることや、堂々と土日

でも持って来ている。これまで他の事例を見たら、結局はその業者が潰れるなど

で責任を負えなくなり自治体が費用を賄って片づけることになっている。札幌市

の職員が住民の強い質問に何と言ったかと言うと、「冗談じゃない。私と係長は何

年から何年までに百三十何回その人のところに行って交渉している」と言った。

しかし、どうにもならなくて 2,000 万円の費用を札幌市が出して片付けた。とこ

ろがまた集め始める。町で美化条例を作ったと聞いたが、それで解決してくれる

と思っていたが、どうしようもないということにならないので何とかしてもらい

たい。 

 

 本桐地区、歌笛地区のゴミは一つも入っていない。新ひだか町のゴミは一つも

入っていないということ念頭に置きながら解決してほしい。 

  

 繰り返しになりますが、行政上の組織の話になりますと、産業廃棄物は北海道

で指導を行っております。町としましては、地域住民からの通報などの内容もご

ざいますので、情報を警察又は日高振興局を通じて極力解決できるように町の立

場で実施しているところでございます。日高振興局は業者に対して指導ができる

ため、そこに対して何らかの繋ぎをやっているという状況です。町の立場で申し

ますと指導が出来ない立場でありますので、そこはご理解いただき、情報はいた
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だきながら業者と接する対応をこれからも取ってまいりたいと思っております。 

 それからゴミでありますけども、確かにこの辺りのゴミではないと思います。

その業者に対して何らかの対応で指導し、日高振興局を通して撤去していただき

たいということを求めるために通報などのお願いをしながら対応しているという

のが現状です。今の産業廃棄物を町で対応するということは法律的に厳しいこと

もあり、日高振興局を通すことになっております。警察も承知しておりますので、

そのような情報を警察と合わせて町民福祉課にいただければ、引き続き地道な対

応をして行くしかないと考えておりますのでご理解いただきたいと思います。 

 

 町民が困ってこれを聞いているのだから、明日、日高振興局と協力して警察と

直接やって下さい。いつまで経っても情報や指導、町が関係していないなど、そ

れはどういうことだ。これだけ皆さんが一生懸命にやっていただいているのに、

そこは違うのではないかと思う。町から警察と協力してやるようにお願いします。 

 

 解かりました。 

 

 財政の件で、昨年 11月 25日の北海道新聞で藤沢さんが大きく掲載されていた。

私も貧乏人で育った身だが、良い時の米の飯はやはり一人一人が考え直さなけれ

ばならない。そこが基本だと思う。合併して 13年経つが、その間に合併特例債を

使えとただでもらった考え方でなかったかもしれないが、あちらこちらに建物が

建てられた。建物からお金は生まれない。今日は議長をはじめ議員の皆さんが見

えているので、町民に背を向けていただきたい。この厳しい財政の中で議員報酬

を上げることに賛成した方はどなたか。そして、町民にわずか 20 円や 30 円の手

数料を上げてどれだけ財政が豊かになるのか。経営者として議員は町の財政をし

っかりわかっているはずだ。その方々が賛成して報酬を上げ、しかも行政の方が

ご苦労されて手数料などの資料を作られている。合併して 13年の間にもう少し見

直しをかけて、3年か 4年かけて少しずつ上げるべきものは町民に負担をしていた

だく。それは膝を交えて町の財政はこのようなことでお互いに痛みを分け合いま

しょうという感じで向き合って行けば、そんなに反発もないのではないか。 

 最後にピュアの件で、以前から私も心配しておりましたが、維持経費が 4,000

万円以上出ているのでないか。思い切って壊すときは壊す。ただでもらってくれ

る人がいれば良いと思う。町議の皆さんも日当制程度にするような気持ちでやっ

ていただきたい。 

 

 行政ではいろいろな取り決めをして必要なことはしなければならない。例えば

冒頭の建て替えの修繕の件で、集約していくがそれにはこういう期間になると大

規模改修が必要になる。総合町民センターは、福祉センターの老朽化や旧三石庁

舎の問題があって、50 年を経過する施設をどう改修しても、これから将来に向か

ってどうにかしていかなければならない状態で、財源があるうちに思い切って建

替えました。これは、未来永劫に使うと思うのですが、思い切ってやらなければ

ならないところはやらなければならない。 

 合併特例債はどう使ったのかということでは、合併してから 13年になりますが、
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69 億 9,000 万円が合併特例債の発行額です。これは必要経費にしか充当していま

せんが、元は財源のない地方債を発行してでもやらなければならないことを合併

特例債に組み替えて実施できました。数値で申し上げた方が分かりやすいと思う

ので、起債制限比率というのが借金の比率で、合併時には 23％ありましたが、現

在は 13％まで 10ポイント落ちています。これは、財源のあるものに血の入れ替え

をして数値的には改善されています。 

 それから議員さんが来られている中で、なぜ議員さんの報酬を上げたのか、誰

が賛成したのかという発言でございましたが、これは元々町長提案でございます。

議員さんが発議したものではなく、町が全道、全国の議員さんの報酬月額に比べ

ると私たちの町は非常に低いです。以前から我慢していただいてきたものを議員

さんのなり手不足という問題も抱えながら、それを解消するために報酬を上げる

提案をさせていただき議決をいただきました。今の議員さんのために考えてやっ

ているわけではないのです。そこをご理解いただきたいと思います。 

 ピュアの維持費の件は、ご指摘の通り当初は 4,000 万円程度の維持費がかかっ

ていました。今は食料品やスーパーはないですが、いろいろな方に入っていただ

いて 1階も埋まり、2階も学習塾が入り、2,000万円程度の収入があります。維持

費については、2,000万円程度になって来ていて、元のピュア食品のところが空い

ておりますから、これからも募集を続けて行きたいと思っております。 

 

 活発な議論をいただきありがとうございます。私から最後に、中国の武漢市で

発生した新型コロナウイルスについて、日本ではクルーズ船のこともあるが、ま

だ多くなるだろうと思う。日本でこんなに患者が出るとは当初予想できなかった。

やはり政府の対応の甘さ、認識不足、縦割り行政のゆがみがもろに現れたもので

ないかと思う。今でこそ患者を隔離して外に漏れないようにしているが、一方で

は中国から団体客を規制していても個人客はまだ入ってこられる。ネットで現状

を見ると中国は全土に広がっている。いつどこから発病、発熱しないまま患者が

来るかわからない。日高管内は平取町を始め、たくさんの中国の方が働いていた

と聞いている。人手不足のため、また戻ってきて働くことになるかもしれない。

いつ地方で発生するかわからない状況も考えておかなければならない。終息すれ

ば良いがそれが判らない。ＳＡＲＳは、高熱に弱くて夏になったら消えてしまっ

たと言われるが、これは違うようだとの情報もある。オリンピックどころではな

いという話も出て来ている。地方に発生した時にどうするかということはこれか

ら大きな課題だと思っている。そこで新ひだか町でも新型コロナウイルスに対す

る対策を検討しておいていただきたい。 

閉会挨拶 大野町長 

大変活発なご意見、本当にどうもありがとうございました。 

葬儀への出席や町長在庁日のことなどのご意見もお聞きしましたけれども、も

う少し顔を出してほしいということをおっしゃっているのかと思ったところでご

ざいます。可能な限りいろいろな行事に出席するようにしてございますけれども、

どうしても重なることもあるものですから、失礼する場面もあるかと思いますが、

できる限りお顔を出すようなことで努力していきたいと思ってございます。 

 最後に連合自治会長から新型コロナウイルスの件のお話がありましたが、先週
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の金曜日に東京に日帰りで行ってまいりました。私は行きと帰りでマスクを１枚

ずつしていったのですが、意外にも空港の中や東京の街の中でもマスクをしてい

ない方がおりました。我々がこちらから出ていくと意外だなと思いました。それ

だけ真剣に捉えていないのか、マスクが売っていないのかわかりませんが、東京

に行ってびっくりしたことがありました。 

 連合自治会長のご指摘のとおり、いつそういうものが来るかわかりません。一

番心配なのは潜伏期間中に移ってしまうものですから、かなり厄介だと思ってい

ますけれども、私どもの町としてもそのようなことがないよう祈りながら、有事

の時には何をすべきか頭に置いていきたいと思っております。 

 本日は遅くまで本当にありがとうございました。引き続きいろいろと議論をさ

せていただきたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

 ありがとうございました。 

閉  会 20:32  終了 
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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 2月 14日（金）16:00 ～ 17:38 

会  場 新ひだか町役場静内庁舎 

自治会名 未開催自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、 

酒井建設部長、木村農林水産部長、上田教育部長、木村地域振興部長、 

渡辺医療介護対策室主幹、柴田企画課長、村岡企画課主幹、田中企画課主査、 

田中企画課主事 16人 

【自治会側】 

30人（男性 27人、女性 3人）のほか町議会議員 5人、報道 1人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 柴田企画課長 16:00～ 

町長挨拶 大野町長 

 皆さん、お疲れさまです。お集まりいただきましてありがとうございます。 

 まちづくり懇談会は、各地区に出向いて 1月 17日から始まりまして、静内地区

においては 7か所、三石地区においては 5か所、合計 12か所を 1か月かけて実施

させていただきました。 

 いろいろなご意見をいただいている中で、特に介護や病院の件につきまして、

三石地区の懇談会では各会場において熱のこもったご意見をいただいたところで

す。 

 本日は、私どものから 4 点説明をさせていただきまして、その後に皆さまから

活発なご議論、ご意見をいただきたいと思いますので、よろしくお願い申し上げ

ます。 

職員紹介 柴田企画課長 

資料説明 坂総務部長  

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

酒井建設部長 

 4.三石西端から三石美野和間の町道 4 路線の道道昇格に向けた取り組み状況に

ついて 
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質 疑 

自治会員Ａ 

 

 

上田教育部長 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｃ 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｃ 

 

 

 

 

 

 社会教育団体のサークル活動の使用料について、1時間当たり 100円上げるとい

うことか。冬季間はいつからいつまでか。 

 

 これまでの 1区分 500円は変わりません。冬季間は 11月から 4月までで 1区分

100円値上げになり、500円が 600円になります。 

 

 介護サービスについて、公的なところは赤字で民間に委託しても大変だという

ことですが、指定管理にする場合、以前の乗馬施設のように指定管理業者が運営

できなくなった場合に町が運営することになった経緯があるが、介護サービスも

民間や指定管理業者が運営できなくなったときはどうするのか。 

 

 特養等の指定管理については、条件として社会福祉法人を基準とする予定であ

り、ほとんどが介護を経験されている会社と考えています。基本的には短い期間

の間に撤退することは考えていません。民間では行政よりノウハウをかなり持っ

ていますので、運営が行政に戻るということはないと考えていますが、行政に戻

る場合についても、指定管理であるため町が運営することになるという条例は残

していくことで考えています。その場合には、入居者や利用者に不便がかからな

い仕組みで業者を選定させていただきたいと考えています。 

 

 介護事業の指定管理について、静寿園と蓬莱荘の合計で 3 億円以上の赤字が出

ている。赤字が出ている施設を運営していただける社会福祉法人があるのか。 

 

 まきばを入れると 4 億円を超える収支不足が続いています。我々も経営改善を

考えたときに直営で収支不足を解消することができれば良いと考えていました

が、行政の持っている分野だけでは収支不足を解消することが難しいですので、

民間の会社の方にいろいろ相談させていただきました。要因の大きいものは、一

番に人件費の高さ、給与水準が高いことと人数が若干多いことが指摘されていま

す。民間であれば人数を減らして解消できる部分もあると聞いています。また、

介護報酬の加算で取れる部分もまだ取れる部分もあると言われていますので、そ

のノウハウを民間の力を借りて解消したいと考えています。 

 ご心配されている指定管理を受けてくれる会社があるのかということですが、

何社かお話しを聞いていると条件もありますが受けていただけそうな会社もあり

ます。町と指定管理を受けていただける会社との協議する部分もありますので、

しっかりと仕様を決めてできるだけ収支不足を無くすように対応させていただき

ます。 

 

 現在働いている方は、辞めないでそのまま採用となるのか。昨今、人材不足と

言われており、一度離れた方は二度と戻ることはないと思う。新ひだか町から転

出したら帰ってくることはない。施設を手放し、人もいなくなり、新しい事業者

が来て人を探しても集まらないと思う。町も事業者と一緒に協力しながらやるの

か。 
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藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｃ 

 

自治会員Ｄ 

 

 

 

 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 民間も人材不足を抱えています。指定管理にする場合は、現在在籍している職

員はそのまま残っていただきたいというお話はさせていただいておりますが、賃

金水準や条件があり残っていただけない方や地方公務員を目指して入った方もお

られますので、全員が現施設に残ることは難しいと考えています。我々としては、

入居者や利用者に不便がかからないように対応させていただきたいと思っていま

す。その中の一つとして、給料の現給保証を数年間実施することも検討していま

す。また、非正規の方で資格を持っている方が相当数おりますので、そういう方

に残っていただき、正職員になる道ができるのではないかと考えています。全職

員を対象に人事ヒアリングを行い、最終的に指定管理者が決まりましたら、再度

職員一人ひとりと面談をして対応したと考えていますし、職員数が不足する事態

になりましたら、町としても募集の手伝い等をさせていただきくことで考えてい

ます。 

 

 いずれお世話になる施設ですから無くしてほしくない。 

 

 民間は利益が出なければ指定管理を受けない。赤字を減らすには人数や給与を

減らさなければならないため採算が取れなくて撤退すると思う。それであれば、

町がこのまま余計なお金をかけないで、できるだけ赤字を出さない方法で運営し

た方がお世話になっている人も良いサービスが受けられるのではないかと思う。 

一度民間に渡して人材がいなくなると元に戻すことが難しい。民間に委託するこ

とについて私は賛成できません。 

 

 民間に委託することは決定事項ではありませんが、行政が運営することと民間

が運営することを比べると、行政で運営するとつぶれないということが一番の行

政の強みです。民間では、自分たちの事業運営を守るためにいろいろな工夫や対

応をしていただけるということがありますので、今のサービスよりも良くなるの

ではないかと思っています。数か所視察もしましたが、少ない人数で機動的に動

いている場面がありましたし、それに対して入所者が不便を感じているようなこ

とはありませんでした。行政が運営することに安心があるかもしれませんが、サ

ービスの向上や町財政の関係で赤字を減少させることを考えると民間の力を借り

ることが一番良いと考えています。また、民間委託になった場合についても、町

として会社の評価をしていかなければならないと考えております。 

 

 令和 12 年に人口が 12,000 人になると言われており、経営的には相当厳しくな

ってつぶれるかもしれない。日高の医療を考えたときに新ひだか町だけではなく、

浦河日赤や門別国保病院、新冠町国保病院も経営が苦しい。日高管内が一つにな

るかもしれない。そうなれば入院をやめることが必要です。入院を含めるからい

ろいろな経費がかかる。他の経費を詰めたうえで最後に人件費を詰めることが必

要だと思う。人件費率がどのくらいかわからないが、収入の 3 割を超すと相当厳

しい。検査機器も更新しなければならないが、単独ではなくオール日高で考えな

ければならないと思う。 
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藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

自治会員Ｅ 

 

 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｅ 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

 人口も 16,000人になるということですので、医療も介護も両隣だけではなく日

高管内で機能分担をしていかなければ必要な医療施設や介護施設が残せない時代

がくるのではないかと思います。何等かの形で経営改善体制の見直しをしていか

なければならない時期に来ておりますので、皆さんのご意見をお聞きしながら対

応させていただきたいと考えております。 

 

 ここまできたら、財政の非常事態を宣言するつもりでいないといけないと思う。

これから役場は大きくならないで小さな役場にしてもらいたい。 

 

 町民は財政状況がわからない。町は要望事項も解決できないでいる。町長は生

命と財産を守る使命をもっておられながら、町立病院の実態は現代の時代にふさ

わしくない医療体制になっている。機械は時代遅れ、静内病院が道立から移管さ

れ、現在の財政状況を見ると町民から建設的な意見が出ると思う。なぜこのよう

な財政状況になったのか。 

 

 病院の財政状況は、新ひだか町全体の財政状況から来る状況です。平成 6 年に

道立病院から移管を受けたときから、道立病院自体の赤字が大きかったため道か

ら赤字補填を受けながら町立病院として稼働してきました。現実には、合併して 2

つの病院ができ、赤字の額と町民の生命を守る使命とは切り離せらせないもので

すから、お金が無いからやらなくて良いということと、お金が無くてもやらなけ

ればならないことがあります。三石地区の懇談会でお話しさせていただいたこと

は、現在財政状況が厳しいが合併のときから三石地区には医療機関が国保病院し

かない。すぐに行ける病院がないことはあり得ない。ご理解いただけなかったこ

とは、42床のベッド数がありますが、毎年入院患者が減ってきている現実がある。

静内病院も 50床ありますが満床になっていない。一元化して経費を削減すること

によって継続した入院病棟の運営を行っていきたいということを申し上げてきま

したが、有床診療所で良いから入院病床を残してほしいという意見が強かったた

め、今後の実行計画では皆さんのご意見も参考にさせていただく内容でご説明を

してきています。 

 病院や介護サービス事業は長い間赤字であり、過去には一般会計からの繰出金

で赤字を補填してきました。地方交付税は町の一般会計で受けるお金のうち病院

分がありますからその分はルールとして出します。それを入れても赤字が出ます。 

 

 町の財政状況はどういう姿ですか。それによって町民の意見がいろいろ変わる。

どの程度の累積赤字があって今の姿になっているのか誰も知らない。 

 

 端的に言いますと、下水道、病院、介護サービスの特別会計だけで赤字が 10億

円程度あります。これを一般会計からの繰出金で補填し続けるのは非常に難しく

なってきました。赤字を縮小していくことによって一般会計とのやり取りの中で

存続させたいのでご理解ください。 
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自治会員Ｅ 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

自治会員Ｆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 納得がいかない。生命を守る使命が町長にはある。時代遅れの機械で生命を守

れますか。町民だって機械の良いところ、病院の良いところに流れる。今の姿は

目に余るところがある。 

 

 病院の機器が古いということですが、ＭＲＩは徳洲会と契約してお願いしてい

ます。それに代わるものとして、ＣＴも 64列の一番大きいものを導入しています。

外来を残すことは命を守ることの最低限の行政としての仕組み、あるいは、民間

の力を借りることを含めて実施していくと申し上げておりますでご理解くださ

い。 

 

 副町長が行政の使命として赤字であってもやらなければならないことはやると

いう言葉があった。その立場に立って、特に医療の問題というのはその立場に立

ち切らなければならない分野ではないかと常々考えている。説明の内容は理解で

きる。人口の急減で税収も少なくなり、患者も少ないし、国からの交付税も少な

い。やっていけるはずがないくらいだと思う。役場の方たちはどのようにやれば

良いか苦労されていると思うが、医療・介護は、国の方針が公立の病院などを統

廃合し充実させて行く方向ではない。いち早く新ひだか町は対策を練っていると

いう点では他より赤字が大きいからということかもしれないが、行政は国の過疎

地域における大変さの防波堤になるという役割もあると思う。新ひだか町の財政

でどこまでできるのか、ぎりぎりまで考えていただきたい。 

 新聞の記事や広報に状況が記載されたあと三石地区知り合いと話をしたら病床

が無くなることはとても困ると言っていた。赤字の対策としては妥当だと思うが、

町立に合併吸収すれば良いとなるかもしれませんが、お年寄りは 30分以上かけて

静内地区まで来なければならないことやその家族がお見舞いなどで来なければな

らないことは非常に大変だと思う。今の財政状況の中で何とかならないのか、皆

さんのプロ的な取り組みで対策を考えていただきたい。 

 

 医療・介護の重要度は十分認識しています。昨年 9 月に病床の再編問題が国か

ら一方的に発表されて、我々はこの町の実態に合わせた取り組みをすると町長か

ら申し上げています。 

 団塊の世代のピークを迎える 2025年問題を含めて、介護施設についてはこれか

ら 2025 年までは利用者数が増える見込みです。2025 年以降は人口減少とともに

徐々に高齢者も減少する推計になっていて将来に向けて考えなければなりませ

ん。特養は、民間委託を行っても民間の力を借りてコスト削減をして存続させよ

うとする方向性を示させていただいています。 

 病院の病床は、実際に利用者数が減ってきていているので統廃合できる現状に

あって、それに対して入院病床閉めさせていただいてはどうかと投げかけさせて

いただいています。病院のことは決定ではなく、三石地区の皆さんのご意見を聞

いてきましたので、今後斟酌してどのような実行計画にするのかを協議させてい

ただきたいと思います。 

 今後のことで一つだけ申し上げたいことは、民間参入ができるものと行政しか

できないものがあります。儲からないものは民間が手を出しようがないため、住
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渡辺健康生活部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

民が必要とするものは行政が背負っていくことになります。あれば良い程度のよ

うなものは我慢していただく時期が出てきます。見方を変えて、もし三石国保病

院が無くて静内町立病院しか無かった場合に、新たに三石地区に病床を作る計画

を立てますかといった場合は、今からいらないのではないかという意見になると

思います。いろいろな角度から検討させていただいていることもご理解をいただ

きたいと思います。生かすところを生かすためには、どこかを切らなければお金

が出てこないということもご理解いただいてご意見を賜りたいと思います。 

 

 道道に昇格することのメリットと町道のままでいた場合の大変なことは何か。 

 

 町道は舗装が痛んでおり国道より悪い状況です。道道は最短距離ではないため

交通量が少ない状況です。町道は交通量が多く舗装を直すことができないため、

北海道に要望し道道に認定していただき、きちんと整備してほしいと昭和の時代

から要望しておりました。平成 17年に浦河町長と三石町長が連名で要望し、平成

22 年に北海道も利用状況を勘案しながら道道として受けることは可能と回答をい

ただきました。ただし、北海道から用地交渉などは道路敷地内の看板などについ

てきちんと整理してほしいという条件があり、測量を行い今年の春以降に一部で

も道道になるように進めています。 

 道道になった場合は、舗装を直していただきけるよう要望していきます。 

 

 新型コロナウイルスについて、町として何か対策は考えているのか。 

 

 先週、厚労省から保健所を通じて町や病院に通知が出されております。内容は、

各病院で対応できることは決まっていまして、病院の前に貼紙を掲示してほしい

ということです。武漢というキーワードに関係する患者で発熱がある人は申し出

ていただき、そのような方が来院された場合は、病院で受付せずに保健所に連絡

するよう通知がありました。武漢というキーワードが無くて保菌者が病院にきた

場合は通常どおり診察します。インフルエンザと同様に医療スタッフはＳＡＲＳ

のときに備蓄した防護服やメガネなどの在庫を用いて隔離した部屋で診察を行う

ことにしておりますが、万全といった状況に無いのが現状です。 

 

意見交換 

自治会員Ｈ 

 

坂総務部長 

 

自治会員Ｈ 

 

 

 

 

 

 

 町職員の給料について、給料はどのように決めているのか。 

 

 町には職員の給与条例があり、それにより支給しています。 

 

 全道 179市町村の中で新ひだか町の給料は全道で 21番目です。平均 44歳で 612

万円です。昨年末にある大手の雑誌に出ています。北海道職員は 45歳で 640万円

です。日高管内で 600 万円を超えている町は新ひだか町と日高町だけです。財政

の良い平取町でも年齢は 2 歳違うが 570 万円です。えりも町で 500 万円強です。

北海道と新ひだか町の給料の差がない。札幌市は 42歳で 609万円です。函館市は

599万円、旭川市は 602万円、小樽が 580万円、新ひだか町は札幌市より給料が高
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坂総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｈ 

 

 

坂総務部長 

 

 

自治会員Ｈ 

 

 

 

 

 

坂総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｈ 

い。財政破綻している夕張市は 520万円です。介護でも給料のことが出ていたが、

介護士の 46 歳で 340 万円です。ホームヘルパーの 49 歳で 290 万円です。福祉施

設の 42 歳で 308 万円です。看護師は 42 歳で 408 万円です。それから見たらもの

すごく高い。高いからだめだということではなく、それだけ働いてくださいとい

うことです。町長はわかっていますか。 

 

 昨年末に雑誌で道内市町村の給与のランキングが出ました。新ひだか町は給料

の本俸自体はあまり高くありません。手当が高いのです。いろいろな原因があり

ますが、大きく 3 点ありまして、一つは合併町であるため職員の年齢層が高いこ

と。それに伴い役職に係る手当が大きい。雑誌に出ていたものは平成 30年 4月の

実績でしたが、二つ目は合併町であるため静内地区から三石庁舎へ、三石地区か

ら静内庁舎へ通っている職員がいるため、他の町から比べて通勤手当が高いこと。

また、平成 30年 4月は町長、町議選挙がありまして、これに伴う選挙の当日投票、

期日前投票に係る職員が従事した時間外手当が加算されますので、選挙がない町

村よりも手当が大きくなります。 

 一方、給料の本俸については、ラスパイレス指数で、国の職員を 100 とした場

合の全道と管内の順番があります。平成 31年 4月においては 179市町村中 125番

目です。管内 7 町中 6 番目です。給料の本俸は高いとは認識しておりません。調

査された年度を切り取られると加算される手当もあったため、結果として高くな

りました。 

 

 高いからどうだと言っているわけではない。それだけ努力してほしいというこ

とです。 

 

 我々は公務員ですから、皆さんから税金をいただいての給料という部分もあり

ますので、当然いただいている給料分は働かなければならない使命があります。 

 

 財政が厳しいと言うが、サクラマスの研究をやっていると聞いたことがある。

廃校などを利用して事業をやりたいと思い建設課へ行ったが貸してもらえなかっ

た。旧鳧舞小学校が 2,000 万円でなければだめだと言われた。広報を見れば廃校

について掲載されている。貸してもらえればいろいろなことができるが貸さない

と言われた。 

 

 廃校舎については売却を進めていますが、そこに至っていないのは残念に思っ

ています。校舎の一部をずっと貸してほしいとなると他に申し込みがあった場合

に厳しくなります。当初は建物も含めて売却することを考えていましたが、全国

全道の市町村で廃校舎が売れない状況を見て、昨年建物は無料とし、土地は一定

の金額をいただくことで進めています。現在、旧静内第二中学校が 2 年後に売却

することを前提として貸し出していますが、そういうお話しは承りたいと思いま

す。 

 

 町長も変わって、学校でも空いているところをうまく利用して、町で運営する
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坂総務部長 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｈ 

 

 

坂総務部長 

 

 

 

 

 

自治会員Ｈ 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｉ 

 

 

坂総務部長 

 

自治会員Ｉ 

 

 

 

坂総務部長 

ことなどは考えていないのか。 

 

 最終的にどこかの段階で空いているところをどうするかを決めなければならな

いと思っています。ただ、本決定までは行きませんが、年に数か所は現地を拝見

させてほしいという団体や会社があります。最終的に施設を持っていてもそこに

係る経費が必要になります。大きい施設であればそれに対する維持経費や、施設

があるだけで検査や委託もしなければいけません。ですからできれば購入して利

活用していただきたいと考えています。 

 

 公営住宅が結構空いているところがある。直して町民に貸すことは考えている

か。 

 

 公営住宅は、公営住宅マスタープランという計画があり、最終的に人口が減っ

ていく中で、町として住宅がいくつあれば良いか、住宅があっても入居する方が

いなければ必要がないため、政策的に空き家にしている住宅もあります。現状で

は、静内地区はかなり応募が多いですが、町全体で考えると空いている住宅もあ

るため、その住宅を先行して入居していただいています。 

 

 広報には公営住宅の募集は数か所しかない。三石地区はたくさんあるが、静内

地区は限られている。どうして空いているところを直して貸さないのか疑問に思

っている。 

 

 町営住宅は町全体で約 1,400 戸あります。現在入居している住宅は約 1,150 戸

です。残りは耐用年数を迎えており、入居するために床や壁、水回りの修繕など

数十万円から 100 万円単位の修繕費用がかかる住宅がたくさんあります。家賃は

法律上で決まっているため、数千円から 3 万円程度と少ない状況ですから、古い

住宅については入居者を募集していません。耐用年数が経過していますので、で

きれば 1 棟 2 戸であれば 2 戸とも空いた場合は撤去する方向で考えています。静

内地区の市街地では、柏台で建て替えを進めていますが、公営住宅マスタープラ

ンの年次計画により改修しながらある程度の戸数、1,000戸から 1,100戸程度にし

て進めていきたいと考えております。 

 

 大阪からの移住者でこちらに来ている。廃校の件ですが、固定資産税だけ課税

することで良いのではないか。建物は無料で良いのではないか。 

 

今はそのようにしております。 

 

 移住者の中でも話題になっているが、事業を実施したい方がたくさんいるので、

もっと早く実施できたら良いと思う。建物は減価償却しているため無料で良いの

ではないでしょうか。 

 

 従前までは建物と土地の価格として公募していたが、これだと売れないという
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自治会員Ｉ 

 

坂総務部長 

 

 

自治会員Ｉ 

 

坂総務部長 

 

 

自治会員Ｉ 

 

 

渡辺健康生活部長 

 

 

自治会員Ｉ 

 

 

渡辺健康生活部長 

 

自治会員Ｄ 

 

 

 

 

柴田企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことになり、現在はそのようにさせていただいております。 

 

 職員の給料の件で交通費のことですが、車の燃料代なのか。 

 

 そうです。通勤手当は、町の条例でキロ数に応じて額が決まっており、それに

基づき支給しています。 

 

 通勤手当が高いのなら単価を下げれば良いのではないか。 

 

 通勤手当は実費弁償という性質の手当ですので、職場で勤務先を決めて辞令を

出すため、本人の負担で赤字になるような状況にすることは考えておりません。 

 

 町立病院の件で精算は現金で行っているが、キャッシュカードで払うことはで

きないのか。 

 

 現状ではキャッシュカードは不可能となっています。高額な機械が必要ですか

ら検討させていただきます。 

 

 金額は交渉しだいです。役人は業者の言いなりになる。何度でも交渉すれば折

れる。 

 

 役場は競争見積りを実施しておりますので、ご心配は要りません。 

 

 ＪＲの線路をやめてバス転換にすることが決まったが、ＪＲが責任を持って苫

小牧から様似までバスを運行することになっていないと聞いているが本当か。 

 バスになった場合、東別や絵笛や本桐の国道から離れたところにいてＪＲを利

用していた人たちは、どのように対応するのか。 

 

 ＪＲの廃線が決定したというお話でしたが、まだ決定はしておりません。昨年

11 月にバス転換にした場合にどのような状況を作れるだろうということで本格的

に検討することでＪＲとやり取りしています。話しの内容は、7町を横断するよう

な幹線のバス路線をどうするか、それに乗車するために国道以外のエリアの方た

ちの交通網をどうするのか、大きく二つに分けて考えていかなければならないと

思っています。 

 はじめに、ＪＲとやり取りしているのは、国道を走る幹線をどのようにするの

かということを協議しています。主に日高地域の方が使われる札幌市、苫小牧市

の病院、新千歳空港の大きな目的地となるところにいかに行きやすいバス路線を

作ることができるかということを協議しています。その関係を整理したうえで、

細かい枝の路線を考えていきたいと思っています。 

 2 月 18 日に公民館において、町はこのような考え方でＪＲと協議しますという

内容を皆さまにご説明したいと思っておりますので、お時間があればお越しいた

だきたいと思います。 
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自治会員Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柴田企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

柴田企画課長 

 

高齢により車を運転できなる人が増えている状況です。ＪＲは復旧は無理だと

言っているが、新幹線を新函館駅まで伸ばしたことにより年間 100 億円の赤字が

出ている。乗車率も 19％台に下がっており、空席があるため荷物を運ぶと報道さ

れている。こういう無駄なものはやめるべきだと思う。新しく小樽周りを検討し

ているが 8 割がトンネルです。費用対効果と言っているが絶対に黒字になること

はない。そういうものを無理して作らない方が良い。日高線もＪＲは大狩部付近

で多額な費用がかかると言われている。日高道も大狩部にできた 2 キロメートル

のトンネルに 110 億円もかかっていることが新聞に出ている。節婦では橋脚がか

かっている。国がお金をかけているが、高速道路を慌てて作らなくても国道が走

っている。日高線は通勤や通院の方がたくさん利用しているため生活の足として

なければならない。国に対して日高道を作る速度をゆるめて、そのお金をＪＲに

使ってもらうことも一つの方法だと思う。それをやれば、鉄道も回復して利用者

も今までどおり乗ることができると思う。そういう立場でＪＲの災害復旧を国に

してもらい、分割民営化は国が実施したのですから、国が責任を持って災害部分

を復旧することで国に要望してほしい。 

 

 ご承知のとおりＪＲが休止してから 5 年経過しています。最初の数年間は発言

があったように国による対策やＪＲによる対策を要望してきました。結果として、

そういう状況になっていないことを踏まえた中で、一方では人が乗っていない鉄

路よりもバス路線の方が良いのではないかという意見をお持ちの方もたくさんお

られます。鉄路を残すことについて具体的な解決策が見い出せない中で一刻も早

くこの問題を前に進めるためにバス転換にした場合の交通網を構築するために議

論を進めています。いろいろなご意見があるのはわかりますが、いつまでも鉄路

を残すことを何年も言い続けていることが果たして良いのかというと、我々はそ

う思っていませんのでご理解いただきまして、検討を進めておりますバス転換に

ご要望をいただきたいと思います。 

 

 バスの件で提案ですが、海岸沿いは災害で通れなくなると思う。静内浦河線と

国道の二本があれば良いのではないか。 

 

 そういうご意見もあろうと思います。現状ではバス運行が大きな赤字を生んで

おりますので、複数便を設けてもらうことで維持していけるのであろうかという

こともあり、国道以外は走らないということではございませんので、ご意見も踏

まえながら進めてまいりたいと思います。 

閉会挨拶 大野町長 

 介護と病院の件ですが、三石地区から病院を無くすことは考えていません。三

石地区の人口は 3,700人台ですが、医療機関としては三石国保病院のほか歯科が 2

件しかありません。三石地区から病院を無くすことは毛頭ありませんが、病院の

あり方としてもっと機能的にしなければ病院経営が成り立たないというのが現状

です。そのために高めのボールになるかもしれませんが三石国保病院の病床を無

くしてもっと機能的にしていきたい。建物もいつまでももつわけではありません
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ので、そういうことも合わせて検討していきたいと思います。 

 介護事業につきましては、ご心配されている委託しても経営が成り立たず町に

戻すということは我々も心配しています。少なくてもそういうことがないような

ところと条件を整えながらやっていくことが必要だと思っていますし、働く方に

ついては、民間で用意できる時代ではないので、現在働いている方をどうやって

円滑に移っていただけるのか、具体的に相手方が決まったときに職員の方々とや

り取りをすることが出てくると思います。そこが一番難しいところだと思ってい

ます。 

 いろいろなお話がございましたが、医療では一番最近で厳しいお話しを聞いた

のは、かぼちゃの生産で有名な和寒町です。和寒町は旭川から北へ 40キロメート

ルぐらいに位置していますが、町立病院がありまして病床数は一般病棟が 30床持

っていますが、医療スタッフが整わないことで休止状態が続いており、来年 4月 1

日をもって病床を無くすと聞いています。和寒町の唯一の病床だと思いますが、

旭川市から 40キロメートルのところに医療スタッフが揃えられないという現実が

あります。それを考えると我々の町はまだまだ恵まれています。民間の力を利用

しながら、民間の病院の方とも連携しながら訪問診療などいろいろなことを考え

ていくべきだと思っています。4月 1日から三石国保病院の病床を無くすというこ

とは一切考えておりませんので、これからも住民の方々といろいろとお話しをし

ながら住民の方と議論をしていくことで良いものができあがると思いますのでよ

ろしくお願いします。 

 また何なりとご意見を賜わればと思います。今後ともどうぞよろしくお願いし

ます。 

閉  会 17:38  終了 
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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 2月 20日（木）17:55 ～ 19:18 

会  場 田原高台生活館 

自治会名 桜丘自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、 

酒井建設部長、木村農林水産部長、上田教育部長、渡辺医療介護対策室主幹、 

柴田企画課長、村岡企画課主幹 14人 

【自治会側】 

17人（男性 10人、女性 7人）のほか町議会議員 1人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 柴田企画課長 17:55～ 

町長挨拶 大野町長 

 お晩でございます。 

 まちづくり懇談会は、1 月中旬から始まりこれまで 12 か所で実施し、静内地区

はここで 8か所目です。 

 年に一度皆さまとお合いして、皆さまの思っていることを感じながら実施して

きたところでございます。 

 今年はここで最後になると思いますが、ざっくばらんに意見交換させていただ

きたいと思いますのでよろしくお願いします。 

資料説明 
坂総務部長  

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

質  疑 

自治会員Ａ 

 

酒井建設部長 

 

坂総務部長 

 

 

 

 

 

 下水道料金は上がるが、水道料とは別か。水道料は上がらないのか。 

 

 下水道料金は改定させていただきますが、水道料金については改正しません。 

 

 今回は、それぞれがどの程度かかっているのかコスト計算を行いました。水道

料金は現状で間に合っているため改定せず、下水道料金は処理をするためにかな

り大きな経費がかかっていますが、上昇率が大きくなるため 2 割で抑えさせてい

ただきました。 
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自治会員Ｂ 

 

 

 

 

自治会員Ｃ 
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 病院についてはいろいろな意見が出ていると思うが、老朽化が激しいため思い

切って廃止するものは廃止した方が良いと思う。今後若い方にいつまでも財政難

だということを言っていられない。自分たちの子どもや孫のためにも思い切った

英断をして健全経営を行ってほしい。 

 

 私も賛成です。新聞で三石地区の各自治会長が申し出をしているようですが、

高齢になると不安になることはわかりますが、健全なる財政を進めるためにどの

ようにしていかなければならないかということを頭において、大勢の意見も聞く

ことも必要だと思いますが、説得させられるようにしてほしい。 

 

 ありがとうございます。合併した町ということもあり、それぞれ皆さんの感情

や思いに温度差があります。強烈に個性を発揮して白黒させるやり方もあると思

いますが、時間をかけて少しでも我々の考え方に同調してくれる方を増やすこと

が重要であると考えます。合併して十数年経過しておりますので、その規模の中

で行政を運営していくことが重要だと思います。町が二つあったため、施設は全

部二つ持っています。人口が減っていくと余剰がでます。変化させていかないと

町の行政は成り立ちません。介護と病院は春からプロジェクトチームを立ち上げ

進めているところです。すぐに実施することは三石地区の皆さんの感情もありま

すので難しいですが、粘り強く説明しながら形にしていきたいと思います。 

 

 私は体調が悪くなっても苫小牧市の病院に行きます。医療技術が進歩していま

すし、三石地区の年配の方たちが病院を残せと言っているが、考えた方が良いの

ではないかと思う。 

 

 地方における病院の医療水準をどこまで保つかということは、札幌市と同じ医

療水準を保てません。近くの病院で検査をして大きい病院に行くように最低限の

機能を残さなければならないと思っています。三石国保病院に入院されている方

は、病院で医療を受けながらそこでしかいれない方が病床のウエイトを占めてい

ます。町内の方だけでなく他町の方も入院しています。病院の利用の現状をきち

んと理解していただいた中でどの水準の病院にしてどのような対応をするという

ことを説明していきたいと思います。 

 

 入院機能を継続すると食事や掃除などの体制を保たなければならないため、莫

大な赤字になる。 

 

 その点も踏まえて提案しております。三石地区の住民がこういうものが不安だ

ということがあると思います。そういう不安にはこういう対応を行いますという

ことを詰めていかなければならないと思います。そういう気持ちをお持ちの方の

ご意見も聞くことが大事だと思います。 

 

町立静内病院について、医師の講演会などで静内病院は循環器を主体とした病院

だとお話しをされていた。他の診療科は主体性がないという印象を受けた。地域
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の中で存続する病院はオールマイティーでなければならないのではないか。以前

に救急車で運ばれたときに町立病院に受け入れてもらえなかった。何等かの諸条

件があり受け入れられなかったのだと思うが、そういうことが多々あると聞いた。 

 

 他の対応をしていると受け入れられないため、日高徳洲会から町立病院に受け

入れてもらえないかというやり取りがあると聞いています。現在は夜間の受付は 2

つの病院で実施しておりますので、お互いやり取りして実施しています。どちら

も受け入れできないということは基本的には無いと思います。 

 循環器の件は、浦河赤十字病院にも循環器の専門科が無いため、町立静内病院

が管内的にはメインになっています。民間の病院がたくさんある中で、町立病院

が対抗することで診療化を設けることは必ずしも良いことでなないと考えていま

す。現実に民間で皮膚科や眼科が定着してくると、そこは民間にお任せして公的

病院は違う部分に特化するというやり方をします。総合的には内科も診れて、総

合診療を受けられるような医師がいれば良いのですが難しい状況です。医師確保

についても努力していきたいと思います。 

懇談テーマ 

坂総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①田原高台生活館の今後について 

 この施設だけでなく、町内の集会施設の統廃合の全般的なことを説明させてい

ただきます。 

 平成 29年の秋に町内の該当する全地域に職員が出向いて町の方針案について説

明をさせていただきました。町内全体の集会施設は 65施設あり、他の町に比べる

と 2 倍程度の数になっています。かつ、これらの施設は昭和 40 年代から 50 年代

に建設された施設が多く老朽度も増す中で、利用形態についても従前は生活館で

葬儀を執り行っていましたが、現在は、特に静内地区では、ほぼセレモニーホー

ルで行われていますので利用度も変わってきています。場所によっては年に数回

の利用という施設も多くなってきており、将来的に継続して維持運営していくの

は難しい状況であると判断しています。 

一方で、施設の統廃合には地域の理解が必要であるため、意見交換させてほしい

と説明したところであります。地域からいろいろな意見をいただきまして、内容

を精査して全ての地区の統廃合を短期間で行うことは難しいのですが、それらの

施設の中で民地を借りて建設しているものや老朽化が著しいものの緊急度を勘案

しながら重点地区としてここ 1、2年はその地域と協議を先行して進めてきました。

今年度は鳧舞地区で鳧舞生活館と鳧舞生活改善センター、美野和生活館の 3 つの

施設を 1 つの施設に統廃合します。令和 2 年度は本桐地区で本桐基幹集落センタ

ー、本桐生活館、本桐生活改善センターの 3 つの施設を統廃合します。今後も川

合・西川地区も両生活館を 1 つに、東別・西端地区の会館を 1 つにと、これらの

地域協議を先行して進めてきており、詳細はこれからになりますがある程度の地

域の合意もいただいてきたところです。 

 田原高台生活館の統廃合については、平成 29年秋に自治会役員に町の考え方を

説明させていただき、その後意見交換させていただいた折にも 3 つの生活館があ

り、町の案としましては田原高台生活館か桔梗新和生活館の一方を継続すること

で説明させていただいております。この地域との協議は具体的にしておりません。

自治会との協議も時間がかかると思いますし、先行して実施する地区がまだある
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ため、すぐの実施にはならないと考えております。それまでの間に自治会との意

見交換もさせていただきたいと思いますのでご理解をいただきたいと思います。 

 

②高台会館について 

 高台会館について、皆さんも疑問に思っていると思いますが、誰が所有者だろ

うということ調べましたのでお知らせしたいと思います。町の建物台帳や静内町

史から町で建てたものと確認することはできませんでした。わかったことは、昭

和 44年に旧静内町から当時の農林省から高台会館が建っていた土地と田原高台生

活館が建っている土地を購入したということです。昭和 51年に田原高台地区で季

節保育所を開設する際に町が田原高台生活館を新築するまでのおおよそ 7 年間、

高台会館で保育を実施していたことは間違いないようです。 

 名称について、生活館という名前の建物は国や道の補助金を財源として建設し

た建物ですが、会館や集会所という建物は、当時の自治会や実行組合など地域で

建てたものが静内地区も三石地区にも多数存在しています。 

 これらのことから地域で建てたものと推察することはできますが、誰が所有者

だというところまでは不明なままです。 

 今後、高台会館をどうするかという点でございますが、トタンが剥がれている

等状態が非常に悪く、道路を挟んで小学校があり通学する児童に危険を及ぼす可

能性があること、当時に経緯をご存知の方が亡くなられており地域で建てた建物

と決定することができず登記もしていないため所有者を特定できない状況である

こと、町有地に建っていることなどから町か自治会かという次元を超えていると

判断しておりますので、高台会館は危険回避を目的として町で解体撤去したいと

考えております。所有者が不明の建物ですから町が手を付けるには法的に必要な

手続きや予算についても対処したいと思っておりますので、時期についてはお任

せいただきたいと思います。自治会長と十分連絡を取りながら進めてまいりたい

と考えております。 

 なお、解体までの間は、トタンの飛散が考えられますので、応急措置を行い飛

ばないように危険防止対策を行いたいと考えます。皆さまにはご理解とご協力を

お願いします。 

 

 会館を建てたのは自治会で服部町長から 30万円をもらって建てた。私はわかっ

ているので誰もいないと言わないでほしい。 

 

 自治会で建てたものですか。 

 

 自治会で建てたが、お金が無くて町から 30万円もらったはずです。 

 

 自治会の建物なら自治会で解体してくれとなるので、登記も無いし、自助空き

家みたいなものだから、手続きをして所有者がいないことを確認して町で解体さ

せてもらいたいと思っています。それが一番迷惑がかからない方法ではないかと

いうことでお話しさせていただきました。 
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 これまでの税金は誰が払っているのか。以前から田原高台自治会はあるので、

実際に誰が土地を管理して税金を払っていたのか。 

 

 税金はかかっていません。土地は町有地です。 

 

 国はアイヌ施策推進交付金で今年度は 10 億円、来年度は 20 億円の予算で、今

年度の予算で 2 億円程度余っている。町では専権事項もあると思うが、ここには

アイヌ協会の会員が 12人いる。三石の町の会員より多い。北海道で 5本の指に入

る専門家もいる。そこで専権事項の最後で良いのでこの生活館を改修してほしい。

ここは静内の街から 8 キロメートル、農屋まで 8 キロメートル程度の中心で、東

静内や新冠町までの中心になる。災害があったときなどに利用できるような施設

にしてできれば建て替えしてほしい。改修について予算を付けて国に申請するの

であれば、私もパイプがあるので連絡してほしい。 

 

アイヌ施策推進交付金は 5 か年計画を出しており、生活館の改修など先行して

協議を進めているところであります。いつになるか約束できませんが、補助金が

あるうちに改築できるものならしたいと思います。高台会館もかなり歴史的な建

物で何とか片付けたいと思います。解体してから所有者が出てきたら大変なこと

になりますから、きちんと法的な手続きを取りたいと思います。 

 

 ぜひ、お願いします。 

 

③ＪＲ日高線について 

 ＪＲ日高線が運休してから 5 年経過しました。当時は復旧を目指して取り組ん

できましたが、国も北海道も支援できない状況がありまして、2年ほど前からＪＲ

から今より便利にするのでバスにしませんかという意見をいただく中で、日高管

内 7町の町長会議で何度も議論を重ね昨年 11月にバス転換に向けて正式に協議す

ることになりました。これは廃線決定ではなく、こういうバス路線ができますと

いうものが地域として納得いくものであれば廃線に合意しますが、納得いくもの

でなければ元に戻る意味合いでの決定です。 

 現在、ＪＲ北海道とバス転換に向けての協議を始めておりますが、内容は大き

く分けてえりも町から苫小牧市行き、新千歳空港行き、札幌市行きの長距離路線

の直行便をきちんと完備していただくこと、バスはトイレ付きにしてほしい、車

椅子でも乗車できる支援をしてほしいなどの意見も整理した中で協議を進めてお

ります。直行便はえりも町から出発するため、多数のバス停に止まると目的地ま

で行くのに相当な時間を要しますので、各町 1、2か所に絞っていきたいと考えて

おりまして、当町では静内駅をバスターミナルとして使用し、三石駅周辺をバス

ターミナルとして改修し、その費用もＪＲに求めていきたいと考えております。 

また、町の中の足の確保も同時に考えておりまして、この地区では御園線が走っ

ていますが毎年相当な赤字が発生しています。静内地区では町内を走っている循

環線も赤字でありまして、道南バスはペガサス号を除きほとんどが赤字です。そ

れを続けていただくために毎年町から 1,500万円程度道南バスにお支払いをして、
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かつ、道南バスも一部赤字を背負って地域のために何とか続けている状況です。

このままでは立ち行かなくなることもあり、根本的な立て直しを図っていきたい

と考えております。詳細については具体的にお示しできる状況ではありませんが、

多くは病院、買い物に行きたいというニーズに対して、行く手段がないという状

況だけは避けていきたいと思います。そのためにどのような交通網が作れるのか

検討していきたいと思います。皆さんにお示しできる時期が来ると思いますが、

もしかしたら小さな不便が出るかもしれませんが、将来に渡り維持していける足

を確保していきたいと考えておりますのでよろしくお願い申し上げます。 

3月末を目途にＪＲと協議し、一定の結論を出していきたいと頑張っております

が、当町だけで決定できる状況ではなく、他の 6 町も廃線に合意しなければ決定

には至りませんので、見通しは厳しいところもありますが進めているところでご

ざいます。 

 

 存続することになると町が負担しなければならない。どの程度の額になるのか。 

 

 ＪＲ単独では維持できないと言われており、国が支援する路線が出されました

が、日高線は国が支援できない路線になっています。人がほとんど乗っていない

ので難しいと言われています。地元の負担やバス運賃も上昇した中でやっていく

しかないのです。 

 

 4年ほど前に示された額は 1年間で 16億 4,000万円です。それを 7町で等分す

るのか、鉄路の通っている 5 町で等分するのかということはあります。その前に

鉄路が波で壊れているため修繕するのに 100 億円を超えます。壊れた場所を修繕

してもまた壊れるので、内陸側に鉄路を設けると更に費用がかかります。修繕や

運行を維持することも相当な覚悟で取り組まなければなりません。 

 

 これまで同じことを繰り返しているのに、なぜ改善できなかったのか。自然状況も

把握できなかったということか。 

 

 今まで以上に破壊されたからです。想像がつかなかったからだと思います。 

 

 以前は砂浜があったから被害が少なかった。自然状況と言っているのは、波が沿岸

に寄ってきているためです。あのように下が削られて土砂が流失していくような被災

の仕方はこれまで無かった。 

 

 道南バスの御園線は、町も 1,500 万円の負担をしているが、大きなバスでなくても

良いのではないか。 

 

町内循環線も含めて何度も議論に出ています。しかし人件費は変わりませんし、根

本的な解決にならないこともあって、路線自体に必要性を問われる状況にあります。

町全体を見た中で本当に皆さんの足が確保されているのかということを再構築しなけ

ればならないと考えています。 
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 道南バスは簡単にやめてしまいます。昨年の 3 月に東静内線も廃止されました。三

石地区にも以前は走っていましたが、現在は走っていません。 

 

 そういう場合は前もって言ってもらえるのか。 

 

 前もって言ってくれないのです。 

 

 道南バスと連携を取っているのに、なぜ情報をいただけないのか。 

 

 わかりません。ルールがあれば良いのですがやめるときは突然です。 

 

 最もバスを使っているのは高校生です。高校生の通学はきちんとケアしていただき

たいと考えます。次に病院や買い物に行かれる方の足を確保したい。ただし、目先の

ことだけ見て将来続けていけないものを作っても意味がないので、持続していけるも

のを考えなければなりません。 

 

 農業高校へは町のバスを使っているが、道南バスが撤退したためか。 

 

 町からやめてほしいとお願いしました。この路線は農業高校生がほとんどで、定期

代が 1,700 万円程度であり、生徒を確保するため町が支援することとし、同じ町内で

高校へ行くために通学費に格差があったため、ＪＲの定期分は現金で給付しましたが、

バスはスクールバスを使うと 500 万円程度でできたため町直営にしました。道南バス

は赤字にならない路線であったため、失礼な話でありましたが町直営にさせていただ

きお断りしました。生徒や町の財政を考えると直営すべき路線でした。直営すること

によって、これまでより部活の時間に 1 本増便できていますので利便性が上がってい

ます。 

 

 冬になると日が暮れるのが早いため、真っ暗な中自転車で帰る生徒がいる。危険だ

と思う。 

 

 馬を扱っている生徒は朝 3 時くらいに自転車で行くのですが、それは対応できませ

ん。夕方はＪＲに乗り継ぐためにこれまで 16時が最終便でしたが、19時のバスが作れ

るようになりました。 

 

 町のバスも民営化になるという話を聞いたがどうなのか。 

 

 民営化というより業務委託として運転業務を委託します。令和 2 年度から国の法律

が変更になり、臨時や嘱託職員の制度が会計年度任用職員になります。民間で行って

いただけるものは民間にお願いして、民間の方に稼いでいただき、町に税金を納めて

いただく方が町の経済が動くためそのようにします。業務自体を町がやらないという

ことではありません。 
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本庄副町長 

 

 

 元々三石地区ではスクールバスを委託していましたが、静内地区は町で実施してい

ます。今回これを機会に手法を合わせて委託にしました 

意見交換 

自治会員Ｂ 

 

 

 

大野町長 

 

自治会員Ｅ 

 

 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｄ 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

自治会員Ｃ 

 

 

渡辺健康生活部長 

 

 

 

自治会員Ｅ 

 

 

 

 新ひだか町は酒井町長時代に財政が悪化したが、大野町長に変わったので、町長は

勇気を持って新ひだか町を改革してください。道営競馬を黒字にした優秀な人材なの

で、ぜひ頑張ってください。 

 

 ありがとうございます。 

  

 町営住宅について、修繕して入居させることはできないのか。住宅を町の方へ下げ

たが、東北の震災のようなものが起きたら危険ではないか。高台に施設を作って入居

することは良いが、堤防付近の住宅なら津波がきたら飲み込まれてしまう。郡部の町

営住宅も整備してほしい。こちらの高台に施設を作れば避難場所にもなるので考えて

ほしい。 

 

 田原地区にも町営住宅があります。古くなって建て替える考え方もあります。町で

は全体で 1,400 戸程度を管理しており、人口が少なくなっている中で、柏台地区にお

いて少しずつ建て替を進めています。御園地区や農屋地区にも町営住宅はあります。

建物が古いので家賃も高くないため、入居者がいなくなったら取り壊す予定のものも

あります。町は建て替えや改修を行いますが、今後は 1,400戸を 1,000戸や 1,100 戸

程度にしていくことを考えています。町全体の戸数を検討している状況ですのでご理

解いただきたいと思います。 

 

 車を運転できない状況になって町営住宅にお願いした場合に入るところはあるの

か。 

 

 国の法律で公営住宅法があり、入居する場合は同じ建物でも収入や家族構成で家賃

が変わります。先般目名地区で民間の方に処分した例もあります。町が退去をお願い

しで協力いただいた場合は入居先を紹介することも可能です。 

 

 出前講座で徘徊者や認知症の講座がありますが、先日自宅前に徘徊者がきて保護し

た。警察にも連絡した。 

 

 徘徊者を保護された場合は、土日や夜も地域包括支援センターの職員が交代で連絡

を取れるようにしていますので、地域包括支援センターにご一報いただきたいと思い

ます。 

 

 先日小学校 6 年生の子どもが家を追い出されて、児童相談所で追い返されたことが

報道されていた。そういう場合は転送にならないのか。 
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渡辺健康生活部長 

 

 高齢者のみの対応になりますが、地域包括支援センターではそういうことは無いで

す。普段から援護が必要な方はこちらである程度確認しています。施設に入っている

方は民間事業者で工夫なさっていると思います。 

閉会挨拶 大野町長 

 本当にありがとうございました。 

 いろいろな課題がありますが、前向きに捉えながら一生懸命やっていきたいと思い

ます。これからも役場の業務にご尽力いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

ありがとうございました。 

閉  会 19:18  終了 
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